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第50回記念講演会࡚ࡋ⚃ࢆ 

 
日本農芸化学会中四国支部㛗 ᕝྥ ㄔ 

 
 日本㎰ⱁ化学఍୰ᅄᅜᨭ㒊➨��ᅇグᛕㅮ₇఍ࡀ㸪┒大に㛤ദさࢀるࡇとにᚰよࡾお៞ࡧ⏦し

上ࡆますࠋ 
 ୰ᅄᅜᨭ㒊は㸪���� ᖺ㸲᭶に㸪関すᨭ㒊とす日本ᨭ㒊にᡤᒓしていた୰ᅄᅜᆅᇦ㸷┴ࡀ⊂❧

して㸵␒┠のᨭ㒊として発㊊しましたࠋ᪂ᨭ㒊のタ❧にはᗄከのᅔ㞴ࡾ࠶ࡀましたࡀ㸪関ಀ⪅

のࡈດຊの㈷物㸪㡰ㄪに௒日までά発にᨭ㒊άືࡀ㐠Ⴀさࢀて᮶ておࡾますࠗࠋ日本㎰ⱁ化学

఍୰ᅄᅜᨭ㒊のṌࡳ に࠘ࡾ࠶ますよ࠺に㸪ࢀࡇまで㸪ᖺ㸯ᅇのᨭ㒊大఍とᖺ㸰ᅇの౛఍を㍈に㸪

ᕷẸフ࢛ーラࡸ࣒ⱝᡭࢩン࣏ジ࡝࡞࣒࢘の⾜஦にຍ࠼㸪ྛ✀ᨭ㒊㈹のᤵ୚࡝࡞ά発࡞άືを⾜

����ࠋて᮶ましたࡗ ᖺᗘ（広島）と ���� ᖺᗘ（ᒸ山）に඲ᅜ大఍を㛤ദし㸪ᡂຌ⿹に㐠Ⴀでࡁ

たࡇとかࡶࡽ㸪୰ᅄᅜᨭ㒊は⌧ᅾᏳᐃᮇに࠶るとゝ࠼ますࠋᨭ㒊創タ᫬かࡽ௒日に⮳るまで㸪

୰ᅄᅜᨭ㒊の発㊊㸪発展に㈉⊩さࢀましたㅖඛ生᪉㸪✚ᴟⓗ࡞ᨭ㒊άືを㡬いたᖿ஦㸪ཧ୚㸪

఍ဨのⓙᵝにឤㅰ⏦し上ࡆますࠋ 
 ୰ᅄᅜᨭ㒊は本ᖺᗘで創❧ �� ᖺ┠にࡾ࡞ますࠋ஦ົᒁを㸰ᖺࡈとに㸷┴の୰でᣢࡕᅇࡾし㸪

㐠Ⴀしておࡾますࡇとかࡽ㸪ྛ┴の௦⾲⪅ࡶ㐠Ⴀに㈐௵ឤをឤࡌ㸪ࡑのࡇとࡀ୰ᅄᅜᨭ㒊のά

ຊにࡗ࡞ておࡾますࡇࠋのよ࡞࠺᪉ᘧをとࡗて㐠Ⴀしておࡾますのは㸪୰ᅄᅜᨭ㒊のࡳですࠋ

෌᮶ᖺᗘかࡽの徳島஦ົᒁで㸪୰ᅄᅜを㸯࿘するࡇとにࡾ࡞㸪࡝の┴でࡶ㐠Ⴀࡀでࡁるとい࠺㸪

඲ᅜでࡶ౛࡞ࡀいᨭ㒊の㐠Ⴀయไࡀ☜❧しますࡈ⚾ࠋとですࡀ㸪タ❧ᙜึかࡽ௒日の➨ �� ᅇグ

ᛕㅮ₇఍まで㸪大༙の౛఍㸪ᨭ㒊఍にཧຍしておࡾましたࡀ㸪ẖᅇの౛఍にたࡃさࢇのඛ生ࡀ

ཧຍさࢀ㸪さࡽࡀ࡞㸪ᖺ㸱ᅇᨭ㒊大఍を㛤ദしているよ࡞࠺ឤ᝿ࡶᣢࡕますࠋ඲ᅜでࡶ୰ᅄᅜ

ᨭ㒊ࡶ᭱ࡀά発にάືしていると⮬ಙをᣢࡗてࡶⰋいのでは࡞いでし࠺ࡻかࠋ 
 ୍᪉で㸪⌧ᅾの୰ᅄᅜᨭ㒊の఍ဨᩘは ��� ྡをᑡし㉸࠼るࡽࡄいで㸪����� ேを㉸࠼ていた᫬

ᮇかࡽしますと㸪ᑡしῶᑡしておࡾますࡇとはṧᛕですࠋ௒ᖺᗘかࡽ発㊊する学生఍ဨのᘏ㛗

ไᗘ（♫఍ேの㸱ᖺ㛫は学生఍ဨ㈝で఍ဨࡀ⥔ᣢさࢀる）を㸪᫝㠀ά⏝さࢀて㸪♫఍ேにࡽ࡞

 ࠋᛮいますࡃたࡀࡾ࠶ますとࡅࡔ఍ဨを⥔ᣢしていたࡶた後ࢀ
 日本㎰ⱁ化学఍は㸪ᅜෆእにおࡅるバイオࢧイ࢚ンࢫ・バイオテクノロジーを୰ᚰとするከ

ᙬ࡞科学㡿ᇦをࡑの㡿ศとして㸪「生࿨」「食⣊」「⎔ቃ」に関する科学㸪ᢏ⾡㸪ᩥ化の発展

にᐤ୚してࡁていますࠋ඲ᅜの大学で㎰ⱁ化学のྡ๓ࡀኻࢀࢃてࡁた୰で㸪୰ᅄᅜᨭ㒊の大学

では㎰ⱁ化学のྡ๓ࡀ᚟άしてࡁておࡾますࠋ㧗▱大学では㎰ⱁ化学科ࡀ㸪ᒸ山大学ࡸ㫽ྲྀ大

学には㎰ⱁ化学コーࡾ࠶ࡀࢫますࠋ日本㎰ⱁ化学఍の୰ᅄᅜᆅᇦでᯝたすᙺ๭は௒後とࠎ┈ࡶ

大ࡗ࡞ࡃࡁていࡶࡃのとᛮࢀࢃますࠋຍ࠼て㸪୰ᅄᅜにはࢀࡒࢀࡑ㐃ྜ㎰学研究科ࡀタ⨨さࢀ

ておࡾまして㸪ྛ大学の㐃ᖏࡀᙉいࡇとࡶ特ᚩですࠋ 
 日本㎰ⱁ化学఍は ���� ᖺᗘに ��� ࿘ᖺを㏄࠼るࡇとにࡾ࡞㸪ඛ日ࡶ徳島大学で㸪9LVLRQDU\���
とෙしたㅮ₇఍ࡀ㛤ദさࢀましたࠋ఍㛗㸪๪఍㛗㸪๓఍㛗㸪๓๪఍㛗ྵめከᩘの᪉ࡀཧຍさࢀ

て㸪ࡑの⇕Ẽに⚾ࡶ㦫ࡁましたࠋ広島での඲ᅜ大఍ࡶ ���3 ᖺᗘにணᐃさࢀておࡾますࡇࠋのよ
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ⱝ࠺ά発に⥔ᣢするためには㸪ḟୡ௦をᢸࡁ⥆ࡁ㸪ᨭ㒊άືをᘬ࠼ルのάືにຍ࣋඲ᅜレ࡞࠺

ᡭ఍ဨのⓙᵝのά㌍ࡀ大஦ですࠋ᫝㠀✚ᴟⓗに౛఍で発⾲し㸪ᨭ㒊ዡບ㈹（学生㒊㛛）ࡸᨭ㒊

ዡບ㈹にᛂເし㸪ⱝᡭࢩン࣏ジ࣒࢘を௻⏬していたࡤࡅࡔとᛮいますࠋ本ᖺᗘよࡾᨭ㒊ዡບ㈹

（学生㒊㛛）の大学院生のཷ㈹⪅に౛఍発⾲஺㏻㈝の⿵ຓไᗘをタᐃしましたࠋᚑ๓のよ࠺に

ᨭ㒊ではᢏ⾡㈹ࡶタᐃしておࡾますので㸪௻ᴗの᪉の✚ᴟⓗ࡞ᛂເをᮇᚅしておࡾますࠋᨭ㒊

఍ဨࡸ㈶ຓ௻ᴗのⓙᵝのᘬࡁ⥆ࡁの かࡈ࡞ᨭ᥼を㈷ࡾますよ࠺ᐅしࡃお㢪い⏦し上ࡆますࠋ 
のᣵࡽいたしまして㸪ᨭ㒊㛗かࡾ♳೺຾をおࡈ発展とࡈに㸪ᨭ㒊ෆの఍ဨⓙᵝの୍ᒙのࡧ⤖ 

ᣜとさࡏていたࡁࡔますࠋ 
���� ᖺ㸯᭶ �� 日  
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日本農芸化学会中四国支部ࡳࡺ࠶ࡢ 

  
年月日 活動，支部講演会 全国大会，市民フォーラム，若手研究者シンポ

1994年4月 中四国支部設立準備会発足

1994年7月 中四国支部設立の希望に関するアンケート調査

1995年8月
日本農芸化学会1995年大会（北海道大学）において,
中四国支部設立についての話し合い

1995年11月～ 関西支部, 西日本支部への中四国支部設立の働きかけ

1997年5月 中四国ブロック市民フォーラム開催

～2000年6月 第1回 岡山大学（食の科学）1997年5月24日　 第2回 山口大学（遺伝子組換え植物の現状と将来）1997年12月12日

第3回 島根大学（｢いのち｣と｢食｣を考える）1998年5月23日 第4回 高知女子大学（食と健康）1998年10月11日

第5回 鳥取県民文化会館（環境とバイオ）1999年5月22日　 第6回 広島大学（環境保全とバイオテクノロジー）2000年6月3日

第7回 愛媛大学（食とバイオテクノロジー）2000年11月11日　

2000年7月
関西支部,西日本支部が支部評議員会において
中四国支部設立を了承

2000年7月8日 中四国支部設立準備会執行部会議（岡山大学） 17名参加

2000年11月24日 全国評議員会で中四国支部設立承認

2000年12月9日 中四国支部設立準備会執行部会議（岡山大学） 26名参加

2001年4月21日 中四国支部設立総会（岡山ロイヤルホテル）100名参加

2001年4月 第1回 講演会（支部大会）　岡山大学　2001年10月12日-13日 第1回 市民フォーラム　岡山ロイヤルホテル　2001年4月21日

～2003年3月 第2回 講演会（支部例会）　香川大学　2002年1月26日 第2回 市民フォーラム　松江テルサ　2002年9月21日

事務局：岡山 第3回 講演会（支部例会）　岡山県立大学　2002年5月25日 第3回 市民フォーラム　広島県民文化センターふくやま　2002年11月30日　

支部長 第4回 講演会（支部大会）　島根大学　2002年9月19日-20日 第1回 若手研究者シンポ　島根大学　2002年9月20日

田中英彦 第5回 講演会（支部例会）　高知大学　2003年1月25日 第2回 若手研究者シンポ　徳島大学　2002年10月22日

2003年4月 第6回 講演会（支部例会）　広島大学　2003年5月31日 全国大会2004年度　広島大学　2004年3月28日-31日

～2005年3月 第7回 講演会（支部大会）　鹿児島大学　2003年9月19日-20日 第4回 市民フォーラム　高松市生涯学習センター　2003年11月8日

事務局：広島 第8回 講演会（支部例会）　愛媛大学　2004年1月24日 第5回 市民フォーラム　山口大学　2004年11月3日

支部長 第9回 講演会（支部例会）　鳥取大学　2004年6月12日 第3回 若手研究者シンポ　岡山大学　2003年6月14日

宮川都吉 第10回 講演会（支部大会）　徳島大学　2004年9月17日-18日 第4回 若手研究者シンポ　広島大学　2003年8月2日

第11回 講演会（支部例会）　岡山大学　2005年1月22日 第5回 若手研究者シンポ　鳥取大学　2004年6月11日

第6回 若手研究者シンポ　広島大学　2004年11月27日

2005年4月 第12回 講演会（支部例会）　山口大学　2005年5月21日 第6回 市民フォーラム　東広島市民文化センター　2005年10月6日

～2007年3月 第13回 講演会（支部大会）　大阪大学　2005年9月30日-10月1日 第7回 市民フォーラム　岡山大学　2006年9月2日

事務局：愛媛 第14回 講演会（支部例会）　福山大学　2006年1月28日 第8回 市民フォーラム　山口大学　2007年2月3日

支部長 第15回 講演会（支部例会）　くにびきメッセ（島根）　2006年5月13日 第9回 市民フォーラム　米子コンベンションセンター　2007年3月17日

海老原清 第16回 講演会（支部大会）　愛媛大学　2006年9月15日-16日 第7回 若手研究者シンポ　山口大学　2005年5月20日

第17回 講演会（支部例会）　香川大学　2007年1月27日 第8回 若手研究者シンポ　岡山大学　2006年12月9日-10日

2007年4月 第18回 講演会（支部例会）　県立広島大学　2007年5月12日 第10回 市民フォーラム　高知市文化プラザ　2007年9月22日

～2009年3月 第19回 講演会（支部大会）　山口大学　2007年9月14日-15日 第11回 市民フォーラム　徳島大学　2008年12月6日

事務局：鳥取 第20回 講演会（支部例会）　徳島大学　2008年1月26日 第9回 若手研究者シンポ　岡山大学　2008年5月23日-24日

支部長 第21回 講演会（支部例会）　岡山理科大学　2008年5月24日

和泉好計 第22回 講演会（支部大会）　鳥取大学　2008年9月12日-13日

第23回 講演会（支部例会）　高知大学　2009年1月24日

2009年4月 第24回 講演会（支部例会）　くにびきメッセ（島根）　2009年5月23日 第12回 市民フォーラム　鳥取県立生涯学習センター　2009年11月7日

～2011年3月 第25回 講演会（支部大会）　琉球大学　2009年10月30日-31日 第13回 市民フォーラム　愛媛大学　2010年10月2日

事務局：香川 第26回 講演会（支部例会）　愛媛大学　2010年1月23日 第10回 若手研究者シンポ　岡山大学　2009年5月8日-9日

支部長 第27回 講演会（支部例会）　広島大学　2010年6月5日 第11回 若手研究者シンポ　岡山大学　2010年5月7日-8日

早川茂 第28回 講演会（支部大会）　香川大学　2010年9月24日-25日 第12回 若手研究者シンポ　島根大学　2010年10月30日

第29回 講演会（支部例会）　徳島大学　2011年1月22日

2011年4月 第30回 講演会（支部例会）　岡山大学　2011年5月21日 第14回 市民フォーラム　岡山大学　2011年5月21日

～2013年3月 第31回 講演会（支部大会）　宮崎大学　2011年9月16日-17日 第15回 市民フォーラム　松江テルサ　2011年11月3日

事務局：山口 第32回 講演会（支部例会）　鳥取大学　2012年1月21日 第16回 市民フォーラム　鳥取大学　2012年1月21日

支部長 第33回 講演会（支部例会）　愛媛大学　2012年6月2日 第17回 市民フォーラム　広島大学　2012年3月17日

山田守 第34回 講演会（支部大会）　山口大学　2012年9月21日-22日 第18回 市民フォーラム　愛媛大学　2012年5月26日　

第35回 講演会（支部例会）　高知大学　2013年1月26日 第19回 市民フォーラム　サンポートホール高松　2012年6月23日　

第20回 市民フォーラム　福山大学　2012年9月15日　

第21回 市民フォーラム　山口大学　2012年9月22日　

第22回 市民フォーラム　高知大学　2013年1月26日　

第13回 若手研究者シンポ　岡山大学　2011年5月20日-21日

第14回 若手研究者シンポ　徳島大学　2012年10月27日

2013年4月 第36回 講演会（支部例会）　島根大学　2013年6月8日 全国大会2015年度　岡山大学　2015年3月26日-29日

～2015年3月 第37回 講演会（支部大会）　県立広島大学　2013年9月5日-6日 第23回 市民フォーラム　中国新聞ホール（広島）　2013年9月7日　

事務局：岡山 第38回 講演会（支部例会）　香川大学　2014年1月25日　 第24回 市民フォーラム　愛媛大学　2014年11月8日

支部長 第39回 講演会（支部例会）　福山大学　2014年5月31日 第15回 若手研究者シンポ　岡山大学　2013年5月10日-11日

稲垣賢二 第40回 講演会（支部大会）　徳島大学　2014年9月26日-27日 第16回 若手研究者シンポ　高知大学　2013年11月2日

第41回講演会（支部例会）　水産大学校 2015年1月24日 第17回 若手研究者シンポ　岡山大学　2014年5月16日-17日

 第18回 若手研究者シンポ　愛媛大学　2014年9月20日

2015年4月 第42回 講演会（支部例会）　鳥取大学　2015年6月13日 第25回 市民フォーラム　サテライトキャンパスひろしま　2015年7月25日, 8月1日

～2017年3月 第43回 講演会（支部大会）　愛媛大学　2015年9月17日-18日 第26回 市民フォーラム　サンポートホール高松　2015年11月28日

事務局：高知 第44回 講演会（支部例会）　岡山県立大学 2016年1月23日 第27回 市民フォーラム　岡山県立大学　2016年1月23日

支部長 第45回 講演会（支部例会）　香川大学　2016年6月11日 第28回 市民フォーラム　広島県民文化センター　2016年9月3日

大西浩平 第46回 講演会（支部大会）　高知大学　2016年9月15日-16日 　　　　　　　　　　　　　　　 サテライトキャンパスひろしま　2016年9月10日

第47回 講演会（支部例会）　島根大学　2017年1月28日 第29回 市民フォーラム　高知会館　2016年9月17日

第30回 市民フォーラム　鳥取短期大学シグナスホール　2016年10月8日

第31回 市民フォーラム　カリエンテ山口　2016年11月5日

第19回 若手研究者シンポ　岡山大学　2015年5月15日-16日

第20回 若手研究者シンポ　島根大学　2015年10月17日

第21回 若手研究者シンポ　香川大学　2015年10月31日

第22回 若手研究者シンポ　高知大学　2016年4月23日

第23回 若手研究者シンポ　岡山大学　2016年5月20日-21日

第24回 若手研究者シンポ　水産大学校　2016年7月28日-29日

2017年4月 第48回 講演会（支部例会）　徳島大学　2017年6月17日 第32回 市民フォーラム　広島県民文化センター　2017年7月22日, 8月5日

～2019年3月 第49回 講演会（支部大会）　大阪府立大学　2017年9月21日-22日 　　　　　　　　　　　　　　　 広島大学　2017年9月2日, 9月9日

事務局：島根 第50回 講演会（支部例会）　広島大学 2018年1月27日 第33回 市民フォーラム　松江テルサ　2017年9月9日

支部長 第25回 若手研究者シンポ　岡山大学　2017年5月19日-20日

川向誠 第26回 若手研究者シンポ　酒類総合研究所　2017年10月6日-7日
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2017 年ᗘ日本農芸化学会農芸化学奨励賞受賞講演 

食ရᶵ⬟学ࡢࢻ࢖ࣀ࣎ࣛࣇࣝࢽࣞࣉࡿࡼ࡟特ᛶゎ᫂ 

ྥ஭⌮ᜨ（ᚨ島大㝔・生物㈨※）

 
Diphenylpropane ᵓ㐀をඹ㏻㦵᱁とするフラボノイドは᳜物ࡀ生⏘する஧ḟ௦ㅰ物でࡾ࠶㸪㔜

せ࡞食品機能ᡂศとしてὀ┠さࢀているࠋプレニルフラボノイドは㸪diphenylpropane ᵓ㐀に㸯

௨上のࡘ C5 isoprene (dimethylallyl) unit (s) ࡀ⤖ྜしたᵓ㐀を᭷する୍㐃の化ྜ物⩌で࠶るࠋプ

レニルフラボノイドは㸪㠀プレニルᆺよࡶࡾ in vitro において㧗い生理ά性をᣢࡇࡘとࡀሗ࿌さ

㸪㑇ఏᏊ᧯సస物にࢀᐃさྠࡀのプレニル基㌿⛣酵素࡬物においてフラボノイド᳜ࠋたࡁてࢀ

おいてࡽࢀࡇプレニルフラボノイドを生⏘する研究ࡶ㐍ࢇでいるࡽࢀࡇࠋの⫼ᬒかࡽ㸪プレニ

ルフラボノイドは食品機能ᡂศの᭷ຊ࡞ೃ⿵物質で࠶ると⪃࠼たࡇࡑࠋで㸪本研究ㄢ㢟ではྛ

✀プレニルフラボノイドを⏝いて㸪㠀プレニルᆺのフラボノイドとẚ㍑するࡇとで㸪食品機能

ᡂศとしてのプレニルフラボノイドの特性をୗグのとおࡾ明ࡽかにしたࠋ 
1. ᪂つ生理ά性の発ぢ̿ᗫ⏝性➽ⴎ⦰のண㜵・ᨵၿ࡬向ࡅて̿ 
㏆ᖺ㸪ᗫ⏝性➽ⴎ⦰࡬のᑐᛂ⟇ࡀồめࢀࡽているࠋ㦵᱁➽ࢱンࣃク質ⴎ⦰の⤒㊰では㸪

IGF-1/mTOR/Akt のࣜン㓟化ࢣࢫ࢝ードࡀᢚไさࢀ㸪➽ࢱンࣃク質ศ解に特␗ⓗに関୚するࣘࣅ

Atrogin-1) ࢮー࢞チンࣜ࢟ ニンのࢤンࣜࢼࠋているࢀࡽ▱ࡀとࡇ発⌧するࡀ (➼ 8 ఩にプレニ

ル基ࡀ⤖ྜした 8-プレニルࣜࢼンࢤニンをᗫ⏝性➽ⴎ⦰ࣔࢹルࢫ࣐࢘にᦤྲྀさࡏたሙྜ㸪Akt
のࣜン㓟化をά性化するࡇとで Atrogin-1 の発⌧をᢚไし㸪㦵᱁➽㔞పୗをண㜵したࠋ㠀プレニ

ルᆺのࣜࢼンࢤニンではຠᯝࡀㄆめ࡞ࢀࡽかࡗたࡇとかࡽ㸪プレニル基のඃ఩性ࡀ明ࡽかと࡞

研究においてྠࠋたࡗ 8-プレニルࣜࢼンࢤニンの㦵᱁➽⵳✚㔞を HPLC でศᯒしたとࢁࡇ㸪ࢼ

ࣜンࢤニンにẚ㍑して⣙ 10 ಸ㧗いࡇとࡀㄆめࢀࡽたࠋまた㸪8-プレニルࣜࢼンࢤニンの⾑୰⃰

ᗘを ᐃした⤖ᯝでは㸪ࣜࢼンࢤニンよࡶࡾ⾑୰かࡽの消ኻࡀ㐜かࡗたࡇࠋのよ࠺に㸪プレニ

ルフラボノイドのᙉい生理ά性のせᅉのࡦとࡘにయෆືែの向上ࡀ関୚するࡇとࡀ♧၀さࢀ

たࠋ 
(PLoS One, Vol.7, e45048, 2012; Am J Physiol Regul Integr Comp Physiol, Vol.311, R1022, 2016) 

2. プレニルフラボノイドのᶆⓗ⮚ჾと生య฼⏝性 
⤒口でᦤྲྀしたフラボノイドのά性発⌧はయෆືែと関㐃するࡇとかࡽ㸪ࡑの解明は㔜せで

にࢫ࣐࢘ࠋる࠶ 8-プレニルࢣルࢭチンをΰ㣵によࡾ 2 㐌㛫ᦤྲྀさࡏたሙྜ㸪⫢⮚ࡸ⭈⮚におࡅ

る⵳✚㔞はࢣルࢭチンのሙྜよࡶࡾ 10 ಸ௨上ከいࡇとࡀ♧さࢀた୍ࠋ ᪉で㸪生య྾཰性のᣦᶆ

で࠶る༢ᅇᦤྲྀ後の⾑୰とࣜンࣃᾮ୰の⃰ᗘを ᐃした⤖ᯝでは㸪8-プレニルࢣルࢭチンでప

ルࢹࣔ⓶㸪ᑠ⭠上ࡃ Caco-2 ⣽⬊を⏝いた⭠⟶㏱㐣ᐇ㦂でࡶ 8-プレニルࢣルࢭチンの基ᗏ⭷ഃ࡬

の⛣⾜㔞ࡀᴟめてᑡ࡞いࡇとを発ぢしたࡇࠋのよ࠺に 8-プレニルࢣルࢭチンは྾཰さࢀにࡃい

の▩┪を解明するࡇࠋたࢀさ♧ࡀした⤖ᯝ┪▩࠺のの㸪୍㒊の⮚ჾで㧗い⵳✚性を♧すといࡶ

ために㸪⮚ჾࣔࢹル⣽⬊࡬のྲྀࡾ㎸ࡳᐇ㦂を⾜ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ㸪8-プレニルࢣルࢭチンの⣽⬊

ෆྲྀࡾ㎸ࡳ㔞はࢣルࢭチンよࡶࡾ 10 ಸ⛬ᗘከࡾ࡞ࡃ㸪プレニルᆺの⣽⬊ෆ⵳✚は㠀プレニルᆺ

よࡶࡾ㛗い᫬㛫⥔ᣢさࢀたࠋさࡽに 8-プレニルࢣルࢭチンはࢣルࢭチンとは␗ࡾ࡞㸪ABC トラ

ン࣏ࢫーࢱーを௓した⣽⬊እ࡬の᤼ฟを࡞ࡅཷࡰ࡯かࡗたࡽࢀࡇࠋのᐇ㦂஦ᐇかࡽ㸪プレニル

フラボノイドは⮚ჾᵓᡂ⣽⬊࡬のྲྀࡾ㎸ࡀ⋠ࡳ㧗ࡃかࡘ⣽⬊かࡽ᤼ฟさࢀにࡃいࡇとで㸪పい

྾཰性を⿵い⮚ჾෆでの⵳✚ࡀ上᪼すると⤖ㄽしたࠋ 
(J Nutr, Vol.143, p1558, 2013) 

ㅰ㎡ 本研究は㸪୺に徳島大学においてᐇ᪋さࢀたࡶのですࠋ本研究をᨭ࠼てࡔࡃさいました

ⓙᵝにឤㅰいたしますࠋ特に徳島大学ྡ㄃ᩍᤵ（⌧⏥༡ዪᏊ大学）・ᑎᑿ⣧஧ඛ生には本研究ㄢ

㢟࡬のከࡃのࡈᣦᑟとບましをいたࡁࡔましたࡇとを῝ㅰいたしますࠋ 
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ᾘ化ởἾࢆᇶ㉁ࡓࡋ࡜Ỉ⣲Ⓨ㓝࡟㛵࣮ࢪࣟࣀࢡࢸ࢜࢖ࣂࡿࡍᇶ┙研究 

⸨஭ඞᙪ（ᒣཱྀ大㝔・๰科）

 
ᡃࡀᅜでは඲ᅜ⣙ 2,100 ⟠ᡤのୗ水ฎ理ሙでᖺ㛫 145 ൨ m3のୗ水ࡀί化さࢀ㸪୺にά性汚

泥ἲと࿧ࢀࡤるฎ理ἲࡀ᥇⏝さࢀているࡇࠋのฎ理ἲは㸪ዲẼ性ᚤ生物によࡾୗ水୰の᭷機物

を↓機化するᢏ⾡でࡾ࠶㸪ฎ理ຠ⋡と✌ືコࢫトの㠃でඃࢀているࡀ㸪ฎ理にとࡗ࡞ࡶてᚤ生

物のቑṪ⳦యࡀ大㔞に発生するとい࠺ㄢ㢟࠶ࡀるࡇࠋのቑṪ⳦యはవ๫汚泥と࿧ࢀࡤ㸪ᖺ㛫

77,000 ༓ t  ࠋているࢀ᤼ฟさࡀ
వ๫汚泥のῶᐜࡸ᭷ຠ฼⏝ἲにはከࡃの研究౛࠶ࡀるࡀ㸪ࡑの୰でᐇ⏝ᢏ⾡としてᬑཬして

いるࡶのは᎘Ẽ消化ἲでࡾ࠶㸪᎘Ẽ⳦ྀによࡾవ๫汚泥のྍ⁐ᡂศかࡽバイオࢫ࢞をᚓるࡇと

しかし㸪᎘Ẽ消化による汚泥ῶᐜ⋡は୍⯡にࠋるࡁでࡀ 30%⛬ᗘに␃まࡾ㸪ṧࡾの 70%はࠗࡇ

ࡽさࡽかࡇࡇ㸪ࢀࡤのṧ´は消化汚泥と࿧ࡇࠋる࡞いṧ´࠘とࡃ௨上は消化（生ศ解）しにࢀ

にバイオࢫ࢞を生⏘するᚤ生物฼⏝ᢏ⾡はᐇ⏝化さࢀてい࡞いࠋ⏦ㄳ⪅ࡽは᭱㏆にࡗ࡞て㸪ࡇ

の消化汚泥をศ解でࡁる⣒≧⳦ 6 ᰴを᳃ᯘᅵተかࡽぢࡅࡘ㸪ㄽᩥ発⾲およࡧ特チฟ㢪を⾜ࡗたࠋ

消化汚泥ศ解⳦は࢟チࢼーࢮ㸪ࢩ࢟ラࢼーࢮ㸪ࢣラチࢼーࢮといࡗた酵素によࡗて消化汚泥を

ྍ⁐化するࡇとࢃࡀかࡗたࠋ 
௚᪉㸪᎘Ẽ消化でാࡃバイオࢫ࢞生⏘⳦ྀはከᵝ࡞ᒓ✀の᎘Ẽ⳦でᵓᡂさࢀ㸪ࡑのᙺ๭にᛂ

ン生⏘⳦のࢱてձຍ水ศ解⳦㸪ղ㓟・水素生⏘⳦㸪ճ࣓ࡌ 3 ⪅にศ㢮でࡁるࠋᙼࡀࡽ༠ྠⓗに

ാࡇࡃとでవ๫汚泥のྍ⁐ᡂศをバイオ࡬ࢫ࢞とኚ᥮しているࠋしかし࣓ࢱン生⏘⳦の生⫱ࡀ

㐜いࡇとࡀバイオࢫ࢞生⏘㏿ᗘのボトルࢵࢿクとࡗ࡞ているࡇとかࡽ㸪ຍ水ศ解⳦と㓟・水素

生⏘⳦のే⏝（࣓ࢱン生⏘⳦を౑࡞ࢃい）で෌生ྍ能ࢿ࢚ルࢠーとしてᮇᚅさࢀている水素を

生⏘するヨࡶࡳቑ࠶ࡘࡘ࠼るࠋ 
⏦ㄳ⪅は㸪消化汚泥ศ解⳦と㓟・水素生⏘⳦を౑ࡗて消化汚泥かࡽ水素をྵࡴバイオࢫ࢞を

生⏘でࡁるのでは࡞いかと╔᝿したࠋすࡕࢃ࡞㸪消化汚泥ศ解⳦で消化汚泥をపศᏊ化し㸪ࡇ

の୍㐃のᚤࡇࠋた࠼⪄いかと࡞るのではࡁ水素を発酵生⏘でࡀ⳦⏘を基質として㓟・水素生ࢀ

生物཯ᛂをᐇ⌧するバイオプロࢫࢭを㛤発したいと⪃࠼ておࡾ㸪ලయⓗには௨ୗの 3 㡯┠にྲྀ

 ࠋる࠶でࢁࡇでいるとࢇ⤌ࡾ
（1）消化汚泥ศ解⳦のจ㞟๣⪏性をᨵၿする 
消化汚泥ศ解⳦は㸪汚泥⬺水᫬に౑⏝さࢀるจ㞟๣（࣏ࣜሷ化࢔ル࣑ニ࣒࢘）ࡀᏑᅾすると

生⫱ࡀ㐜࡞ࡃるとい࠺ᙅⅬ࠶ࡀるࡇࠋのよ࡞࠺஦᝟かࡽ㸪ࢀࡇまではจ㞟๣を㓟で⁐ฟ㝖ཤし

た汚泥を⏝いてヨ㦂を⾜ࡗてࡁたࠋしかしศ解⳦をᗫᲠ物資源ᢏ⾡としてᛂ⏝するためには㓟

ฎ理をし࡞い汚泥でศ解⳦を生⫱さࢀࡽࡏるࡇとࡀᮃましいࠋ⌧ᅾ㸪㧗⃰ᗘの汚泥をྵࡴᇵ㣴

ᾮで㛗ᮇᇵ㣴するࡇとによࡾจ㞟๣⪏性ࡀ向上したᰴࡀᚓ࡞ࢀࡽいか᳨ウ୰で࠶るࠋ 
（2）汚泥ศ解酵素とే⏝ྍ能࡞水素生⏘⳦ྀを㛤発する 
消化汚泥ศ解⳦は 30Υを⮳㐺生⫱ ᗘとし 37Υ௨上では生⫱で࡞ࡁいࡀ㸪ศ解⳦ࡀ生⏘す

る酵素（࢟チࢼーࢮ㸪ࢩ࢟ラࢼーࢮ㸪ࢣラチࢼーࢮ）は 50Υでࡶ酵素ά性ࡀ㧗いࡇࡑࠋで 50Υ
で水素を生⏘でࡁる⳦ྀを㛤発しているとࢁࡇでࡾ࠶㸪ᑡ㔞ࡶࡽࡀ࡞水素を生⏘する⳦ྀをᚓ

るࡇとࡀでࡁたࠋ௒後は⳦ྀの水素生⏘能のᨵၿを┠ᣦすととࡶに㸪ศ解⳦の酵素と⤌ࢃྜࡳ

 ࠋたいࡁቑຍするかを᳨ウしていࡀた㝿に⳦ྀの水素生⏘㔞ࡏ
（3）消化汚泥資源化プロࢫࢭをヨసする 
ᚓࢀࡽた▱ぢを基にᐇ㦂ྎ㓄⨨ᆺのバイオプロࢫࢭをヨసするࠋ生⫱ ᗘのᕪを฼⏝して㸪

␗✀ᚤ生物によࡗて汚泥かࡽの水素生⏘を୧❧でࡁるࣜ࢔クࢱーをᵓ⠏するࡇとを┠ᶆにດ

ຊしていࡁたいࠋ 
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特別講演 

 㸽㸫࠿ࡿࡲఱ࡛Ỵࡣࡉࡋ࠸࠾ࡢࢺ࣮ࣞࢥࣙࢳ科学 㸫࠸ࡋ࠸࠾ࡢࢺ࣮ࣞࢥࣙࢳ

ୖ㔝 ⪽（広島大㝔・生物圏）

 
୍⯡に㸪食品を物理化学ⓗに⾲⌧すると㸪「ከᡂศ⣔でࡾ࠶㸪⇕ຊ学ⓗに㠀ᖹ⾮≧ែに࠶るコ

ロイドศᩓ⣔」と⾲⌧さࢀるࠋチョコレートࡑࡶの౛እでは࡞いࠋチョコレートは㸪〇品の⿬

㠃のᡂศ⾲♧をぢると明ࡽか࡞よ࠺に㸪Ἔ⬡（特に࢝࢝オ⬡（௨ୗ㸪ココ࢔バࢱー））・࢝࢝オ

ࢀてᵓᡂさࡗࢃຍࡀ௚ᡂศ࡝࡞㤶ᩱࡸࢶࢵࢼにࢀࡇ㸪ࢀᵓᡂさࡽか࡝࡞⬡ஙࡧ⢾およ◁・ࢫ࣐

ているࡇࠋのࡕ࠺㸪品質に┤᥋かかࡾࢃ㸪したࡗࡀて品質ไᚚにᐦ᥋に関ಀしているのはココ

㸪ࡀの௚のᡂศࡑ㸪ࡾᡂࡽーのከ⤖ᬗかࢱバ࢔にチョコレートは㸪ココ⯡୍ࠋる࠶ーでࢱバ࢔

ココ࢔バࢱーከ⤖ᬗにศᩓした≧ែで࠶るࠋココ࢔バࢱーには㸪㸴✀㢮の␗࡞る⤖ᬗ≧ែ㸪い

Ꮡᅾし㸪Iࡀるከᙧࡺࢃ ᆺかࡽ VI ᆺまでᏑᅾし㸪ࡑのᩘᏐࡀ大࡞ࡃࡁるࡈとによࡾᏳᐃ࡞≧ែ

と࡞るᡃࠋ ・ಖᙧ性）ࡎࡅ⼥てࡗのᙧをಖࡑと㸪ࡃ㸪ᬑẁ㸪ᗑで㉎ධし㸪㒊ᒇにᨺ⨨しておࡀࠎ

㧗⼥Ⅼ）㸪ගἑឤࡾ࠶ࡀᣦでࣃチンと๭ࢀて（ࢵࢼࢫプ性）㸪口にධࢀると࣒ࢫー࡞ࢬとࡅࢁឤ

を♧す（⼥解性・レオロジー）㸪特ᚩⓗ࡞物性は㸪㸴✀㢮のከᙧࡕ࠺㸪V ᆺከᙧの特ᚩで࠶るࠋ

ゝい᥮ࡤࢀ࠼㸪V ᆺከᙧのココ࢔バࢱーࡀ㸪ᡃࠎにとࡗておいしい食ឤを生ࡌさࡏるࠋしたࡀ

ーのࢱバ࢔て㸪おいしいチョコレートのస〇では㸪ココࡗ V ᆺ⤖ᬗ化ࡀ୰ᚰㄢ㢟と࡞るࡑࠋの

ためୡ⏺୰のチョコレートస〇࣓ー࢝ーは㸪いかに▷᫬㛫でຠ⋡よࡃココ࢔バࢱーを V ᆺに⤖

ᬗ化さࡏるかにࡘいてヨ⾜㘒ㄗを⧞ࡾ㏉し㸪௒日では㸪「テンࣜࣃンࢢ」と࿧ࢀࡤる ᗘㄪ⠇ἲ

の᪉ἲでは㸪 ᗘをࡇࠋしている❧☜ࡀ 40Υ௨上かࡽ 25㹼29Υに෭༷して IV ᆺከᙧの⤖ᬗ化

をಁした後㸪 ᗘを 30㹼31Υにຍ⇕して IV ᆺከᙧを⼥解さࡏ㸪ࡑの⼥ᾮかࡽ V ᆺከᙧのฟ⌧

をಁした後に㸪 ᗘを 15㹼20Υに෭༷し㛗᫬㛫ᨺ⨨するࡇとによࡾ㸪す࡭てのココ࢔バࢱー⤖

ᬗを V ᆺに⤖ᬗ化さࡏる᪉ἲで࠶るࠋ本ㅮ₇では㸪ココ࢔バࢱーの物性（Ἔ⬡ศᏊ⤌ᡂ・⤖ᬗ

ከᙧࡈとのᵓ㐀と⼥Ⅼ࡝࡞）およࡧテンࣜࣃンࢢにࡘいてㄝ明した後㸪チョコレートの物性と

おいしさ（とࡃにテクࢫチࣕーとの関ಀで）との関ಀにࡘいて⤂௓するࠋテンࣜࣃンࢢによる

ከᙧไᚚ௨እにࡶ㸪〇㐀ᕤ⛬のࡕ࠺㸪࢝࢝オ○∦（࢝࢝オニࣈ）のᚤ⣽化ᕤ⛬によࡾ㸪よࡾ⁥

 ࠋ௓したい⤂ࡶいてࡘのⅬにࡇㅮ₇では㸪ࠋるࢀࡽᚓࡀ食ឤ࡞かࡽ
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特別講演 

日本࣡࢖ンࡢⓎᒎ࡚ࡋࡊࡵࢆ 

ᚋ⸨ዉ⨾（㓇⥲研）

 
࠙はࡌめにࠚ 「日本ワイン」とは㸪大まかにゝ࠺と日本で᱂ᇵさࢀたࣈド࢘かࡽᅜෆで〇㐀

さࢀたワインとᐃ⩏さࢀ㸪ᖹᡂ 30 ᖺ 10 ᭶ 30 日かࡽ日本ワインの᪂しい⾲♧᪉ἲࡀ㐺⏝㛤ጞに

の⣙ࡑ㸪ࡀቑຍしているࡃࡁ㏆ᖺ㸪日本のワイン消㈝㔞は大ࠋる࡞ 2/3 は㍺ධワインで㸪㍺ධ

ཎᩱを౑⏝してᅜෆで〇㐀さࢀたワインࡶከࡃ㸪日本ワインは㸳㸣⛬ᗘにす࡞ࡂいࠋTPP 日ࡸ

EU EPA にࡃていࡏᙉまる୰㸪㍺ධワインにᑐᢠし㸪日本ワインを発展さࡀࡁ関⛯᧔ᗫのື࡝࡞

は㸪生⏘のᣑ大ととࡶに品質の向上ࡀ୙ྍḞと⪃ࢀࡽ࠼るࡇࡇࠋでは㸪㉥ワインを୰ᚰに品質

向上に向ࡅたྲྀ⤌を⤂௓したいࠋ 
 
࠙᱂ᇵ᮲௳のᙳ㡪ࠚ ワインの品質にはࣈド࢘の品質ࡀ┤᥋཯ᫎさࢀ㸪ࣈド࢘の品質は᱂ᇵᆅ

のẼ㇟ࡸᅵተのᙳ㡪をཷࡅる㸪とゝࢀࢃるࠋఏ⤫ⓗ࡞ワイン⏝ࣈド࢘品✀はࣚーロࣈࣃࢵド࢘

（Vitis vinifera）にᒓし㸪ᆅ୰ᾏ性Ẽೃに㐺しているため㸪日本の㧗 ከ‵࡞᮲௳では㸪⑓ᐖࡀ

発生しࡸすいࡇとにຍ࠼㸪特ᚩ㤶ࡀฟにࡃࡃ㸪㉥ワイン⏝品✀では╔Ⰽ୙Ⰻにࡸࡾ࡞すいとい

ル̿プの研究で㧗ࢢのࠎいては㸪ᡃࡘニンの⵳✚に࢔ࢩント࢔る࠶㉥ⰍⰍ素でࠋる࠶ࡀၥ㢟࠺

 では୍ᗘ生ྜᡂさࢀた࢔ント࢔ࢩニンࡀῶᑡするࡇとࡀ明ࡽかにࡗ࡞ているࠋまた㸪ࣈド࢘

の╔Ⰽ㛤ጞ๓後にࡸࡸ஝⇱した≧ែ（水ศࢫトレࢫ）に࡞ると㸪᳜物࣍ルࣔンのࢩࣈ࢔ジン㓟

の⃰ᗘࡀ㧗まࡾ㸪࢔ント࢔ࢩニンの生ྜᡂಁࡀ㐍さࢀるࡇとࢀࡽ▱ࡶているࠋ日本ྛᆅのワイ

ᖹࡸ㸪ኟの㞵㔞ࢁࡇニン⃰ᗘをㄪᰝしたと࢔ࢩント࢔の࢘ドࣈ⏝ーの༠ຊをᚓて㸪ワインࣜࢼ

ᆒẼ との㏫┦関ࡀㄆめࢀࡽた୍ࠋ᪉㸪㉥ワインの῰࿡ᡂศで࠶る⦰ྜࢱンニン（プロ࢔ント

㸪᱂ᇵ᮲௳とのࡀたࡗ࡞かにࡽ明ࡀとࡇるࢀてಁ㐍さࡗニジン）の生ྜᡂは㸪ⓑⰍගによ࢔ࢩ

ᙳ㡪にࡘいてはまࡔᮍ解明のⅬࡀከいࠋ⌧ᅾ㸪ඹྠ研究*としてࣈド࢘ᶞの๧ᐃ᪉ἲ➼のᙳ㡪に

 ࠋ㸪日本の㢼ᅵに㐺した᱂ᇵἲの㛤発とඹ᭷を┠ᣦしているࡾ研究を㐍めておࡶいてࡘ
 
࠙㔊㐀᮲௳のᙳ㡪ࠚ 㔊㐀のᙳ㡪ࡶ大ࡁいࠋ㉥ワイン㔊㐀では㸪ࣈド࢘を㝖᱾・◚○した後㸪

ᯝ⓶・✀Ꮚととࡶに発酵さࡏる㔊し発酵୰に࢔ント࢔ࢩニンࢱྜ⦰ࡸンニンࡀᢳฟさࢀるࠋᚑ

᮶㸪⦰ྜࢱンニンと࢔ント࢔ࢩニンはフ࢙ノール化ྜ物として୍ᣓして⪃ࢀࡽ࠼るࡇとࡀከか

・㸪発酵ࡀる࠶化ྜ物で࡞ニンは୙Ᏻᐃ࢔ࢩント࢔また㸪ࠋる࡞␗ࡀ㸪୧⪅はᢳฟのᣲືࡀたࡗ

⇍ᡂ୰に࢔ント࢔ࢩニンㄏᑟయの生ᡂによるⰍのᏳᐃ化ࡀ㉳ࡇるࠋᙜᡤࡸᾏእの研究で㸪発酵

㛤ጞ๓にప で୍ᐃᮇ㛫おึࡃᮇప 㔊しを⾜࠺と㸪ᯝ⓶⏤᮶ᡂศのᢳฟಁࡀ㐍さࢀるࡇと㸪

㔊し発酵୰に࠶る⛬ᗘの㧗 ᮲௳にするࡇとで࢔ント࢔ࢩニンのㄏᑟయ生ᡂಁࡀ㐍さࢀ㸪㉥Ⰽ

ࡽࢀࡇᅾ㸪ワイン生⏘ᆅとのඹྠ研究*として㸪⌧ࠋているࡗ࡞かにࡽ明ࡀとࡇるࢀᏳᐃ化さࡀ

の᪉ἲをᐇ㝿の日本のワイࣜࢼーでᐇ᪋したሙྜのຠᯝࡸㄢ㢟にࡘいて㸪ᐇドヨ㦂をᐇ᪋して

おࡾ㸪ᬑཬに向ࡅた᝟ሗᥦ౪にࡆ࡞ࡘるィ⏬で࠶るࠋ 
 
࠙日本ワインの品質向上に向ࡅてࠚ 日本ワインの品質向上には㸪日本の㢼ᅵにࡗ࠶た᱂ᇵと

日本のࣈド࢘にࡗ࠶た㔊㐀のための研究ࡀ୙ྍḞでࡾ࠶㸪୧ศ野の関ಀ⪅ࡀ༠ຊした研究の⥅

⥆・発展ࡀᮃまࢀるࠋまた㸪日本ではワイン関ಀの研究・ᩍ⫱はまࡔま࣐ࡔイࢼー࡞ศ野で࠶

 ࠋるࢀࡽ࠼⪄ᚲせとࡀ㸪♫఍ேᩍ⫱をྵめたᩍ⫱యไの඘ᐇと᝟ሗのඹ᭷ࡾ
 
*「日本ワインの➇தຊᙉ化コンࢯー࣒࢔ࢩ」として㸪生研ᨭ᥼ࢭンࢱー「㠉᪂ⓗᢏ⾡㛤発・⥭

ᛴ展㛤஦ᴗ（ࡕ࠺ᆅᇦᡓ␎プロジ࢙クト）」のᨭ᥼をཷࡅてᐇ᪋ࠋ 
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㸿㸫㸯 Improving permeability of whole-cell catalyst by heat-permeabilized psychrophile 
cells  
 Luo Gonglinfeng, Takahisa Tajima, Syo Nakano, Junichi Katoۑ
(Hiroshima University, Grad. Sch. Adv. Sci. Matter) 

 

The semipermeable cell membrane has been an obstacle on substrate uptaking for whole-cell cetalyst. The cell 
membrane of psychrophilic bacteria is highly flexible and easy to be permeabilized by heating in a moderate 
condition. In our research, we constructed a whole-cell catalyst based on heat-permeabilized psychrophile to solve 
the permeability issues. The productivity of heat-permeabilized psychrophile cells is significantly higher than 
non-permeabilized psychrophile cells as well as E.coli cells expressing the same heterologous enzymes. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
㸿㸫㸰 ዲ⇕ᛶ᎘Ẽᛶ⣽⳦ Moorella thermoacetica  研究ࡿࡍ㛵࡟ᙉ化ࡢス㈨化⤒㊰࢞ࡢ

中㊰ ᙬ，ᒾᓮ♸ᶞ，ྜྷ⏣ᔞ一㑻，▼ᇉඖົۑ 1，႐ከ᫭ஂ，中島⏣㇏ 
（広島大㝔・ඛ➃物㉁，1広島大・ᕤ） 
 

 

࠙┠ⓗ ーを⤫ྜⓗにࢠルࢿ࢚・෌生ྍ能資源࡝࡞ࢫ࣐CO2᤼ฟ๐ῶを┠ⓗとするኴ㝧ග㸪㢼ຊ㸪バイオࠚ

฼⏝したᾮయ⇞ᩱ㸪化学ཎᩱ〇㐀には㸪ྜᡂࢫ࢞ (H2+CO2+CO) を⤒⏤したࢫ࢞発酵ᢏ⾡ࡀ᭷ᮃで࠶るࠋ

ᙜ研究ᐊでは㸪ྜᡂࢫ࢞資化能を᭷するዲ⇕性 Moorella thermoacetica ATCC39073 ᰴをᐟ୺とする㑇ఏᏊ

⤌᥮ࢱ࢚࠼ノール生⏘ᰴのస〇にᡂຌしたࠋしかし㸪本௦ㅰᨵኚᰴはフルクトーࢫを基質としてᇵ㣴し

た᫬にはࢱ࢚ノールを生⏘したࡀ㸪ྜᡂࢫ࢞㸪H2+CO2ࢫ࢞において生⫱し࡞かࡗたࡇࠋの᫬㸪ࢠ㓟の⵳

ࠋたࢀࡽ࠼⪄ࡀているྍ能性ࡗ࡞ᚊ㏿とࡀ 㸪Formate-tetrahydrofolate ligase (FTL)ࡽとかࡇたࢀㄆさ☜ࡀ✚

で㸪本研究ではࡇࡑ FTL 㑇ఏᏊをᑟධしたኚ␗ᰴをస〇し㸪ࡑの特性を解ᯒしたࠋ  
࠙᪉ἲཬࡧ⤖ᯝࠚATCC39073 ᰴ⏤᮶の࢘ラࢩルせồ性ኚ␗ᰴ (dpyrF) をᐟ୺として㸪㓑㓟生ᡂ⤒㊰㑇ఏ

Ꮚ (pdul1, pdul2) を◚ቯするととࡶに㸪࢔ルࣄࢹドࣄࢹドロࢼࢤーࢮ (aldh) 㑇ఏᏊ㸪ཬࡧ FTL 㑇ఏᏊを

ᑟධした FTL ᙉ化ࢱ࢚ノール生⏘ᰴ (adlh::FTL:: ǻpdul12) をᵓ⠏したࠋ本ኚ␗ᰴの FTL ㌿෗ά性は野生

ᰴとẚ㍑して 4 ಸ⛬ᗘ上᪼しておࡾ㸪フルクトーࢫᇵ㣴᫬に FTL 㠀ᑟධᰴとẚ㍑して㠀ቑṪ㏿ᗘࡎࢃࡀ

かに上᪼していたࠋしかし㸪H2+CO2 を基質としたሙྜ㸪ቑṪはぢ࡞ࢀࡽかࡗたࠋフルクトーࢫにຍ࠼

H2+CO2をࢵ࣊ド࣌ࢫーࢫにῧຍしてᇵ㣴したࡀ㸪ቑṪに大࡞ࡁኚ化はぢ࡞ࢀࡽかࡗたࠋ本⤖ᯝかࡽ㸪FTL
㑇ఏᏊのᑟධによࡾ㌿෗レ࣋ルを向上さࡏたとしてࡶ㸪ࢫ࢞資化能ຊのᅇ᚟には大ࡃࡁᐤ୚し࡞いと⪃

 ࠋたࢀࡽ࠼
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㸿㸫㸱 ࣮ࣛ࢜ン࢜ࢳキ࣒࢘ࣜࢺᒓキࢧンࣝ࢕ࣇࢺ㧗生産ᛶᰴࡢ༢㞳ࡢࡑ࡜生産ᛶࡢᨵ

Ⰻ 
ཎⳀୡ，東 ⳀἋ，Ώ㑓研ᚿ，ᯇᒣᜨ௓ୖۑ 1，⛅ ᗤ⿱ 
（広島大㝔・ඛ➃物㉁，1㛗℩産ᴗ（ᰴ）） 

 

࠙┠ⓗࠚ㉥ࡸオレンジⰍの⬡⁐性Ⰽ素で࠶るࢧ࢟ࢱࢫ࢔ンチン㸪࢝ンࢧ࢟ࢱンチン࡝࡞のࢧ࢟ントフ࢕ル

㢮（XAN）は㸪ࡑのศᏊᵓ㐀に㉳ᅉする㧗いᢠ㓟化స⏝をᣢࡕ㸪೺ᗣ食品ࡸ化⢝品࡝࡞のཎᩱとして㟂せ

ト㠃でㄢ㢟ࢫコࡸ㸪⸴㢮・酵ẕによる発酵生⏘➼はᏳ඲㠃ࡸる化学ྜᡂ࠶しかし⌧ᅾの౪⤥源でࠋ㧗いࡀ

㸪㧗ᗘ୙㣬࿴ࡃ㧗ࡀᒓはቑṪ性࣒࢘トࣜ࢟ンチࣗラ㢮オーランチオࣜࣅラࠋるため᭱㐺とはゝい㞴い࠶ࡀ

⬡⫫㓟ࡸテル࣌ン⣔Ⅳ化水素にຍ࠼て XAN を生⏘するᰴࡶぢฟさࢀておࡾ㸪XAN の᪂た࡞౪⤥源として

ᮇᚅでࡁるࠋ本研究では化学⸆๣を⏝いた✺↛ኚ␗ㄏ発によるオーランチオ࢟ト࣒ࣜ࢘ᒓ XAN 㧗生⏘性

ᰴの༢㞳と㸪␗࡞るᇵ㣴⎔ቃୗにおࡅる XAN 生⏘特性の解ᯒを㏻ࡌて㸪ࡑの生⏘性の向上をヨࡳたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ XANࠚ 生⏘能はపいࡀ㧗ቑṪ性のオーランチオ࢟ト࣒ࣜ࢘ᒓ RH-7 ᰴにᑐして㸪1-࣓チル-3-
ニトロ-1-ニトロ࢔ࢢࢯニジンによࡾ✺↛ኚ␗をㄏ発したࠋᐮኳᇵᆅ上のコロニーを┠どでほᐹし㸪Ⰽㄪ

ラフでࢢト࣐ᶳ㉥Ⰽにኚ化したᰴを༢㞳ᇵ㣴して㧗㏿ᾮయクロࡀ XAN 生⏘㔞をᐃ㔞したࡑࠋの⤖ᯝ㸪ぶ

ᰴとẚ㍑して࢝ンࢧ࢟ࢱンチンとࢧ࢟ࢱࢫ࢔ンチン生⏘性ࢀࡒࢀࡑࡀ㢧ⴭに向上した RH-7A ᰴおよࡧ

RH-7A-7 ᰴを༢㞳したࠋぶᰴと XAN 㧗生⏘ᰴの⣽⬊ෆ࣓ࢱボロー࣒をẚ㍑解ᯒしたとࢁࡇ㸪XAN 㧗生

⏘ᰴにおいてࢫトレࢫᛂ⟅物質の㢧ⴭ࡞ቑຍࡀㄆめࢀࡽ㸪XAN 生⏘と⎔ቃࢫトレࢫの関ಀࡀ♧၀さࢀたࠋ

でࡇࡑ RH-7A-7 ᰴを✀ࠎのࢫトレࢫ᮲௳ୗでᇵ㣴し㸪XAN 生⏘㔞を解ᯒしたとࢁࡇ㸪ప 㸪ప pH㸪㓟

化ࢫトレࢫ➼の㸪本ᰴのࢧ࢟ࢱࢫ࢔ンチン生⏘性を㢧ⴭに向上さࡏるᇵ㣴᮲௳をぢฟしたࠋ 
 

 

 
㸿㸫㸲 ࣮ࣛ࢜ン࢜ࢳキ࣒࢘ࣜࢺᒓࡢ࡬ CRISPR-Cas9  ⏝㐺ࡢ࣒ࢸスࢩ

ᾈ௓，㟷஭┿ே，Ώ㑓研ᚿ，໭ᇼᬛᕼ，㧗ᶫᏹ࿴，ᒸᮧዲᏊ，ᯇᒣᜨ௓ ⏿ۑ 1，

ఀ⸨┿἞ 2，⛅ ᗤ⿱ 
（広島大㝔・ඛ➃物㉁，1㛗℩産ᴗ（ᰴ），2ฟග⯆産（ᰴ）） 

 

࠙┠ⓗࠚラࣜࣅンチࣗラ㢮オーランチオ࢟ト࣒ࣜ࢘ᒓは㸪㧗ᗘ୙㣬࿴⬡⫫㓟࢝ࡸロテノイド࡝࡞の機能

性Ἔ⬡㺃Ⰽ素の࡯か㸪化学素ᮦࡸバイオ⇞ᩱとして฼⏝ྍ能࡞㛗㙐⬡⫫㓟ࡸⅣ化水素ࡶ㢧ⴭ㔞生⏘するࡇ

とかࡽ㸪ྛ✀᭷⏝Ἔ⬡の᪂た࡞ᕤᴗ生⏘ᚤ生物としてのά⏝ࡀᮇᚅさࢀるࠋ本研究では㸪オーランチオ

 ࠋたࡳの㐺⏝をヨ࣒テࢫࢩ 㞟ᢏ⾡として㸪CRISPR-Cas9⦆࣒ノࢤᒓではᮍ☜❧の࣒࢘トࣜ࢟
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚș-࢝ロテンࢧ࢟ࢱࢫ࢔ࡸンチンを生⏘するオーランチオ࢟ト࣒ࣜ࢘ᒓ RH-7A ᰴのș-࢝
ロテンྜᡂ酵素 CrtIBY 㑇ఏᏊをᶆⓗとして㸪ࢤノ࣒⦅㞟のᡂྰをコロニーのⰍㄪのኚ化でุูするࡇと

としたࠋRH-7A ᰴに Streptococcus pyogenes ⏤᮶ Cas9 㑇ఏᏊを┦ྠ⤌ࡳ᥮࠼ἲでᑟධし㸪ࢱࢫ࢙࢘ン解ᯒ

で Cas9 発⌧ࡀㄆめࢀࡽた RH-7A-CH ᰴをᚓたࠋCrtIBY 㑇ఏᏊ上の㸳ࣨᡤをᶆⓗとする guide RNA を in 
vitro ㌿෗཯ᛂでྜᡂし㸪࢚レクトロ࣏レーࢩョンἲで RH-7A-CH ᰴにᑟධしたࡑࠋの⤖ᯝ㸪ぶᰴとẚ㍑

してコロニーのⰍࡀⓑࡃኚ化した Wc ᰴをྲྀᚓするࡇとࡀでࡁたࠋHPLC ศᯒでࡶ㸪Wc ᰴでは CrtIBY の

生ᡂ物で࠶るș-࢝ロテンࡑࡸの௦ㅰ物の⵳✚はㄆめࡎࢀࡽ㸪࢝ロテノイド生⏘能をኻࡗたࡇとࡀ♧၀さ

Wcࠋたࢀ ᰴのᶆⓗ㒊఩௜㏆のࢤノ࣒ DNA ሷ基㓄ิを解ᯒしたとࢁࡇ㸪ᶆⓗとした㸳ࣨᡤのࡕ࠺㸪⣙ 1.4 
kb を㝸てた㸰ࣨᡤでᣳまࢀた㡿ᇦࡀḞኻしておࡾ㸪いࡶࢀࡎ PAM 㓄ิの㸱ሷ基上ὶで஧本㙐ษ᩿ࡀ㉳ࡇ

㞟ᢏ⾡として㸪⦆࣒ノࢤᒓでึめての࣒࢘トࣜ࢟㸪オーランチオࡽとかࡇ௨上のࠋたࡗศかࡀとࡇたࡗ

CRISPR-Cas9 ࢫࢩテ࣒のᑟධにᡂຌしたとุ᩿したࠋ 
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㸿㸫㸳 ࣮ࢠࣝࢿ࢚௦ㅰࡢᨵኚࡿࡼ࡟ Corynebacterium glutamicum ン㓟生産ࣅࣝࣆࡢ࡛

ᒸᑦஓ，Alisa S. Vangnai1，⸩ᖌᑑ἞，࿴⏣ 大∦ۑ 2，ᶓ⏣ ⠜ 2，ᯇୗ一ಙ 
（ᒣཱྀ大㝔・๰科，1ࣟࣛࣗࢳンࢥン大，2໭大㝔・農） 
 

 

࠙⫼ᬒ・┠ⓗࠚCorynebacterium glutamicum は㸪ࢢル࣑ࢱン㓟ࣜࡸジンといࡗた࣑࢔ノ㓟のᕤᴗⓗ発酵生

⏘に⏝いࢀࡽている⏘ᴗᚤ生物で࠶るࣆࠋルࣅン㓟は㸪解⢾⣔の᭱⤊௦ㅰ⏘物で࠶るととࡶに㸪ศᒱ㙐

ࡸノ㓟࣑࢔ TCA ᅇ㊰の⇞ᩱศᏊで࠶るࢭ࢔チル CoA の౪⤥源と࡞る㔜せ࡞௦ㅰ୰㛫యで࠶るࠋ本研究

では㸪C. glutamicum のࢿ࢚ルࢠー௦ㅰをᨵኚするࡇとでຠ⋡ⓗにࣆルࣅン㓟を生⏘し࠺る⳦ᰴのᵓ⠏に

ᡂຌしたのでሗ࿌するࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ C. glutamicum ATCC 13032ࠚ ᰴをぶᰴとして⏝いたࣆࠋルࣅン㓟の㧗生⏘を┠ᣦすሙྜ㸪TCA
ᅇ㊰࡬のⅣ素ὶ㔞をῶ⾶さࡏるᡓ␎ࡀ᭷ຠで࠶るࠋRamA は㸪特に㸪㓟化ⓗ TCA ᅇ㊰のά性化に関୚す

るໟᣓⓗ㌿෗ไᚚᅉᏊで㸪ࡑのḞᦆᰴでは㸪TCA ᅇ㊰࡬のὶ㔞ᢚไࡀᮇᚅさࢀたࡇࡑࠋで㸪ramA Ḟᦆᰴ 
(ǼramA ᰴ) をస〇し㸪ࢢルコーࢫを၏୍Ⅳ素源とした᭱ᑠᇵᆅでࣆルࣅン㓟生⏘をホ౯したࡑࠋの⤖ᯝ㸪

ぶᰴとẚ㍑して᭱大で 1.8 ಸのࣆルࣅン㓟を生ᡂしたࡀ㸪ぶᰴとྠᵝ㸪ⴭ㔞のங㓟㸪㓑㓟を๪生したࡑࠋ

の生ᡂに関୚する㑇ఏᏊ (ldhA, pqo, cat, pta-ackA) をǼramAࡽࢀࡇで㸪ࡇ ᰴでḞᦆさࡏ㸪෌ᗘホ౯を⾜ࡗ

たࡑࠋの⤖ᯝ㸪生⏘཰㔞ࡀさࡽに 3.3 ಸにቑຍしたࠋさ࡞ࡽるᨵၿを⾜ࡃ࡭࠺㸪TCA ᅇ㊰とྠ᫬に機能

する࿧྾㙐に╔┠し᳨ウを⾜ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ㸪ࢩトクロ࣒ bd 㓟化酵素の㧗発⌧で㸪㑏ඖⓗ TCA ᅇ㊰࡬

のὶ㔞పୗととࡶに㸪ࢢルコーࢫ消㈝㏿ᗘの上᪼㸪ࣆルࣅン㓟཰㔞のቑຍ (1.2 ಸ) ࡀほᐹさࢀた᭱ࠋ⤊

ⓗ࡞ᵓ⠏ᰴをジࣕーᇵ㣴したとࢁࡇ㸪556 mM のࢢルコーࢫかࡽ 341 mM のࣆルࣅン㓟を生⏘したࠋ 
 

 

 
㸿㸫㸴 Gluconobacter ᒓ㓑㓟⳦ࡽ࠿⢭〇ࡓࡋ PQQ ౫Ꮡᆺ࣮ࣝࣟࢭࣜࢢ⬺Ỉ⣲㓝⣲ࢆ⏝

ࡓ࠸ L-࣮ࣜ࣎スࡢ㓟化 ۑᑎ⏣ඃⰼ 1，ᑿᓮ⪷ኈᮁ 2，∦ᒸᑦஓ 1, 2, 3，㊊❧཰生{，

㉥ቨၿᙪ 1, 2，⸆ᖌᑑ἞ 1, 2, 3，ᯇୗ一ಙ 1, 2, 3 

（1ᒣཱྀ大㝔・๰科，2ᒣཱྀ大・農，3ᒣཱྀ大・ᚤ研ࢭ） 
 

࠙┠ⓗ ン࣑ࢱࣅGluconobacter ᒓ㓑㓟⳦はࠚ C 生⏘に⏝いࢀࡽるࢯルボーࢫ発酵を⾜ࢯࠋ࠺ルボーࢫ発酵

には広⠊࡞基質を㓟化する࢟ノプロテイン・ࢭࣜࢢロール⬺水素酵素（GLDH）ࡀ関୚するࠋGLDH の

㓟化཯ᛂは㸪➨㸯⣭࢔ルコールの㞄に࠶る㸰ࡘの水㓟基ࢫ࢚ࣜࡀロ㓄⨨で࠶る⢾࢔ルコールの㸪㸰఩の

水㓟基を㓟化するとい࠺ἲ๎にᚑࡗているࠋしかし㸪ࡇのἲ๎にᚑ࡞ࢃいᵓ㐀をࡘࡶ D-ࣜࢯ࢟ーࡀࢫ㸪

Gluconobacter oxydans の GLDH によࡗて㓟化さࢀるࡇとࡀሗ࿌さࢀたࠋ⚾たࡕは௨๓㸪Gluconobacter  
frateurii CHM43 と㸪ࡑの GLDH Ḟᦆᰴの㸰⳦ᰴの⭷⏬ศを⏝い㸪いࡘࡃかの⢾࢔ルコール㸪࢔ルドーࢫ㸪

の㓟化ά性を ᐃしてࢫトーࢣ GLDH の基質特␗性をㄪ࡭たࡑࠋの⤖ᯝ㸪ἲ๎にᚑ࡞ࢃいᵓ㐀で࠶る L-
ࣜボーࡀࢫ᪂たに GLDH の基質で࠶るࡇと㸪また㸪ࡑの㓟化物ࡀ L-ࣜボン㓟で࠶るࡇとをሗ࿌したࠋ水

㓟基を㓟化する酵素で࠶る GLDH ㄽを⿵ᙉするた⤖࠺るといࡌルボン㓟を生࢝を㓟化してࢫルドー࢔ࡀ

め㸪本研究では⢭〇した GLDH を⏝いて L-ࣜボーࢫの㓟化をヨࡳたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ ーを⏝い㸪GLDHࢱク࣋広ᐟ୺ᇦࠚ を㐣๫発⌧する⤌ࡳ᥮࠼ G. frateurii CHM43 ᰴをᵓ⠏し㸪

GLDH の⢭〇に⏝いたࠋ⢭〇 GLDH とேᕤ㟁Ꮚཷᐜయ㸪ࢱ࢝ラーࢮを⏝いて L-ࣜボーࢫの㓟化をヨࡳたࠋ

ࡶの཯ᛂ⣔でࡇ L-ࣜボン㓟生⏘ࡀ☜ㄆでࡁたࢱ࢝ࠋラーࢮᏑᅾୗの᪉ࡀ L-ࣜボン㓟生⏘ࡀ㧗かࡗたࠋ௨

上よࡾ㸪GLDH ≦⎔ࡀ L-ࣜボーࢫの㸯఩の水㓟基を㓟化して L-ࣜボノラクトンを生ᡂし㸪ࡀࢀࡇ㠀酵素

ⓗにຍ水㛤⎔して L-ࣜボン㓟࡬ኚ化したと⪃࠼たࠋ 
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㸿㸫㸵 ᕼᑡ⢾ D-Allulose ⳦㓑㓟ࡿࡼ࡟ Acetobacter aceti  స⏝ᶵᵓࡢ生⫱ᢚไࡢ
大ᆅ，ᑠᕝ⥤Ꮚ，ᑠᕝ㞞ᘅ⏣ྜྷۑ 1，㉥⃝㝯ᚿ 2，ྜྷཎ᫂⚽ 3，᪩ᕝ ⱱ 1 

（㤶ᕝ大㝔・農，1㤶ᕝ大・農，2ឡ፾大㝔・㐃合農，3㤶ᕝ大・国㝿ᕼᑡ⢾） 
 

 

࠙┠ⓗࠚᕼᑡ⢾ D-Allulose（Alu）とは D-Fructose（Fru）の C-3 の࡝࡞⏝㸪ᢠ⫧‶ᢚไసࡾ࠶ーで࣐ࣆ࢚

ඃࢀた೺ᗣ機能を᭷しているࠋ㏆ᖺ㸪Alu をྵࡴ発酵食品ᩘࡀከࡃ㈍኎さࢀているࠋしかし㸪発酵食品の

〇㐀に౑⏝する発酵ᚤ生物にᑐしてᕼᑡ⢾ࡀཬࡰすᙳ㡪にࡘいては㸪ࡑの基♏ⓗ࡞▱ぢࡀ୙㊊しているࠋ

までの研究で㸪Aluࢀࡇ る࠶㓑㓟⳦の୍✀でࡀ Acetobacter aceti のձ生⫱をᢚไするࡇとと㸪ղ㓑㓟発酵

の㏿ᗘを㐜ࡏࡽるࡇとࡀศかࡗたࠋ本研究では㸪Alu ࡀ A.aceti の生⫱ᢚไと㓑㓟発酵㐜ᘏをᘬࡁ㉳ࡇす

ཎᅉを明ࡽかにするࡇとを┠ⓗとしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚձA. aceti の生⫱ᢚไ㸸1㸣ࢱ࢚ノールと 10㸣Alu または Fru をྵࡴᇵ㣴ᾮで A. aceti を生

⫱さࡏた（⢾をྵま࡞いᇵ㣴ᾮを Ct とした）ࠋᇵ㣴後㸪A. aceti かࡽ ATP をᢳฟし㸪ࡑの㔞をẚ㍑したと

ࢁࡇ Alu ῧຍ༊では Ct ࡸ Fru ῧຍ༊よࡶࡾ ATP 㔞ࡀపୗしていたࠋ 
ղA. aceti の㓑㓟発酵㐜ᘏ㸸ձとྠᵝの᮲௳で A. aceti をᇵ㣴したࠋ⳦యをᅇ཰し㸪⭷⤖ྜᆺ酵素をྵࡴ⢒

酵素ᾮをㄪ〇したࠋAlu ῧຍ༊での⢒酵素ᾮの PQQ-ADH ά性は Ct ࡸ Fru ῧຍ༊よࡾపかࡗたࠋまた㸪

ELISA によࡾ⢒酵素ᾮ୰の PQQ-ADH をᐃ㔞したとࢁࡇ㸪Alu ῧຍ༊では PQQ-ADH 㔞ࡀ Ct ࡸ Fru ῧຍ

༊よࡾ㧗かࡗたࡇࠋのࡇとかࡽ㸪Alu ῧຍ༊において PQQ-ADH はࢱンࣃク質としては発⌧しているࡀ㸪

୙ά性ᆺの≧ែでᏑᅾしているࡇとࡀ♧၀さࢀたࡽࢀࡇࠋの⤖ᯝかࡽ㸪Alu による A. aceti の生⫱ᢚไと

発酵㐜ᘏは ATP 生⏘㔞のపୗと PQQ-ADH の୙ά性化ࡀཎᅉで࠶るࡇとࡀ♧၀さࢀたࠋ 
 

 

 
㸿㸫㸶 ࣇࢿࢩンࢠン生産⳦ Streptomyces incarnatus ࡢ࡬ rpoB ከ㔜ኚ␗ᑟධຠᯝ 

ᑠᕝἋ⧊，中島భ㔛Ꮚ，᰿本⌮Ꮚ，✄ᇉ㈼஧，⏣ᮧ 㝯（ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨）ۑ

 

࠙┠ⓗࠚᨺ⥺⳦ Streptomyces incarnatus ル-L-࣓チࢩノࢹ࢔-ンは㸪Sࢠフンࢿࢩ生⏘する᰾㓟⣔ᢠ生物質ࡀ

オニンのᵓ㐀ࢼ࢔ロࢢでࡾ࠶㸪in vitro ではᙉい࣓チラーࢮ㜼ᐖά性を♧し㸪 in vivo では RNA ࢫイル࢘

の mGppp ࢘にᑐするᢠࢫイル࢘ࢫ࣌ル࣊㸪ࢫイル࢘࢔ニࢩワクࡾ㜼ᐖする機ᵓによࡃをᙉࢢンࣆࢵࣕ࢟

イルࢫቑṪᢚไά性を♧すࢫ࣐࢘）ࠋẘ性 LD50185 mg/kg /⓶ୗὀᑕ）本研究では㸪S. incarnatus よるࢿࢩ

フンࢠン生⏘のቑ⏘をᅗるために㌿෗ά性化をࡶたࡽすRNA࣓࣏ࣜラーࢮの rif-1㡿ᇦ࡬のከ㔜ኚ␗ຠᯝ

を᳨ウしたࠋ 
࠙᪉ἲと⤖ᯝࠚS. incarnatus の rpoB 㑇ఏᏊをクローニンࢢして㸪ࡑの㸳’ᮎ➃ 500 bp を๐㝖した ORF ᩿

∦を᥋ྜఏ㐩࣋クࢱーpK18mob に㐃⤖したࠋḟに rif-1 㡿ᇦの㸲ṧ基（D447㸪S453㸪H457, R460）の⤌ྜ

によるከ㔜ኚ␗をࡏ PCR を⏝いてᑟධしたࠋE. coli 17S-1 による␗✀㛫᥋ྜఏ㐩-┦ྠ⤌᥮࠼によࡾ rif-1
㡿ᇦ࡬のኚ␗ᑟධはࣜフ࢓ンࢩࣆン (Rif) ⪏性とい࠺⾲⌧ᙧとしてࢫクࣜーニンࢢでࡁるので㸪᥋ྜయ

かࡽ rif ⪏性ᰴを㑅ᢤして DNA 上の࣒ノࢤࡾによࢫンࢣーࢩ rpoB 㑇ఏᏊのᨵኚを☜ㄆしたࠋᇵ㣴ᾮ୰の

レイ᳨ฟჾを⿦ഛした࢔イオードࢲト࢛ン生⏘㔞はフࢠフンࢿࢩ HPLC によࡾ⤒᫬ⓗに ᐃしたࠋ野生

ᰴのࢿࢩフンࢠン生⏘はᇵ㣴ึᮇ㸱-㸲日㛫にぢࢀࡽたࡀ生⏘物ࡀ⵳✚ࡎࡏにᇵ㣴ᾮかࡽ消⁛するのにᑐ

して rif-1 㡿ᇦの H457㸪R460 のṧ基を Cys ࡸ Phe ␯水性の㧗いṧ基に⨨᥮した࡝࡞ RNA をࢮラー࣓࣏ࣜ

ᣢࡘኚ␗ᰴではよࡾ㛗い生⏘ᮇ㛫をಖᣢする特性を♧したࠋ 
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㸿㸫㸷 Tremella mesenterica  ゎᯒࡢయእከ⢾㢮⳦ࡿࡍ生産ࡀ
⚽㧘ᒸ㔛⳯，Ώ㑓 ᙲ，ྜྷཎ᫂ۑ 1，中໭឵一 2，ఱ᳃ ೺ 1，㯞⏣ᜤᙪ 
（㤶ᕝ大・農，1㤶ᕝ大・国㝿ᕼᑡ⢾，2㤶ᕝ大・⥲合生࿨） 
 

 

࠙┠ⓗ࢟ࠚノコ㢮ࡀ生⏘するከ⢾㢮は㧗い生理ά性を♧すࡇとࡀ明ࡽかとࡗ࡞てࡁているࠋ本研究では㸪

୍ಸయ᫬に酵ẕ≧༢⣽⬊で᪲┒に生⫱し㸪⳦యእにከ⢾㢮を生⏘する࢟ノコ㸪Tremella mesenterica（コ࢞

┠とをࡇ࠺⾜いて解ᯒをࡘる⳦యእከ⢾㢮にࢀ生⏘さࡧに╔┠し㸪本⳦の⢾資化性およ（ࢣࢱワ࢝ニࢿ

ⓗとしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ 本⳦の༢⢾㢮の⢾資化性を解ᯒするために㸪本⳦をྛ✀༢⢾㢮（⤊⃰ᗘࠚ 2㸣）と Yeast Nitrogen 
Base（1㸣）をྵࡴᾮయᇵᆅを⏝いてᇵ㣴し㸪⤒᫬ⓗにᇵ㣴ᾮの⃮ᗘを ᐃしたࡑࠋの⤖ᯝ㸪本⳦は

D-Glucose㸪D-Mannose㸪D-Xylose㸪D-Allose㸪L-Arabinose㸪D-Fructose㸪L-Sorbose㸪D-Mannitol㸪D-Sorbitol
およࡧ Xylitol にᑐして資化性を♧し㸪D-Galactose㸪D-Psicose㸪Allitol およࡧ Glycerol にᑐしては資化性

を♧さ࡞かࡗたࠋまた㸪D-Allose㸪L-Arabinose およࡧ L-Sorbose をῧຍしたᇵᆅでは生⫱ࡀ☜ㄆでࡁるま

でにࢱイ࣒ラࡀࢢㄆめࢀࡽたࡇとかࡽ㸪ࢀࡒࢀࡑの⢾㢮のᏑᅾによࡑࡾの௦ㅰ⣔酵素のㄏᑟࡀ㉳ࡇるࡇ

とࡀ♧၀さࢀたࠋさࡽに㸪ジࣕ࢞イࣔᢳฟᾮにᕼᑡ⢾で࠶る D-Allose㸪D-Psicose るいは࠶ Allitol㸪コント

ロールとして D-Glucose を 3㸣ῧຍしたᇵᆅで本⳦をᇵ㣴し㸪ከ⢾㢮の生⏘性を᳨ウしたࡑࠋの⤖ᯝ㸪ᕼ

ᑡ⢾の୰では D-Allose をῧຍしたᇵᆅにおいて㸪௚のᕼᑡ⢾とẚ࡭てከ㔞のከ⢾㢮ࡀ生⏘さࢀるࡇとࡀ

☜ㄆでࡁたࠋ⌧ᅾ㸪生⏘さࢀたከ⢾㢮のᵓᡂ༢⢾㢮の⤌ᡂ解ᯒを⾜ࡗているࠋ 
 

 

 

 
㸿㸫10 ప ᮲௳ୗ࡛࢔ンࣔ࢔ࢽ㓟化⬟ࢆ᭷ࡢྀ⳦ࡿࡍᵓ⠏ 

ᐑᆅྍዉ，㛗ᮧ἞⣖，⨾⸨཭༤，ΎỈඞᙪۑ 1，᭷㤿஧ᮁ 

（㫽ྲྀ大・農，1㫽ྲྀ大・CoRE） 

 

 

࠙┠ⓗࠚ㏆ᖺの㣴Ṫᴗにおいて㸪生⏘性ࡀ㧗ࡃሙᡤを㑅࡞ࡤい➼の理⏤かࡽ㸪㛢㙐ᚠ⎔ᘧ㝣上㣴Ṫにὀ

ࡁ㸪水質⥔ᣢには◪化⣽⳦のാࡾ࠶㔜せでࡀ水質⥔ᣢࡸ ᪉で㸪㨶の生⫱には水୍ࠋているࡗ㞟まࡀ┠

㸪ࡾ࠶ࡀのప ᮲௳で生⫱する㨶の㣴Ṫではపい水 で⥔ᣢするᚲせ࡝࡞しかし㸪㩬ࠋるࢀᚲ㡲とさࡀ

で本研究では㸪ࡇࡑࠋるࢀၥ㢟とさࡀとࡇ㓟化能はపい࢔ンࣔニ࢔ቃୗでのᚤ生物による⎔࡞࠺のよࡑ

ప ῐ水㣴Ṫを᝿ᐃし㸪ప ୗで࢔ンࣔニ࢔㓟化能を᭷する⳦ྀのᵓ⠏をヨࡳたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ㩬の㣴Ṫሙのᚤ生物ᵴかࡽᚤ生物ᅛ╔⏝プラࢫチࢵクᮦを᥇ྲྀし㸪࢔ンࣔニ࢔㓟化に特

化したᇵᆅを౑⏝して 15Υ・ዲẼ᮲௳で㞟✚ᇵ㣴を⾜ࡗたࠋᇵᆅの࢔ンࣔニ⃰࢔ᗘ・ள◪㓟⃰ᗘを㝶᫬

 ᐃしたとࢁࡇ㸪⣙ 22 日で࢔ンࣔニ⃰࢔ᗘࡀ 0 ppm とࡾ࡞㸪ள◪㓟⃰ᗘは 400 ppm ⛬ᗘまでቑຍし㢌ᡴ

また㸪ᇵ㣴を㐍ࠋたࢀ၀さ♧ࡀ㓟化⳦のᏑᅾ࢔ンࣔニ࢔㸪ᇵᆅෆにおいてのࡽの⤖ᯝかࡇࠋたࡗ࡞とࡕ

めるにࢀࡘてフラࢫコのቨ㠃には௜╔物のቑຍࡶほᐹさࢀたࡇࡑࠋでள◪㓟⃰ᗘ 250㹼400 ppm ᮇ㛫の 19
㹼25 日┠とள◪㓟⃰ᗘ 400 ppm でᶓࡤいの 47㹼53 日┠のᇵ㣴ᾮとቨ㠃௜╔物の⳦ྀを㸪ḟୡ௦ࢩーク࢚

ンࢧーを౑⏝した࢔ンプࣜコンࢩーク࢚ンࢫによࡾ解ᯒしたࠋ⳦ྀ解ᯒの⤖ᯝ㸪࢔ンࣔニ࢔㓟化⳦ࡀᇵ

㣴ᾮ୰に⣙ 5%とቨ㠃௜╔物に⣙ 26%Ꮡᅾするࡇとࡀ☜ㄆさࢀたࠋ⌧ᅾは㸪ᐇ⏝化に向ࡅて水をᚠ⎔さࡏ

た≧ែでの࢔ンࣔニ࢔㓟化能の☜ㄆを⾜ࡗているࠋ 
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㸿㸫11 Cellulosimicrobium sp. NTK2  ン௦ㅰࢳキࡧンศゎ㓝⣲ཬࢳキࡢ
ோᮌ大㍜，⨾⸨཭༤ۑ 1，ΎỈඞᙪ 2，᭷㤿஧ᮁ 1 

（㫽ྲྀ大㝔・農，1㫽ྲྀ大・農，2㫽ྲྀ大・産学） 
 

 

࠙┠ⓗ࢟ࠚチンのຍ水ศ解物はᵝ࡞ࠎ生理ά性をᣢࡕ㸪ᵝ࡞ࠎศ野࡬の฼⏝ࡀᮇᚅさࢀているࠋしかし㸪

ᕤ⛬の⦾㞧さࡸ⎔ቃ࡬の㈇Ⲵといࡗたၥ㢟ࡀṧさࢀているため㸪࢟チンの฼⏝⋡はపいࡶのとࡗ࡞てい

るࠋᡃࠎはࢀࡇまでに㸪࢝ニẆᗫᲠ物の㏿ࡸか࡞ሁ⫧化をྍ能とする᏶⇍コンࢫ࣏トかࡽ㸪⤖ᬗ性࢟チ

ンศ解⳦ Cellulosimicrobium sp. NTK2 ᰴを༢㞳したࠋ本研究では㸪本⳦ࡀศἪする࢟チンศ解⣔ࢱンࣃク

質と඲ࢤノ࣒の᝟ሗを基に㸪本⳦による࢟チンศ解とྲྀ㎸ࡳ⤒㊰にࡘいてண したࠋ 
࠙᪉ἲཬࡧ⤖ᯝࠚ⤖ᬗ࢟チンを㸰%ྵ᭷するᇵᆅで本⳦を 25Υ㸪㸯㐌㛫ᇵ㣴した⤖ᯝ㸪⣙ 70%の࢟チン

をศ解したࠋᇵ㣴上Ύによる࢟チンオࣜࢦ⢾ศ解ά性を☜ㄆしたとࢁࡇ㸪㸱⢾௨上のオࣜࢦ⢾はศ解さ

チンศ࢟い࡞をศ解しࢫオーࣅト࢟たため㸪ࢀㄆさ☜ࡀ✚に⵳ࡎࢀࡽのศ解はぢࢫオーࣅト࢟㸪ࡀたࢀ

解酵素を୺にศἪしているࡇとࡀண さࢀたࠋ本⳦の඲ࢤノ࣒を解ᯒした⤖ᯝ㸪㸶✀㢮の࢟チンศ解酵

素の㑇ఏᏊのᏑᅾࡀ明ࡽかとࡗ࡞た୍ࠋ᪉で㸪☜ᐇに࢟トࣅオーࢫにᑐして཯ᛂする酵素を᳨⣴したࡀ

N,N-diacetyl chitobiose phosphorylase しかぢࡘかࡎࡽ㸪本⳦は࢟トࣅオーࢫをྲྀࡾ㎸ࢇでศ解する⤒㊰をᣢ

⵳✚に関ࢫオーࣅト࢟㸪ࡾチンศ解酵素の␗✀発⌧⣔ᵓ⠏を㐍めてお࢟ᅾは㸪⌧ࠋたࢀࡽ࠼⪄ࡀとࡇࡘ

ಀする酵素のྲྀᚓをヨࡳているࠋ 
 
 

 

 

 
㸿㸫12 ⥙⨶ⓗ㌿෗ኚືゎᯒ࡟ᇶ࡙ࡃዲ⇕⳦ప ㄏᑟࡢ࣮ࢱ࣮ࣔࣟࣉ᥈⣴ 

⿱ዟᮧ཭ኴ，㧗ᶫṇۑ 1，大ᇛ 㝯 2，㕥ᮌᏹ࿴ 2 
（㫽ྲྀ大㝔・ᣢ♫๰生，1ࢪ・࣒ࣛ࢖ャパン，2㫽ྲྀ大㝔・ᕤ） 
 

 

࠙┠ⓗࠚዲ⇕⳦ Geobacillus kaustophilus HTA426 は㸪㑇ఏᏊᨵኚᢏ⾡ࡀ☜❧さࢀた Geobacillus ᒓࣔࢹルᰴ

の㸯ࡘで࠶るࢀࡇࠋまでにᡃࠎは㸪᥎ᐃ࣐ルトーࢫ௦ㅰ㑇ఏᏊ⩌のプロࣔーࢱーࡀ本ዲ⇕⳦ෆにおࡅる

ㄏᑟⓗ㑇ఏᏊ発⌧に᭷⏝で࠶るࡇとをぢฟしたࠋ本研究では㸪HTA426 ᰴで機能するప ㄏᑟᆺプロࣔー

 ࠋ᥈⣴したࡽࡀ࡞ーを㸪⥙⨶ⓗ㌿෗ኚື解ᯒを฼⏝しࢱ
࠙ᐇ㦂ࠚHTA426 ᰴを 60ΥでቑṪᮇまでᾮయᇵ㣴し㸪⣽⬊をᅇ཰したྠࠋᵝにして HTA426 ᰴをቑṪᮇ

までᇵ㣴し㸪さࡽにప ୗ（42Υ㸪30Υ㸪およࡧ 18Υ）で㸯᫬㛫およࡧ㸴᫬㛫ᇵ㣴した後㸪⣽⬊をᅇ཰

したࠋᚓࢀࡽた⣽⬊かࡽ total RNA をᢳฟし㸪⥙⨶ⓗ RNA とで㸪ࡇるࡎ解ᯒ（RNAseq）に౪ࢫン࢚ークࢩ

ྛᇵ㣴᮲௳で㧗発⌧する㑇ఏᏊをㄪ࡭たࠋぢฟさࢀたೃ⿵㑇ఏᏊのプロࣔーࢱー㡿ᇦと㯤Ⰽ⺯ගࢱンࣃ

ク質㑇ఏᏊを㐃⤖し㸪HTA426 のᰁⰍయにᑟධしたࠋᚓࢀࡽたレ࣏ーࢱーᰴをᵝ࡞ࠎ᮲௳でᇵ㣴し㸪ྛプ

ロࣔーࢱーの発⌧᮲௳を᳨ウしたࠋ 
࠙⤖ᯝと⪃ᐹ60ࠚΥᇵ㣴⳦యの RNAseq かࡽ㸪ప ࢩョࢵクᛂ⟅㑇ఏᏊ cspB とࡇ㧗ᗘに発⌧しているࡀ

て㸪ప ᫬に㧗ᗘ࠼にຍࢀࡑࠋ㧗発⌧していたࡶーは㸪ప ᇵ㣴においてࢱ本プロࣔーࠋたࢀ၀さ♧ࡀ

にㄏᑟさࢀる㑇ఏᏊࡀ」ᩘぢฟさࢀたࠋレ࣏ーࢱーศᯒの⤖ᯝࡶ㸪ࡽࢀࡇプロࣔーࢱーࡀప ୗで㧗発

⌧で࠶るࡇとをᨭᣢしたࡽࢀࡇࠋプロࣔーࢱーは㸪ప ᇵ㣴᫬におࡅるዲ⇕⳦バイオプロࢲクࢩョンに

᭷⏝かࡶし࡞ࢀいࠋ 
 

－36－



㸿㸫13 生⫱㜼ᐖ࡛ㄏᑟࡿࢀࡉ Geobacillus kaustophilus HTA426  㑇ఏⓗከᵝ化ࡢ
➉㇂㐩ᡂ，⏣㠂ᐇဏ 1，大ᇛ 㝯 㕥ᮌᏹ࿴ۑ，1 1 
（㫽ྲྀ大㝔・ᣢ♫๰生，1㫽ྲྀ大㝔・ᕤ） 
 

 

࠙┠ⓗࠚᡃࠎは㸪Geobacillus kaustophilus HTA426 ⣽⬊ෆの⮬発ⓗኚ␗を฼⏝した酵素㑇ఏᏊኚ␗ἲを研

究しているࡑࠋの㐣⛬では㸪本ዲ⇕⳦は生⫱㜼ᐖࢫトレࢫୗで⣽⬊ෆኚ␗⋡を上᪼さࡏるࡇと㸪さࡽに

はᰁⰍయ上にᏑᅾするከᩘのᤄධ㓄ิを㌿఩ㄏ発するࡇとࡀぢฟさࢀたࠋ本発⾲では㸪ࡇのよ࡞࠺本ዲ

⇕⳦の㑇ఏⓗ୙Ᏻᐃ性を総ᣓし㸪ࡑの理⏤にࡘいて⪃ᐹするࠋ 
࠙⤖ᯝと⪃ᐹ HTA426ࠚ ᰴを㸪ᢠ生物質ࣜフ࢓ンࢩࣆンとࢫトレプト࣐イࢩンをྵࡴᅛᙧᇵᆅ上でᇵ㣴す

ると㸪rpoB ኚ␗と rpsL ኚ␗による⪏性ᰴࠎྛࡀ発生したࠋ⪏性ᰴの発生⋡は㸪ᐃᖖᮇ⣽⬊よࡶࡾቑṪᮇ

⣽⬊をᅛᙧᇵᆅにሬᕸしたሙྜに㧗ࡃ㸪ࡇの⌧㇟はቑṪᮇ特␗ⓗ࡞ㄏᑟኚ␗で࠶るࡇとࡀ♧၀さࢀたࠋ

DNA ಟ᚟⣔㑇ఏᏊの㸯ࡘで࠶る mfd を◚ቯすると㸪ቑṪᮇ⣽⬊とᐃᖖᮇ⣽⬊かࡽの⪏性ᰴ発生㢖ᗘྠࡀ

➼にࡗ࡞たࠋ本⤖ᯝは㸪ቑṪᮇ⣽⬊ࡀ生⫱㜼ᐖࢫトレࢫをཷࡅると mfd 㑇ఏᏊの機能ࡀᢚไさࢀ㸪⣽⬊

ෆኚ␗⋡ࡀ上᪼するࡇとを♧၀しているࠋまた㸪HTA426 ᰴを࢘ラࢩル㣚㣹᮲௳ୗでᅛᙧᇵ㣴するとᵝࠎ

㌿఩しࠋとをᨭᣢしたࡇる࠶ㄏᑟⓗでࡀᙸ᚞ኚ␗ヨ㦂は㸪ᙜヱ㌿఩ࠋᰁⰍయ上を㌿఩したࡀᤄධ㓄ิ࡞

た㌿఩ᅉᏊは」ᩘ✀ࡗ࠶たࡀ㸪IS0302 ⣔ࡶ᭱ࡀ㧗㢖ᗘにぢ࠼たࢨࢧࠋンࣈロࢵト解ᯒかࡽ㸪IS0302 ⣔㌿

఩ᅉᏊは↓సⅭかࡘ Copy & Paste ᆺで㌿఩するࡇとࡀ♧၀さࢀたࠋ上㏙した୧⌧㇟は㸪生⫱㜼ᐖࢫトレ

はࡽࢀࡇࠋる࠶のでࡶる࡞㸪㑇ఏⓗከᵝ性のཎᅉにࢀୗでㄏᑟさࢫ Geobacillus ᒓዲ⇕⳦のຠ⋡ⓗ࡞⎔ቃ

㐺ᛂに฼⏝さࢀているのかࡶし࡞ࢀいࠋ 
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㹀㸫㸯 ฟⱆ㓝ẕࡢ S-ࢽ࢜ࢳ࣓ࣝࢩࣀࢹ࢔ンࣛࢺンス࣮ࢱ࣮࣏SAM3 ᑑ࿨ไࡿࡍ㛵与ࡀ

ᚚᶵᵓࡢゎᯒ 
㯞⏤ె，ᑠᕝ㈗ྐ，㔠஭᐀Ⰻ㇂✀ۑ 1，ஂ⡿一つ，⸨஭ ຊ 1，᭮ᡃ᭸⩏ 2， 
Ỉ἟ṇᶞ（広島大㝔・ඛ➃物㉁，1㓇⥲研，2៞᠕大・ඛ➃生࿨） 

 

࠙┠ⓗࠚ㏆ᖺ㸪ࣔࢹル生物を⏝いた解ᯒかࡽ㸪ᑑ࿨ไᚚ⤒㊰ࡸศᏊࡀ生物✀㛫でಖᏑさࢀているࡇとࡀ

明ࡽかに࠶ࡘࡘࡾ࡞るࢀࡇࠋまでにᡃࠎは㸪S-ࢹ࢔ノࢩル࣓チオニン (SAM) ྜᡂのά性化ࡀᑑ࿨ᘏ㛗す

るࡇとをぢฟしたࡑࠋの研究㐣⛬で㸪⣽⬊⭷にᒁᅾする SAM トラン࣏ࢫーࢱーSAM3 の◚ቯᰴをྲྀᚓし㸪

Ǽsam3 ᰴは野生ᰴよࡶࡾ㢧ⴭに㛗ᑑ࿨と࡞るࡇとをぢฟしたࡇࡑࠋで㸪本研究ではǼsam3 ᰴのᑑ࿨ᘏ㛗

機ᵓを解明するࡇとを┠ⓗとしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ࢝ࠚロࣜーไ㝈は酵ẕか့ࡽங㢮までಖᏑさࢀたᑑ࿨ᘏ㛗機ᵓで㸪AMPK (AMP-activated 
protein kinase) のά性化ࡸ TOR (target of rapamycin) ⤒㊰の୙ά性化によࡾ㸪オートフ࢓ジーのά性化ࡸ⩻

ヂのᢚไによࡾ㛗ᑑ࿨と࡞るࡇࡑࠋで㸪Ǽsam3 ᰴにおいて酵ẕ AMPK で࠶る Snf1 ά性をㄪ࡭たとࢁࡇ㸪

野生ᰴよࡶࡾ㧗いά性を♧したࠋまた㸪TOR ⤒㊰のୗὶᅉᏊで࠶る Sch9 のࣜン㓟化レ࣋ルにࡘいてࡶㄪ

㸪TORࡽとかࡇたࡗపかࡀル࣋㸪ࣜン㓟化レࢁࡇたと࡭ ⤒㊰は୙ά性化さࢀているࡇとࡀ♧၀さࢀたࠋ

さࡽに㸪Ǽsam3 ᰴにࡘいて࣐イクロ࢔レイἲによࡾ㑇ఏᏊ発⌧解ᯒを⾜ࡗたとࢁࡇ㸪野生ᰴとẚ㍑して

る㑇ఏᏊ (HXK1, GLC3ࢀㄏᑟさࡀ⌧ロࣜーไ㝈で発࢝ Ǽsam3ࡀ (࡝࡞ ᰴで上᪼していたࡇとかࡽ㸪࢝ロ

ࣜーไ㝈をᶍೌしてᑑ࿨ᘏ㛗しているࡇとࡀண᝿さࢀたࠋຍ࠼てǼsam3 ᰴで࣑࢔࣏ࣜントラン࣏ࢫーࢱ

ー㑇ఏᏊ (UGA4,TPO4) ࡀ㧗発⌧していたࡇとかࡽ㸪࣑࢔࣏ࣜンによるᑑ࿨ᘏ㛗のྍ能性ࢀࡽ࠼⪄ࡶたࠋ

⌧ᅾ㸪Ǽsam3 ᰴと࢝ロࣜーไ㝈およ࣑࢔࣏ࣜࡧンとの関㐃ࡘいてヲ⣽を解ᯒ୰で࠶るࠋ 

 

 

 
㹀㸫㸰 ฟⱆ㓝ẕࡢᑑ࿨ไᚚ࡟㛵ࡿࢃ Ssg1  ᶵ⬟ゎᯒࡢ

ᮧ᫭ྖ，➉ෆᝆே┈ۑ 1，ᑠᕝ㈗ྐ 1，㔠஭᐀Ⰻ 2，ஂ⡿一つ 1，Ỉ἟ṇᶞ 1 

（広島大・ᕤ，1広島大㝔・ඛ➃物㉁，2㓇⥲研） 
 

 

࠙┠ⓗ࣓ࠚチオニン௦ㅰ⤒㊰において㸪S-ࢹ࢔ノࢩル࣓チオニン (SAM) は㸪生యෆの୺せ࣓࡞チル基౪

୚యとしてࢱンࣃク質㸪᰾㓟㸪ࣜン⬡質࡝࡞ᵝ࡞ࠎ物質の࣓チル化཯ᛂに฼⏝さࢀるࠋSAM は࣓チル基

を౪୚後㸪S-ࢹ࢔ノࢩルࢫࢩࣔ࣍テイン (SAH) とࡾ࡞㸪SAH は SAM の࣓チル化཯ᛂを➇ྜⓗに㜼ᐖす

るࠋᚑࡗて㸪SAH 水解酵素 SAH1 によࡗて㏿ࡸかにศ解さࢀるᚲせ࠶ࡀるࠋᡃࠎは㸪sah1 ኚ␗ᰴをྲྀᚓ

し㸪㢧ⴭ࡞ቑṪ㐜ᘏと▷࿨を♧すࡇとをぢฟしたࡇࡑࠋで㸪sah1 ኚ␗ᰴのቑṪ㐜ᘏのᢚᅽをᣦᶆにࢫク

ࣜーニンࢢをᐇ᪋し㸪ࡑのᢚᅽኚ␗ᰴ SSG1 (Spontaneous Suppressor of Growth-delay of the sah1) をྲྀᚓし

たࠋᮇᚅ㏻ࡾ㸪SSG1 ኚ␗ᰴは⤒᫬ⓗᑑ࿨ࡀᘏ㛗し㸪野生ᰴにẚ࡭て SAM およࡧ SAH を㧗⵳✚するࡇと

㸪Ssg1ࡽとかࡇのࡇࠋたࡗศかࡀ は SAM/SAH るとண᝿し㸪Ssg1࠶る᪂つᑑ࿨ᘏ㛗ᅉᏊでࢃ関ࡀ の機能

を明ࡽかにするࡇとを┠ⓗとしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚᾮ⬊の㓟性化の⥔ᣢࡀᑑ࿨ᘏ㛗に㔜せで࠶るࡇとࡀሗ࿌さࢀているࡇとかࡽ㸪Ssg1 はᾮ

⬊の㓟性化の⥔ᣢに関୚するか解ᯒを⾜ࡗたࠋᾮ⬊の㓟性化を㜼ᐖする V-ATPase (ᾮ⬊ᆺ ATP ศ解酵素) 
㜼ᐖ๣コン࣐ࢼ࢝イࢩン A をຍ࠼たとࢁࡇ㸪sah1 SSG1 ஧㔜ኚ␗ᰴはឤཷ性を♧したࠋさࡽに㸪V-ATPase
ไᚚࣘࣈࢧニࢵト VMA2 を◚ቯし㸪ᾮ⬊の㓟性化⥔ᣢを㜼ᐖしてࡶ㸪SSG1Ǽvma2 ஧㔜ኚ␗ᰴは▷࿨と࡞

㸪Ssg1ࡽとかࡇのࡇࠋたࡗ はᾮ⬊の㓟性化の⥔ᣢによࡾᑑ࿨ไᚚを⾜ࡗているࡇとࡀண᝿さࢀたࠋᾮ⬊

の㓟性化と SAM/SAH の⃰ᗘㄪ⠇にࡘいてࡶ解ᯒ୰で࠶るࠋ 
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㹀㸫㸱 ฟⱆ㓝ẕࡢᾮ⬊⭷࡟ᒁᅾࡿࡍᑑ࿨ไᚚᅉᏊ Ssg1  ᶵ⬟ゎᯒࡢ
ෆᝆே，㔠஭᐀Ⰻ➉ۑ 1，ஂ⡿一つ，Ỉ἟ṇᶞ 
（広島大㝔・ඛ➃物㉁，1㓇⥲研） 
 

 

࠙┠ⓗࠚᡃࠎは㸪ฟⱆ酵ẕの S-ࢹ࢔ノࢩルࢫࢩࣔ࣍テイン (SAH) 水解酵素のኚ␗ᰴ sah1-1 ኚ␗ᰴのᑑ

࿨ࡀⴭしࡃ▷ࡃቑṪ㐜ᘏを♧すࡇとをぢฟしたࠋさࡽに㸪sah1-1 ኚ␗ᰴのቑṪ㐜ᘏをᢚᅽするࡇとをᣦ

ᶆに㸪㛗ᑑኚ␗ᰴで࠶る SSG1-1 (Spontaneous Suppressor of Growth-delay of the sah1-1) をྲྀᚓしたࠋSsg1-1
ク質はᑐᩘቑṪᮇึᮇにおいてᾮ⬊⭷にᒁᅾし㸪SSG1-1ࣃンࢱ ኚ␗ᰴは野生ᰴにẚ࡭㸪S-ࢹ࢔ノࢩル࣓

チオニン (SAM) およࡧ S-ࢹ࢔ノࢩルࢫࢩࣔ࣍テイン (SAH) を㧗⵳✚したࠋ本研究では㸪ᑑ࿨ไᚚにお

るࡅ Ssg1-1 の機能を明ࡽかにするࡇとを┠ⓗとしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚSSG1-1は SAM およࡧ SAH を㧗⵳✚し㸪ᾮ⬊⭷にᒁᅾしていたࡇとかࡽ㸪ᾮ⬊と⣽⬊質

におࡅる SAM およࡧ SAH 㔞を㖡ฎ理ἲによࡗて解ᯒしたࡑࠋの⤖ᯝ㸪SSG1-1は野生ᰴよࡶࡾ SAM と

SAH ୧物質とࡶᾮ⬊ෆに㧗⵳✚するࡇとࡀほᐹさࢀたࠋしたࡗࡀて㸪SSG1-1はᾮ⬊ෆ࡬の SAM およࡧ

SAH のྲྀࡾ㎸ࡳをಁ㐍するといࡇ࠺とࡀண᝿さࢀたࠋさࡽに㸪ᾮ⬊⭷でᒁᅾする Ssg1-1 において㸪⭷ྜ

ᡂに関୚するࢫ࣍フ࢓チジルコࣜン生ྜᡂ⤒㊰上の㑇ఏᏊ OPI3を◚ቯしたᙳ㡪を解ᯒしたࡑࠋの⤖ᯝ㸪

SSG1-1ǻopi3 ではᑐᩘቑṪᮇึᮇにおࡅる Ssg1-1 のᾮ⬊⭷ᒁᅾࡀ消ኻしたࠋさࡽに㸪SSG1-1ǻopi3 は㸪

SSG1-1とẚ࡭て㸪ᾮ⬊ෆの SAH ⵳✚㔞ࡀᑡ࡞かࡗたࠋ௨上よࡾ㸪Ssg1-1 はᾮ⬊⭷において SAH の⣽⬊

ෆ⃰ᗘㄪ⠇に関ࡗࢃて機能するᅉᏊで࠶るとண᝿さࢀたࠋ 
 

 

 

 
㹀㸫㸲 ス࢕ࣇンࢦ⬡㉁ࢆ௓ࡓࡋ TOR 」合య㛫㐃ᦠ 

 ඞᶞ，⯪ᡞ⪔一（広島大㝔・生物圏）⸩⾫ۑ
 
 

 

࠙┠ⓗࠚ 
 TOR (Target Of Rapamycin) は酵ẕかࣄࡽトにまで┿᰾生物において広ࡃಖᏑさࢀたプロテインࢼ࢟ー

㸪ɔࡾ࠶でࢮ ᡂᅉᏊと機能の␗࡞る㸰ࡘの」ྜయ㸪TORC1 と TORC2 をᙧᡂするࠋฟⱆ酵ẕにおいて Tor2
୧」ྜయのᵓᡂᅉᏊとして機能しているため㸪TORC2ࡀ と TORC1 の㛫にࢼࢢࢩルࢵࢿトワークࡀᏑᅾ

するྍ能性ࢀࡽ࠼⪄ࡀるࡀ㸪ࡑのᐇయは୙明で࠶る᭱ࠋ㏆ᡃࠎは㸪TORC2 ࡀ TORC1 をไᚚしておࡾ㸪

のไᚚにࡑ Ypk1 のά性ࡀ関୚しているࡇとをぢฟしたࡇࡑࠋで㸪本研究では㸪Ypk1 を௓した TORC2 に

よる TORC1 のไᚚの࣓࢝ニ࣒ࢬの解明を┠ⓗとしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ 
 Avo3 は TORC2 のᵓᡂᅉᏊのࡦとࡘで㸪ࡑのኚ␗ᰴ (avo3-30) はラ࣐ࣃイࢩンにᑐして㧗ឤཷ性を♧

すࠋYpk1 はࡑのୗὶの Orm1/2 をไᚚするࡇとで㸪ࢫフ࢕ンࢦ⬡質生ྜᡂのึᮇࢫテࢵプをṇにไᚚし

ているࡇとかࡽ㸪ࢫフ࢕ンࢦ⬡質の๓㥑యで࠶るࢫフ࢕ンࢦイドሷ基（フ࢕トࢫフ࢕ンࢩࢦン㸹PHS）を

ᇵᆅにῧຍし㸪avo3-30ኚ␗ᰴのラ࣐ࣃイࢩンឤཷ性をほᐹしたࡑࠋの⤖ᯝ㸪PHS の⃰ᗘ౫Ꮡⓗにラ࣐ࣃ

イࢩンឤཷ性ࡀᅇ᚟したࡽࢀࡇࠋの⤖ᯝは㸪ࢫフ࢕ンࢦ⬡質ࡀ㸰ࡘの TOR 」ྜయをࡄ࡞ࡘ㔜せ࡞ᙺ๭を

ᯝたしているࡇとを♧၀しているࠋ 
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㹀㸫㸳 ฟⱆ㓝ẕス࢕ࣇンࢦ⬡㉁௦ㅰࡿࡅ࠾࡟ᶵ⬟ᮍ▱㌿෗ᅉᏊ Com2  ゎᯒࡢ
㔝⿱Ꮚ，ྜྷᕝ大ᆅ，㇂ ඖὒ▼ۑ 1，ᶫ஭ᆂ௓，⏣中┤Ꮥ，⏣ῡග᫛ 
（㤶ᕝ大・農，1஑ᕞ大㝔・⌮） 
 

 

࠙┠ⓗᡃࠚ ドྜᡂ酵素࣑ラࢭドྜᡂไᚚ機ᵓの解ᯒを┠ⓗとして㸪࣑ラࢭは㸪ࠎ Lag1/Lac1 のไᚚࣘࣈࢧ

ニࢵトと⪃ࢀࡽ࠼る LIP1 をドࢧࢩ࢟イクࣜン (Dox) ౫Ꮡⓗに発⌧のไᚚྍࡀ能࡞ Tet-off プロࣔーࢱー

で⨨᥮した Ptetoff -LIP1 ᰴをస〇したࠋ」ᩘᚓࢀࡽたᰴの୰で㸪lip1-1 ᰴにおいて Dox ౫Ꮡⓗ࡞ቑṪ㜼ᐖࡀ

ぢࢀࡽ㸪ࢫフ࢕ンࢦ⬡質ྜᡂ㜼ᐖ๣で࠶る Myriocin にᑐしてᙉいឤཷ性ࡀぢࢀࡽたࡇࠋの lip1-1 ᰴの

Myriocin ឤཷ性をᢚᅽするᅉᏊを࣐ルチコࣆーライࣈラࣜーによྲྀࡾᚓをヨࡳたとࢁࡇ㸪㌿෗ᅉᏊをコ

ードする COM2 を」ᩘྲྀᚓしたࠋCOM2 㐣๫発⌧は㸪lip1-1 ᰴのࡎࡽ࡞ࡳ野生ᰴにおいてࡶ Myriocin に

ᑐしてᙉい⪏性を௜୚した୍ࠋ᪉㸪com2Ǽᰴは Myriocin にឤཷ性を♧したࠋ本研究では㸪ࢫフ࢕ンࢦ⬡

質ྜᡂに関୚する㌿෗ᅉᏊ Com2 の機能の解明を┠ⓗとしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚcom2Ǽᰴࡀ Myriocin にឤཷ性を♧したࡇとかࡽ㸪Myriocin ฎ理᫬におࡅる Com2 のᒁᅾ

を解ᯒしたとࢁࡇ㸪Com2 は Myriocin ᮍฎ理᫬において⣽⬊質にᒁᅾを♧し㸪Myriocin ฎ理によࡗて᰾࡬

⛣⾜するࡇとࡀ明ࡽかにࡗ࡞たࠋまた㸪ࢫフ࢕ンࢦ⬡質ྜᡂ⤒㊰のึ発酵素で࠶るࣜࢭンࣃル࣑トイル

トランࢫフ࢙ラーࢮのゐ፹ࣘࣈࢧニࢵト Lcb1 の発⌧㔞を解ᯒしたとࢁࡇ㸪COM2 㐣๫発⌧᫬おいて Lcb1
の発⌧㔞ࡀቑຍしていたࡽࢀࡇࠋの⤖ᯝかࡽ㸪Com2 はࢫフ࢕ンࢦ⬡質ྜᡂに㌿෗レ࣋ルで関୚している

と♧၀さࢀたࠋ⯆࿡῝いࡇとに㸪Com2 はࢫフ࢕ンࢦ⬡質௦ㅰにᚲ㡲ࢼ࢟࡞ーࢮ Ypk1 による᥎ᐃࣜン㓟

化㒊఩を᭷しておࡾ㸪TORC2-Ypk1 ⤒㊰の᪂た࡞ୗὶᅉᏊで࠶るࡇとࢀࡽ࠼⪄ࡀたࠋ 
 

 

 
㹀㸫㸴 Sur7 family ࡜㉁ࢡンパࢱ Pil1 ࡣ eisosome ⟆スᛂࣞࢺス，ࡁാ࡟協ㄪⓗ࡚࠸࠾࡟

 ࡿࡍ㛵与࡟
ᆏ⏣೺ኴ㑻，ᶫ஭ᆂ௓ۑ 1，⏣ཎᝆᖹ 2，ᐑ⏣┿ே 2， ⏣中┤Ꮥ 1，⏣ῡග᫛ 1 
（1㤶ᕝ大・農，2大㜰ᕷ大㝔・⌮） 

 

酵ẕ⣽⬊⭷ド࣓イン MCC (Membrane Compartment occupied by Can1) には⭷ࡀෆഃに㝗ධした⁁をᙧᡂ

する eisosome ㏆ᖺのሗ࿌によると㸪ศ⿣酵ẕのࠋᏑᅾするࡀ eisosome はపᾐ㏱ᅽ᫬の⭷の⭾ᙇにᑐする

⭷のࣜࢨーバーとして機能するࡇとで⣽⬊◚⿣を㜵いでいるࡇとࡀሗ࿌さࢀたࡀ㸪ฟⱆ酵ẕ eisosome の

機能にࡘいてはᮍࡔ明ࡽかにࡗ࡞てい࡞いࠋeisosome には 23 ✀㢮のࢱンࣃク質ࡀᒁᅾするࡇとࢀࡽ▱ࡀ

ておࡾ㸪ࡑの୰には㍺㏦యࡸ機能ᮍ▱の㸴✀㢮の㸲ᅇ⭷㈏㏻ࢱンࣃク質ࡀᏑᅾするࡇࠋの㸲ᅇ⭷㈏㏻ࢱ

ンࣃク質は Sur7 family と Nce102 family にศࢀࡽࡅ㸪ࢀࡒࢀࡑ஫いに㧗い┦ྠ性を᭷するࡇとかࡽ㸪㔜」

した機能をᣢࡇࡘとࢀࡽ࠼⪄ࡀるࡀ㸪ࡑのヲ⣽࡞ศᏊ機能は୙明のままで࠶るࠋᙜ研究ᐊにおいて Pil1
とSur7 familyをḞᦆさࡏたኚ␗ᰴ (pil1Ǽ sur7-familyǼ) をస〇したとࢀࡒࢀࡑࢁࡇ༢⊂のኚ␗ᰴではぢ

 ࠋたࢀࡽぢࡀឤཷ性ࢫトレࢫい㧗 ・㧗ᾐ㏱ᅽ࡞ࢀࡽ
 本研究では Pil1 と Sur7 family の஬㔜Ḟᦆᰴを౑⏝し㸪㧗 ࢫトレࢫ᮲௳において⣽⬊⭷の⤫ྜ性 (PMI: 
plasma membrane integrity) を᳨ドしたࡑࠋの⤖ᯝ㸪஬㔜Ḟᦆᰴでは㧗 ࢫトレࢫฎ理᫬において㢧ⴭ࡞␗

ᖖࡀぢࢀࡽたࢀࡇࠋは pil1Ǽᰴおよࡧ sur7-familyǼᰴでは☜ㄆさ࡞ࢀかࡗたࡇࠋのࡇとかࡽ㸪Pil1 と Sur7 
family また㸪஬㔜Ḟᦆᰴのྛࠋたࢀ၀さ♧ࡀとࡇᛂ⟅に関୚しているࢫトレࢫࡁク質は༠ㄪⓗにാࣃンࢱ

✀⸆๣࡬のឤཷ性ࡶ☜ㄆしておࡾ㸪ࡽࢀࡇの⤖ᯝࡏేࡶてሗ࿌したいࠋ 
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㹀㸫㸵 ศ⿣㓝ẕ S. pombe ࡢ CoQ Ḟᦆᰴࡢࠎ✀࡜◚ቯᰴࡢ㓟化スࣞࢺスឤ受ᛶ 
 ᡄ⬟ᬛᏹ，➉ෆెዉ，ᕝྥ ㄔ（島᰿大・生㈨科）ۑ
 
 

 

 コ࢚ンࢨイ࣒ Q（CoQ）は㸪㟁Ꮚఏ㐩⣔のᚲ㡲ᡂศとして機能するࡅࡔではࡃ࡞㸪ᢠ㓟化స⏝をᣢࡇࡘ

とࢀࡽ▱ࡀているࠋศ⿣酵ẕ S. pombe の CoQ Ḟᦆᰴは㸪᭱ᑡᇵᆅでの生⫱㐜ᘏ㸪࿧྾Ḟᦆ㸪sulfide の発

生࡝࡞ᵝ࡞ࠎ⾲⌧ᆺを♧し㸪㓟化ࢫトレࢫឤཷ性ࡶ♧すࡇとࢀࡽ▱ࡀておࡾ㸪ࡽࢀࡇの⾲⌧ᆺはࢫࢩテ

イン（Cys）ࢢࡸルࢱチオン（GSH/GSSG）のῧຍによࡾ㒊ศⓗにᅇ᚟するࠋまた㸪CoQ Ḟᦆᰴではᢠ㓟

化స⏝をᣢࡘ Cys ࡽ࠼⪄とࡘឤཷ性を♧すཎᅉの୍ࢫトレࢫ㸪㓟化ࡾῶᑡしておࡀチオンの㔞ࢱルࢢࡸ

ラࢱ࢝㸪（SOD）ࢮーࢱ࣒ࢫドジࢩ࢟ーオࣃーࢫࡸࡁ᪉で㸪⣽⬊のᢠ㓟化には㸪ᢠ㓟化物質のാ୍ࠋるࢀ

ー࡝࡞ࢮのᢠ㓟化酵素によるά性㓟素✀（ROS）の消ཤࡶ㔜せで࠶るࠋ本研究では㸪ศ⿣酵ẕの CoQ Ḟ

ᦆᰴと✀ࠎの㑇ఏᏊ◚ቯᰴを⏝いて㸪㓟化ࢫトレࢫឤཷ性と ROS の発生をẚ㍑したࠋ 
 ศ⿣酵ẕ CoQ Ḟᦆᰴは㸪㐣㓟化水素（H2O2）ࣃࡸラコート（PQ）にᑐしてឤཷ性を♧したࡀ㸪⣽⬊ෆ

の ROS 㔞に㢧ⴭ࡞ኚ化はぢ࡞ࢀࡽかࡗたࠋCys ྜᡂ酵素㑇ఏᏊ（cys1a）◚ቯᰴでは㸪H2O2ࡸ PQ にᑐし

てᙉいឤཷ性を♧し㸪特に PQ ฎ理で⣽⬊ෆの ROS チオンྜᡂにࢱルࢢ᪉㸪୍ࠋ㢧ⴭにቑຍしていたࡀ

関୚する gcs1 の◚ቯᰴでは㸪CoQ Ḟᦆᰴよࡶࡾ H2O2にᑐしてᙉいឤཷ性を♧し ROS の発生ࡶ☜ㄆでࡁ

たࡀ㸪PQ ฎ理ではឤཷ性を♧すࡶのの ROS のቑຍはほᐹさ࡞ࢀかࡗたࠋまた㸪sod1 ◚ቯᰴでは H2O2㸪

PQ とࡶにᙉいឤཷ性を♧し ROS 㸪sod2ࡀ発生していたࡶ ◚ቯᰴにおいては㸪H2O2㸪PQ とࡶにᙉいឤཷ

性を♧したࡀ㸪PQ では ROS の発生は࡯と࡝ࢇほᐹさ࡞ࢀかࡗたࠋ 
 

 

 
㹀㸫㸶 ศ⿣㓝ẕ S. japonicus ࡢ CoQ ᏶඲Ḟᦆᰴࡢస〇ࡢࡑ࡜⾲⌧ᆺ 

 ΏᏊ 㛤，ᮃ月ộ⨾，ᡄ⬟ᬛᏹ，ᕝྥ ㄔ（島᰿大・生㈨科）ۑ
 
 

 

࠙⫼ᬒ・┠ⓗࠚ コ࢚ンࢨイ࣒ Q (CoQ) は㸪࿧྾㙐のᚲ㡲ᡂศでࡾ࠶㸪ᢠ㓟化能をࡘࡶ㔜せ࡞物質で࠶

るࣄࠋトとྠࡌ CoQ10をྜᡂするศ⿣酵ẕ S. pombe にᑐして㸪ศ⿣酵ẕ S. japonicus は S. pombe よࡾ⣽⬊

ࡃࡁ大ࡀ 42Υの㧗 でࡶ生⫱ྍ能で࠶る࠼࠺㸪⣽⬊ෆの CoQ10㔞ࡀᴟᚤ㔞でࡾ࠶㸪S. pombe の CoQ Ḟᦆ

ᰴよࡶࡾᙉい㓟化ࢫトレࢫឤཷ性を♧すࢀࡇࠋまで㸪ࡇのᴟᚤ㔞の CoQ10ࡀ S. japonicus の性質に࡝のよ

で㸪S. japonicusࡇࡑࠋい࡞ていࡗ࡞かにࡽにᙳ㡪しているかは明࠺ の CoQ ᏶඲Ḟᦆᰴをస〇し㸪࡝のよ

 ࠋとを┠ⓗとしたࡇる࡭ᆺを♧すのかをㄪ⌧⾲࡞࠺
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ  ࠚ S. japonicus のプレニル基㌿⛣酵素㑇ఏᏊで࠶る Sjppt1 㑇ఏᏊを◚ቯしたᰴをస〇したࠋ

స〇した◚ቯᰴを⏝いて CoQ ᢳฟを⾜ࡗたとࢁࡇ CoQ Ḟᦆで࠶るࡇとࡀ☜ㄆでࡁたࠋさࡽに㸪᭱ ᑡᇵᆅ

において生⫱ヨ㦂を⾜ࡗた⤖ᯝ㸪野生ᰴとྠᵝの生⫱を♧し㸪S. pombe の CoQ Ḟᦆᰴの᭱ᑡᇵᆅにおࡅ

る生⫱㐜ᘏを㒊ศⓗにᅇ᚟するࢫࢩテインをຍ࠼てࡶS. japonicusの野生ᰴとCoQḞᦆᰴに生⫱のᕪはࡳ

るために㐣㓟化水素とࡳឤཷ性をࢫトレࢫ㓟化ࠋたࡗか࡞ࢀࡽ Paraquat (PQ) をຍ࠼たᇵᆅで生⫱のヨ㦂

㸪野生ᰴとࡀたࡗ⾜ࡶ CoQ Ḟᦆᰴに生⫱のᕪはぢ࡞ࢀࡽかࡗたࠋḟに㸪S. pombe と S. japonicus のࡒࢀࡑ

の野生ᰴとࢀ CoQ Ḟᦆᰴを⏝いて生Ꮡ⋡をㄪ࡭たとࢁࡇ㸪S. japonicus の野生ᰴは S. pombe の野生ᰴとẚ

ῶࡀ⋠かに生Ꮡࡸ⦅ࡾ࡞㸪᏶඲ᇵᆅにおいてはかࡀపୗしたࡃࡁ大ࡀ⋠て᭱ᑡᇵᆅでは㸯日┠で生Ꮡ࡭

ᑡしていたࠋ⌧ᅾ㸪S. japonicus の野生ᰴと CoQ Ḟᦆᰴの生Ꮡ⋡にࡘいて᳨ウしているࠋ 
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㹀㸫㸷 ศ⿣㓝ẕࡢศἪ⤒㊰࡛ᶵ⬟ࡿࡍ⣽⬊ෆࣞࢳࢡン Vip36  ゎᯒࡢ
 ῦ㔝㔛ዉ，ᕝཱྀ᐀㤿，㕥ᮌ❶ኴ㑻，⏣ῡග᫛，⏣中┤Ꮥ（㤶ᕝ大・農）ۑ
 
 

 

࠙┠ⓗࠚ⢾㙐を特␗ⓗにㄆ㆑するレクチンの୰にはศἪ⤒㊰で࢝ーࢦレࢭプࢱーとして機能するࡶのࡶ

にࡘの୍ࡑ㸪ື物⣽⬊ではࡾ࠶ VIP36 しかし㸪VIP36ࠋているࢀᐃさྠࡀ によࡗて㍺㏦さࢀる࢝ーࢱࢦ

ンࣃク質はᩘ౛ሗ࿌さࢀているࡶのの㸪ࡽࢀࡑを༊ูする機ᵓࡸ VIP36 のᒁᅾ化機ᵓ࡝࡞ヲ⣽࡞機能に

࣍ศ⿣酵ẕを⏝いて㸪ศ⿣酵ẕࡘで㸪ື物⣽⬊と㢮ఝしたศἪ⤒㊰をᣢࡇࡑࠋከいࡀⅬ࡞いては୙明ࡘ

ࣔロࢢ Vip36 のᒁᅾと機能を明ࡽかにするࡇとを┠ⓗとしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚศ⿣酵ẕでは㸪ࣄト VIP36 と⣙ 20%の┦ྠ性を♧すࣔ࣍ロࢢ Vip36 ⢾㙐ㄆࠋᏑᅾするࡀ

㆑㡿ᇦࡸジࣜジンࣔチーフ㢮ఝ㓄ิ࡝࡞特ᚩⓗ࡞ド࣓インをಖᏑしていたࡑࠋのため㸪ศ⿣酵ẕ Vip36
トࣄࡶ VIP36 とྠᵝにศἪ⤒㊰でᚠ⎔し࢝ࡽࡀ࡞ーࢦレࢭプࢱーとして機能しているとண したࡇࡑࠋ

で㸪GFP を௜ຍしたࢢࢱ Vip36 のᒁᅾを☜ㄆしたとࢁࡇ㸪GFP-Vip36 はึᮇศἪ⤒㊰にᒁᅾすると⪃ࡽ࠼

᪉で㸪Vip36-GFP୍ࠋたࢀ はᾮ⬊⭷にᒁᅾしていたࠋ 
また㸪Vip36によࡗて㍺㏦さࢀる࢝ーࢦの᥈⣴をおࡗ࡞ࡇたとࢁࡇ㸪vip36Ḟᦆᰴではᾮ⬊で機能するCpy1
㏻ᖖ㸪Cpy1ࠋたࡗ࡞かにࡽ明ࡀとࡇい≧ែで⵳✚している࡞ていࢀษ᩿さࡀ⣽⬊ෆでプロ㓄ิࡀ はᾮ⬊

ෆでプロ㓄ิࡀษ᩿さࢀるࡇとࢀࡽ▱ࡀているࢀࡑࠋにຍ࠼㸪vpsኚ␗ᰴでは Cpy1 ₃ฟして࡬⣽⬊እࡀ

しまࡀ࠺㸪vip36Ḟᦆᰴでは₃ฟしてい࡞かࡗたࡽࢀࡇࠋの⤖ᯝかࡽ㸪Vip36 はᑠ⬊య-トランࢦࢫルジࢿ

るࡅトワーク㛫におࢵ Cpy1 のຠ⋡ⓗ࡞㍺㏦に関୚していると⪃ࢀࡽ࠼るࠋ 
 

 

 
㹀㸫10 ศ⿣㓝ẕ Reb1౫Ꮡⓗ࡞ᰁⰍయ␗ᖖࡢ研究 

 㔝ཱྀᘯ一，ୖ㔝 ຾（広島大㝔・ඛ➃物㉁）ۑ
 
 

 

࠙┠ⓗࣆࢫࠚンドルチࢵ࢙ク࣏イント (SAC) はᰁⰍయศ㓄において㔜せ࡞ᙺ๭をᢸࡗているࠋᙜ研究ᐊ

では㸪ศ⿣酵ẕ RecQ ࢫーࢣࣜ࣊ Rqh1 のࢣࣜ࣊ーࢫά性Ḟᦆᰴ rqh1-hdᰴにおいて㸪HU (dNTP 㜼ᐖ๣) ฎ
理後に SAC ά性化ࡀ㉳ࡾࡇ㸪rDNA ク㑇ఏᏊࣃンࢱྜ⤖ reb1+◚ቯによࡾά性化ࡀᢚᅽさࢀるࡇとを発ぢ

しているࠋまた rqh1-hdᰴは HU Ꮡᅾୗの TBZ (ᚤᑠ⟶㜼ᐖ๣) にឤཷ性を♧し㸪ࡇのឤཷ性ࡀ reb1+◚ቯ

によࡾᢚᅽさࢀるࡇとࡶ発ぢしているࡽࢀࡇࠋの Reb1 ౫Ꮡⓗ࡞⾲⌧ᆺにࡘいてさ࡞ࡽる研究を⾜い㸪᪂

た࡞▱ぢをᚓるࡇとを┠ⓗとしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚᙜ研究ᐊではࢀࡇまでの▱ぢかࡽ㸪rqh1-hd ᰴにおいては Reb1 ౫Ꮡⓗ࡞」〇およࡧ⤌᥮

㸪SACࡀ୰㛫య࠼ のά性化およࡧ HU+TBZ ឤཷ性をᘬࡁ㉳ࡇしておࡾ㸪୰㛫యᵓ㐀は rDNA にᏑᅾして

いるࠋまた reb1+◚ቯによࡾ୰㛫యᵓ㐀はῶᑡし㸪⾲⌧ᆺのᢚᅽࡀぢࢀࡽるといࢹࣔ࠺ルをᵓ⠏していたࠋ

本研究では㸪rDNA に୰㛫యᵓ㐀ࡀᏑᅾしているのでࡤࢀ࠶㸪rDNA は㠀ᖖに୙Ᏻᐃ࡞≧ែで࠶ると⪃࠼

るࡅのண᝿では㸪rqh1-hdᰴにおࠎᡃࠋたࡳᐃ㔞をヨࡧの୙Ᏻᐃ性の᳨ฟおよࡇるため㸪ࢀࡽ rDNA の୙

Ᏻᐃ性は reb1+◚ቯによࡗてῶᑡすると⪃࠼ていたࡀ㸪ண᝿に཯して reb1+◚ቯによࡾ୙Ᏻᐃ性はቑ大す

るとい࠺⤖ᯝࡀᚓࢀࡽたࠋReb1 は㧗ᗘに㌿෗さࢀている rDNA において㸪」〇フ࢛ークと㌿෗の⾪✺を

㜵ࡄാࡁをしているため㸪reb1+◚ቯによࡗて」〇フ࢛ークと㌿෗の⾪✺ࡀ㉳ࡾࡇ㸪ࢀࡇによࡗて rDNA
の୙Ᏻᐃ性ࡀቑ大したࡶのと⪃ࢀࡽ࠼るࠋ 
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㹀㸫11 ᰁⰍయືែ࡟ᙳ㡪ࢆ与ࡿ࠼ᅉᏊࡢ᥈⣴ 
 ᐶᮁ，ୖ㔝 ຾（広島大㝔・ඛ➃物㉁）⸩ఀۑ
 
 

 

࠙┠ⓗࠚ ᰁⰍయは⣽⬊᰾の୰でつ๎ⓗ࡞㓄⨨をとると⪃ࢀࡽ࠼ているࠋయ⣽⬊ศ⿣㛫ᮇの⣽⬊᰾では㸪

ࢱࢫは᰾⭷上にクラ࢔ーし㸪テロ࣓ࢱࢫンドルᴟయ（SPB）にクラࣆࢫる࠶は᰾⭷のእᒙに࢔ントロ࣓ࢭ

ーするࣆࢫࠋンドルᴟయ（SPB）とࢭントロ࣓࢔はᚤᑠ⟶౫Ꮡⓗに⣽⬊㛗にἢࡗて ᚟㐠ືするࡇとࡀ▱

࠺⾜るᅉᏊの᥈⣴と解ᯒを࠼のືែにᙳ㡪を୚࢔テロ࣓ࣈࢧと࢔ントロ࣓ࢭ本研究では㸪ࠋているࢀࡽ

 ࠋとを┠ⓗとしたࡇかにするࡽไᚚ機ᵓを明ࡸ⩏のពࡁとで㸪ᰁⰍయのືࡇ
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࢭࠚントロ࣓࢔をᶆ㆑するため㸪SPB ᵓᡂᅉᏊで࠶る Sid4-GFP を発⌧さࡏたࠋまたࣈࢧテ

ロ࣓࢔かࡽ⣙ 80kb 㞳ࢀた sod2 㑇ఏᏊの㏆ഐに lacO ཯᚟㓄ิをࡕࡶ㸪LacI-GFP を発⌧さࡏるࡇとで୍か

ᡤのࣈࢧテロ࣓࢔をᶆ㆑するศ⿣酵ẕᰴを⏝いたࠋさࡽにࢭントロ࣓ࣈࢧ・࢔テロ࣓࢔のືែをホ౯す

るため㸪᰾ᑠయを Gar2-mCherry でᶆ㆑したࠋ㧗ࢢルコー(%10) ࢫ ᇵᆅ㸪ཬࡧపࢢルコー(%0.04) ࢫ ᇵ
ᆅを⏝いてほᐹ・解ᯒを⾜ࡗたとࢁࡇ㸪ࢭントロ࣓࢔の MSD は㧗ࢢルコーࢫにẚ࡭㸪పࢢルコーࢫでⴭ

しࡃపୗしたࡇࠋのࡇとかࢭࡽントロ࣓࢔の㐠ືは㸪⣽⬊እࢢルコー⃰ࢫᗘに౫Ꮡするࡇとࡀ♧၀さࢀ

た୍ࠋ᪉で㸪ࣈࢧテロ࣓࢔の MSD は㧗ࢢルコーࢫ・పࢢルコーࢫで್ࡌྠࡰ࡯ࡶを♧したࠋまたࢭント

ロ࣓࢔の MSD は ATP 㜼ᐖ๣ࡸᚤᑠ⟶㜼ᐖ๣をຍ࠼るࡇとでⴭしࡃపୗしたのにᑐし㸪ࣈࢧテロ࣓࢔の

MSD はࡽࢀࡇのᙳ㡪を㒊ศⓗにしかཷ࡞ࡅかࡗたࡽࢀࡇࠋのࡇとかࡽ㸪ࢭントロ࣓࢔とࣈࢧテロ࣓࢔の

 ࠋたࢀ၀さ♧ࡀとࡇているࢀにไᚚさ❧⊃ࢀࡒࢀࡑはࡁື

 

 

 
㹀㸫12 ඃⰋΎ㓇㓝ẕ⳦ᰴ⩌（K7 ࡞᭷ຠ࡟㆑別ࡢ⤫⣔ྛࡿࡅ࠾࡟（ࣉ࣮ࣝࢢ SNP ࣮࣐࢝

 ᥈⣴ࡢ࣮
Ḉ஭┬࿃ۑ 1, 2，஬島ᚭஓ 1，㉥ᑿ ೺ 1, 2（1㓇⥲研，2広島大㝔・ඛ➃物㉁） 
 

 

࠙┠ⓗࠚᐇ⏝Ύ酒酵ẕ⳦ᰴのከࡃは㸪࠺ࡻࡁかい㸴ྕ（K6:௨ୗྠᵝ）㸪K7㸪K9㸪K10 ཬࡽࢀࡇࡧのㄏᑟయ

でࡾ࠶㸪K7 までに生理ⓗ性質ࢀࡇ㸪ࡃは㧗ࢬの┦஫㆑ูのニーࡽࢀࡇࠋているࢀさࢃࡽ࡞ࡧループと࿧ࢢ

をά⏝した᪉ἲ㸪⦪ิ཯᚟㓄ิ（STR）を฼⏝した DNA 㸪⌧≧でࡀたࡁてࢀࡽࡳヨࡀ࡝࡞ーの᥈⣴࢝ー࣐

は㸪⡆౽で㧗⢭ᗘかࡘỗ⏝性の㧗い㆑ูἲの☜❧には⮳ࡗてい࡞いࠋ⤖ᯝⓗに K7 ループの⳦ᰴは㸪㑇ఏࢢ

ⓗにᴟめて㏆⦕࡞関ಀに࠶るࡇとุࡀ明しているࠋ㏆ᖺᡃࠎは㸪K7 ᝟ሗを࣒ノࢤループのከᩘの⳦ᰴのࢢ

NGS を฼⏝し⵳✚しておࡾ㸪本研究ではࢀࡇをά⏝した SNP  ࠋーの᥈⣴と᳨ドを┠ⓗとした࢝ー࣐
࠙᪉ἲ・⤖ᯝྛࠚ⳦ᰴのࢤノ࣒᝟ሗをイルࢼ࣑ HiSeq によࡾ解ㄞ㸪ࣜフ࢓レンࢫ（K7）にࣆࢵ࣐ンࢢし

てᚓたኚ␗᝟ሗのࢹー࣋ࢱーࢫを⏝い㸪基ᖿ⣔⤫で࠶る K6 ⣔㸵ᰴ㸪K7 ⣔ 15 ᰴ㸪K9 ⣔ 18 ᰴ㸪K10 ⣔㸲

ᰴの㛫で㑇ఏᆺのศᕸࡀ⣔⤫ࡈとに␗࡞る SNP の᥈⣴を⾜ࡗて㸪424 ಶの SNP をೃ⿵としてᚓたࠋ඲⳦

ᰴでࣔ࣍᥋ྜのࡶのは㸰ಶのࡳでࡗ࠶たࠋ㑇ఏᆺのᏳᐃ性はࣔ࣍᥋ྜࡀ㧗いࡀ㸪ྛ⣔⤫の㆑ูには୙㊊

でࡾ࠶㸪࣊テロ᥋ྜの SNP ྛࠋととしたࡇ฼⏝するࡶ SNP ఩⨨の㑇ఏᆺの⳦ᰴ㛫ศᕸࡸ SNP 㛫のࢤノ

上の఩⨨関ಀを⪃៖し㸪12࣒ ಶの SNP を᳨ウᑐ㇟としたࠋSNP には㸪㧗解ീᗘ⼥解᭤⥺（HRM）ࢢンࣆイࢱ

ἲを⏝いるࡇととしたࢤࠋノ࣒᪤ㄞの上グ 44 ᰴཬࡧ㸪ࢤノ࣒ᮍ解ㄞの K7 ループࢢ 77 ᰴをᑐ㇟にࢱイࣆ

ンࢢを⾜い㸪ྛ࣐ー࢝ーの᭷ຠ性の᳨ドを⾜ࡇ࠺ととしているࡑࠋの後㸪᭷ຠ性ࡀ☜ㄆさࢀた࣐ー࢝ー

を⏝いて㸪K7 ࠋる࠶るணᐃでࡳいて⣔⤫㆑ูをヨࡘかの⳦ᰴにࡘࡃᮍ▱のいࡀ⤫⣔ࡀループにᒓするࢢ
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㹀㸫13 ᢸᏊ⳦ Flammulina velutipes  ࡚࠸ࡘ࡟㛵ಀࡢࢮ࣮࢝ࢵࣛ࡜Ꮚᐇయᙧᡂࡢ
 㡲㰯ᾈᖹ，ᒣ本ு㍜，㯞⏣ᜤᙪ，Ώ㑓 ᙲ（㤶ᕝ大・農）ۑ
 
 

 

࠙┠ⓗࠚᙜ研究ᐊでは㸪ᢸᏊ⳦ Flammulina velutipes（࢚ノࢣࢱ࢟）のṇᖖ࡞Ꮚᐇయをᙧᡂするᰴとᙧᡂ

し࡞いᰴのẚ㍑解ᯒかࡽ㸪F. velutipes のᏊᐇయᙧᡂにはྠ⳦の⳦యእに生⏘するラ࢝ࢵーࢮ（特ᐃの࢔イ

⳦で本研究では㸪ᢸᏊࡇࡑࠋいかと᥎ している࡞ているのではࡗࢃ関ࡃ῝ࡀ（࣒イࢨࢯ F. velutipes の
Ꮚᐇయᙧᡂとラ࢝ࢵーࢮの関㐃性を明ࡽかとするため㸪ラ࢝ࢵーࢮのㄏᑟᅉᏊとして▱ࢀࡽる㖡イオン

のῧຍࡀ㸪F. velutipes のラ࢝ࢵーࢮ生⏘とᏊᐇయᙧᡂにཬࡰすᙳ㡪にࡘいて解ᯒを⾜ࡗたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ F. velutipesࠚ のᇵ㣴には㸪⡿ࡠかとᮌ⢊をᡂศとするᅛయᇵᆅを౑⏝したࠋまた㸪F. velutipes
のᏊᐇయᙧᡂは㸪ᇵᆅ୰࡬の⳦⣒⶝ᘏ後㸪ᇵ㣴 ᗘを 23Υかࡽ 15Υ࡬⛣⾜（ప ฎ理）さࡏるࡇとで⾜

解ᯒの⤖ᯝ㸪F. velutipesࠋたࡗ のᏊᐇయᙧᡂ㐣⛬におࡅるラ࢝ࢵーࢮά性は㸪ప ฎ理を௜ຍするࡇとで

ᛴ⃭に上᪼し㸪ࡑの後ῶᑡしていࡀࡃ㸪CuSO4 のῧຍ᮲௳ୗでは㸪ప ฎ理後のラ࢝ࢵーࢮά性の上᪼

ࡀ CuSO4⃰ᗘ౫Ꮡⓗにቑ大したࠋまた㸪F. velutipes のᏊᐇయ発生᫬ᮇにおいてࡶ㸪CuSO4の⃰ᗘ౫Ꮡⓗに

᪩まるഴ向ࡀほᐹさࢀたࠋさࡽに㸪F. velutipes は」ᩘのラ࢝ࢵー࢔ࢮイࢨࢯイ࣒を生⏘するࡇとかࡽ㸪

Native-PAGE・ά性ᰁⰍἲを⏝いて㸪࢔イࢨࢯイ࣒レ࣋ルでの解ᯒを⾜ࡗたとࢁࡇ㸪๓㏙した特ᐃの࢔イ

は㸪ᇵᆅ୰の࣒イࢨࢯ CuSO4 ⃰ᗘにẚ౛して㧗ࡃ発⌧しているࡇとࡀ☜ㄆさࢀたࠋ⌧ᅾ㸪CuSO4 のῧຍ

ຠᯝにࡘいてさࡽに解ᯒを㐍めているࠋ 
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㹁㸫㸯 㟁Ẽ物ᛶࢺࣝࢺࣞࡓ࠸⏝ࢆẅ⳦ᕤ⛬中ࡢ⡿㣤ࡢရ㉁ホ౯ 
 ᱓ཎᝆྐ，ᕝ஭Ύྖ，⩚಴⩏㞝（広島大㝔・生物圏）ۑ
 
 

 

࠙┠ⓗࠚレトルトẅ⳦୰の食品は㸪㧗 ・㧗ᅽୗに࠶るため㸪ࡑの物性はẅ⳦の㐍⾜ととࡶにኚ化して

いるࡇとࡀண᝿さࢀるࠋしかし㸪ẅ⳦୰の食品の≧ែを㐃⥆ⓗにィ するᢏ⾡は☜❧さࢀてい࡞いࡑࠋ

㐃⥆ⓗにෆ㒊の食品のࡘにᑐしてᮍ㛤ᑒか（⡿㣤ࡾトレーධ）で本研究では㸪レトルトẅ⳦୰の食品ࡇ

ຍᕤ⛬ᗘをィ する᪉ἲを᳨ウしたࠋ ᐃᡭἲとして㸪㟁Ẽインࣆーࢲンࢫἲにὀ┠し㸪インࣆーࢲン

p）ࡁクトル㌶㊧のഴ࣋のࢫ ್）によࡾ⡿㣤ヨᩱのຍᕤ⛬ᗘをホ౯したࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ ྾水生⡿（ࡶしࡃは⡿⃦⢊）と水をトレー≧ᐜჾにᐦᑒしヨᩱとしたࠋẅ⳦⿦⨨ෆに

タ⨨したフࢵ素ᶞ⬡ຍᕤ㟁ᴟとእ㒊の LCR ࣓ーࢱをྠ㍈ࢣーࣈルで᥋⥆するࡇとによࡾ㸪㟁Ẽ物性 ᐃ

を⾜ࡗたࠋ㟁ᴟ㛫にヨᩱをᤄධし㸪᪼ 㛤ጞかࡽ෭༷⤊஢までの㟁Ẽ物性を㸰ศࡈとに ᐃしたࠋẅ⳦

᫬㛫をኚ化さࡏたトレーධࡾ⡿㣤かࡽ㸱⢏の⡿⢏をྲྀࡾฟし◳さ ᐃ⏝ヨᩱとしたࠋᑠᆺᮦᩱヨ㦂機を

⏝いて⡿⢏をṍࡳ 20㸣までᅽ⦰し㸪◳さ ᐃを⾜ࡗたࠋ㜵水ฎ理を᪋した㟁ᴟを౑⏝するࡇとによࡗて㸪

᪼ 㸪ẅ⳦ᕤ⛬୰のᗜෆでᏳᐃしたインࣆーࢲンࢫの ᐃྍࡀ能でࡗ࠶たࠋトレーධࡾ⡿㣤の p ್はẅ

⳦ᕤ⛬୰に᫬㛫の⤒㐣ととࡶにῶᑡしていたࡇࠋのኚ化は⃦⢊⤌⧊のኚ化（⢶化ࡶしࡃは⃦⢊⢏のᔂቯ）

で࠶るとண᝿さࢀるࠋまた㸪␗࡞るẅ⳦᫬㛫の⡿⢏の◳さࡶ㸪ẅ⳦᫬㛫の⤒㐣ととࡶにῶᑡしていたࠋp
್と◳さの関ಀをㄪ࡭たとࢁࡇ㸪୧⪅の㛫には㠀ᖖに㧗い┦関ࡀぢࢀࡽたࡇࠋの⤖ᯝは㸪トレーධࡾ⡿

㣤のຍᕤ⛬ᗘをレトルトẅ⳦⿦⨨ෆで㐃⥆ⓗにホ౯ฟ᮶るྍ能性を♧しているࠋ 
 

 

 
㹁㸫㸰 ๭⿣Ⲵ㔜ࢆ受ࡿࡅ෇㗹ྎ≧෾⤖㨶యࡢᛂຊ㞟中ࡢࡑ࡜ษ᩿ຍᕤ࡟㛵ࡿࡍ研究 

ᘅ本ዲ⨾，ᕝ஭Ύྖ㸯，⩚಴⩏㞝㸯 （広島大・生物生産，㸯広島大㝔・生物圏）ۑ

 
 

 

࠙┠ⓗ୍ࠚ⯡に෭෾の୰ᆺࠥ大ᆺ㨶は⁺⋓・ຍᕤ・ὶ㏻のẁ㝵で෾⤖と解෾ࡾ⧞ࡀ㏉さࢀ㸪ࡑの㛫に品

質のపୗࡀ㐍ࠋࡴ解෾をక࡞ࢃい㨶యのษ᩿ຍᕤでは㸪㏻ᖖ大ᆺの㟁ືのࡾࡂࡇを⏝いるࡀ㸪సᴗ⪅の

Ᏻ඲性ࡸ◚ᦆしたล物のΰධ➼にၥ㢟࠶ࡀるࡑࠋのため㸪ล物を౑⏝し࡞い෾⤖㨶のษ᩿ຍᕤᢏ⾡ࡀồ

めࢀࡽているࡇࡑࠋで㸪本研究では๭⿣◚ቯを฼⏝した෾⤖㨶の⦪๭ࡾษ᩿ຍᕤにࡘいて᳨ウを⾜ࡗたࠋ

࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ෾⤖ࢶ࢝オをὶ水解෾した後㸪㍯ษࡾの≧ែにษ᩿し㸪⭡㒊ヨᩱ（ᖹᆒᚄ⣙ȭ860 mm×
㛗さ 64 mm ⛬ᗘ）とᑿ㒊ヨᩱ（ᖹᆒᚄ⣙ȭ830 mm×㛗さ 64 mm ⛬ᗘ）としたࢀࡇࠋをѸ120ࠥ̾20Υで

෾⤖し㸪ᐇ㦂ヨᩱとしたࠋ ᗘㄪ⠇ྍ能࡞ᮦᩱヨ㦂機に㸪ࢵࣜࢫト≧の⁁（ᖜ 15 mm�῝さ 3 mm�㛗さ

100 mm㸪㨶యのᅇ㌿㜵Ṇ⏝）を᪋したຍᅽᯈをྲྀࡅࡘࡾ㸪ヨᩱの๭⿣ヨ㦂を⾜ࡗたࠋ㨶య⫼ഃに V Ꮠᆺ

のษࡾḞࡁをᑟධしたヨᩱではຍᅽᯈの⁁にࡃさࡧ≧の἞ලをタ⨨し㸪ヨᩱの๭⿣ヨ㦂を⾜ࡗたࠋ๭⿣

ヨ㦂⤊஢後㸪ᚓࢀࡽたⲴ㔜Ѹኚ఩᭤⥺と┠どによる㨶యのほᐹによࡾホ౯を⾜ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ㸪Ѹ70ࠥѸ40Υ
の ᗘᖏࡀ⦪๭ࡾษ᩿ຍᕤに㐺しているࡇとࡀ明ࡽかとࡗ࡞たࡇࠋの ᗘᖏでは㸪⬨᳝㦵にἢࡗた๭⿣

およࡧෆ⮚のศ㞳ྍࡀ能でࡗ࠶たࠋษࡾḞࡁをᑟධしたヨᩱでは㸪ษࡾḞࡁと἞ලのే⏝で㸪ձ 40ࠥ70%
の๭⿣◚᩿ᛂຊのపῶ㸪ղ ◚᩿᫬に発生する◚∦のᢚไ㸪ճ ⬨᳝㦵・ෆ⮚にἢࡗたⰋዲ࡞ட⿣の㐍展

レー≧にప ษ࢕フࡧ㸪⬨᳝㦵・ෆ⮚のศ㞳およࡽとかࡇ௨上のࠋたࡗ࡞かにࡽ明ࡀとࡇるࡁᮇᚅでࡀ

᩿ຍᕤでࡁるྍ能性ࡀ♧၀さࢀたࠋ 
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㹁㸫㸱 㸰ḟඖᛂຊࢭンࢆ࣮ࢧ฼⏝ࢺࣝࢺࣞࡓࡋパࢳ࢘ෆᐜ物ࡢ㠀◚ቯ඲ᩘ◳ࡉ ᐃ 
ᶓ⏣⣪ᕼ，ᕝ஭Ύྖ 1，⩚಴⩏㞝ۑ 1（広島大・生物生産，1広島大㝔・生物圏）

 
 

 

࠙┠ⓗࠚ レトルト࢘ࣃチᑒධ食品の◳さのホ౯はᢤ᳨ࡾྲྀࡁᰝによる◚ቯヨ㦂で⾜ࢀࢃているࠋしか

し㸪よࡾ㧗品質ၟ࡞品をᥦ౪するためには඲品᳨ᰝࡀᮃましいࡇࡑࠋで㸪本研究では㸰ḟඖᛂຊࢭンࢧ

ーを฼⏝した㸪レトルト࢘ࣃチෆᐜ物の㠀◚ቯ඲ᩘ◳さ ᐃのྍ能性を᳨ウしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ࡞␗ ࠚる物性の食品ཬࡧᕤᴗ⏝࣒ࢦを⏝いて㸰ḟඖᛂຊࢭンࢧーの⢭ᗘを☜ㄆしたࠋᑠ

ᆺのᮦᩱヨ㦂機のࢫテージに⨨いた㸰ḟඖᛂຊࢭンࢧー上にヨᩱを㟼⨨し㸪60 mm/min でᅽ⦰したࠋ㸰ḟ

ඖᛂຊࢭンࢧーでᚓࢀࡽたᛂຊ̿ṍࡳ᭤⥺とᮦᩱヨ㦂機にྲྀࡾ௜ࡅたロードࢭルかࡽᚓࢀࡽたᛂຊ̿ṍ

また㸪ࠋとを☜ㄆしたࡇるࢀྲྀࡳㄞࡀᛂຊ࡞☜ーの௵ពの఩⨨でṇࢧンࢭ᭤⥺をẚ㍑し㸪㸰ḟඖᛂຊࡳ

㸪」ᩘのヨᩱのᛂຊをྠ᫬にࢁࡇ᭤⥺をẚ㍑したとࡳᛂຊ̿ṍࡏヨᩱのಶᩘをኚ化さࡃ⨨ー上にࢧンࢭ

ㄞࢀྲྀࡳるࡇとࡀ明ࡽかにࡗ࡞たࠋḟにᮍໟ⿦ヨᩱのᅽ⦰ヨ㦂を⾜い㸪㸰ḟඖᛂຊࢭンࢧーでồめࢀࡽ

たᮍ◚᩿㡿ᇦでのᙎ性⋡と◚᩿᫬の◳さとの┦関関ಀを᳨ウしたࡑࠋの⤖ᯝ㸪୧⪅にはᙉいṇの┦関性

（㹐t㸻0.9037）ࡀㄆめࢀࡽたࠋໟ⿦ヨᩱにࡘいてྠࡶᵝのヨ㦂を⾜ࡗたとࢁࡇ㸪ᮍໟ⿦ヨᩱの┦関性よ

㸪㸰ḟඖᛂࡽ௨上の⤖ᯝかࠋたࢀࡽㄆめࡀṇの┦関性（㹐t㸻0.8522）࡞のの㸪Ⰻዲࡶかにపいࡎࢃはࡾ

ຊࢭンࢧーを⏝いるࡇとによ࢘ࣃࡾチෆの」ᩘの食ᮦのᙎ性⋡をィ するࡇとࡀでࡁ㸪またᙎ性⋡と◚

᩿ᛂຊとの関ಀかࡽ㸪食ᮦの◳さを㛫᥋ⓗにᢕᥱでࡁるࡇとࡀ明ࡽかにࡗ࡞たࡇࠋの⤖ᯝはレトルトࣃ

 ࠋるྍ能性を♧၀しているࡁチෆᐜ物の㠀◚ቯ඲ᩘ◳さ ᐃに฼⏝で࢘
 

 

 
㹁㸫㸲 ືⓗ⾪ᧁຊィ ࡿࡼ࡟㣰ᦍࡁᕤ⛬ࡢ㐃⥆ⓗ物ᛶホ౯ 

 ᯇ࿘స，ᕝ஭Ύྖ，⩚಴⩏㞝（広島大㝔・生物圏）᳜ۑ
 
 

 

࠙┠ⓗࠚ㣰のᮦᩱຊ学ⓗ物性は㸪ఙࡸࡧコࢩといࡗた㣰の品質をᕥྑする㔜せ࡞せ素で࠶るࠋまたຍᕤ

の㐣⛬でࡑの物性は大ࡃࡁኚ化するࡇとࢀࡽ▱ࡀているࠋしたࡗࡀて㸪㣰の品質を⟶理・ไᚚするため

には㸪ຍᕤ୰の㐃⥆ⓗ࡞物性ホ౯ࡀ㔜せにࡗ࡞てࡃるࠋしかし㸪ᚑ᮶のᮦᩱヨ㦂機を⏝いた物性 ᐃで

は㸪 ᐃのᗘにヨᩱをྲྀࡾฟすᚲせࡾ࠶ࡀ㸪ຍᕤ୰の㐃⥆ⓗ࡞物性ホ౯はᅔ㞴で࠶るࡇࡑࠋで本研究で

は㸪㣰のຍᕤἲの୍ࡘで࠶るᦍࡁຍᕤにὀ┠し㸪ᯂࡀ㣰に⾪✺した㝿の⾪ᧁຊをィ するࡇとで㣰の物

性ኚ化を㐃⥆ⓗにᤊ࠼る᪉ἲを㛤発するࡇとを┠ⓗとしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚᐇ㦂ヨᩱとして⵨したࡕࡶ⡿を౑⏝したࠋᯂ㒊にロードࢭルをྲྀࡾ௜ࡅた⮬సの㣰ᦍࡁ

機を౑⏝し㸪ࡕࡶ⡿を㐃⥆ⓗにᦍࡽࡀ࡞ࡁ㸪ᯂࡅཷࡀる⾪ᧁຊを ᐃしたࠋලయⓗには㸪ᯂとヨᩱの⾪

✺᫬にロードࢭルࡅཷࡀるຊの⤒᫬ኚ化（⾪ᧁຊἼᙧ）を㐃⥆ⓗに ᐃしたࠋまた㸪௵ពのᦍࡁ᫬㛫に

おࡅるヨᩱ（ࡕࡶ⡿Ѝ㣰）の物性 ᐃとして㸪ᮦᩱヨ㦂機を⏝いてᅽ⦰ヨ㦂を⾜ࡗたࠋ 
⾪ᧁຊἼᙧには㸪㇂㒊と山㒊ࡀ☜ㄆでࡁたࠋ㇂㒊のᖜには㸪ᦍࡁ᫬㛫のቑຍにకいቑຍするഴ向ࡀぢ

᫬㛫のቑຍにకࡁᦍࡀークⲴ㔜までの௙஦㔞ࣆ᪉㸪ᅽ⦰ヨ㦂においては㸪Ⲵ㔜̿ኚ఩᭤⥺の୍ࠋたࢀࡽ

いῶᑡする（㌾ࡽか࡞ࡃる）ഴ向ࡀぢࢀࡽたࡽࢀࡇࠋ㸰ࡘの┦関関ಀを☜ㄆしたとࢁࡇ㸪Ⰻዲ࡞㈇の┦

関ࡀㄆめࢀࡽたࠋ௨上の⤖ᯝよࡾ㸪⾪ᧁຊἼᙧにおࡅる㇂㒊のᖜを ᐃするࡇとで㸪ᦍࡁ᧯సにおࡅる

㣰の◳さのኚ化を㐃⥆ⓗにᤊࢀࡽ࠼るྍ能性ࡀ♧၀さࢀたࠋ 
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㹁㸫㸳 ෾⤖ྵᾐἲࡾࡼ࡟㌾化ฎ⌮ࡢ⫗ࣔࣔ㇜ࡓࡋຍ⇕㐣⛬ࡿࡅ࠾࡟⢓ᙎᛶኚ化ࡢ㠀◚

ቯ・㐃⥆ィ  
 Ლཎ ⩼，ᕝ஭Ύྖ，⩚಴⩏㞝（広島大㝔・生物圏）ۑ
 

 

࠙┠ⓗࠚ෾⤖ྵᾐἲは㸪酵素を⏝いて食ᮦを㌾化さࡏる᪉ἲでࡾ࠶㸪௓ㆤ食のຍᕤᢏ⾡としてὀ┠さࢀ

ているࠋしかし㸪酵素ฎ理᫬㛫ࡸຍ⇕᫬㛫ࡀ食ᮦの◳さにཬࡰすᙳ㡪にࡘいては༑ศに明ࡽかにさࢀて

い࡞いࠋとࢁࡇで㸪⌧≧の食ᮦの◳さ ᐃでは㸪ヨᩱの◚ቯࡀక࠺ため㸪ຍ⇕୰の⤒᫬ⓗ࡞ኚ化を㐃⥆

ⓗに ᐃするࡇとはᅔ㞴で࠶るࡇࡑࠋで本研究では㸪⮬సのືⓗ⢓ᙎ性 ᐃ⿦⨨を⏝いて㸪෾⤖ྵᾐฎ

理を⾜ࡗた㇜ࣔࣔ⫗のຍ⇕㐣⛬におࡅる⢓ᙎ性ኚ化を㐃⥆ⓗに ᐃし㸪ᚑ᮶ἲによࡗてồめࢀࡽる◳さ

とのᑐᛂ関ಀを᳨ウしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚᕷ㈍の㇜ࣔࣔ⫗にᑐして㸪෾⤖ྵᾐฎ理๣を⏝いて෾⤖ྵᾐ᧯సを⾜い㸪ࢀࡇをᐇ㦂ヨ

ᩱとしたືࠋⓗ⢓ᙎ性 ᐃ⿦⨨にຍ⇕⏝ࣄーࢱをྲྀࡾ௜ࡅた࢔ル࣑ニ࣒࢘〇ᐜჾをタ⨨し㸪ヨᩱと⵨␃

水をධࢀ㸪ⲗでຍ⇕を⾜いࡽࡀ࡞ヨᩱのືⓗ⢓ᙎ性 ᐃを⾜ࡗたືࠋⓗ⢓ᙎ性 ᐃでは㸪ヨᩱにᑐして

ᅽ⦰のṇᘻἼ᣺ືを༳ຍし㸪ᚓࢀࡽたࣜࢧージࣗᅗかືࡽⓗ⢓ᙎ性ࣃラ࣓ーࢱ（E’㸪E”㸪tanț）を⟬ฟ

したࠋさࡽに㸪ྠ᮲௳でຍ⇕ฎ理を⾜ࡗたヨᩱの◚᩿特性の⤒᫬ኚ化をᮦᩱヨ㦂機によࡾ ᐃしたࠋ酵

素ฎ理᫬㛫のቑຍにకい㸪ヨᩱの㈓ⶶᙎ性⋡（E’）はῶᑡしたࠋまた㸪ຍ⇕᫬㛫のቑຍにకい㸪E’はቑຍ

し㸪ࡑの後㸪୍ࡰ࡯ᐃの್を♧したࠋヨᩱの E’のኚ化と◚᩿特性のኚ化をẚ㍑したとࢁࡇ㸪୧⪅には୍

ᐃの関ಀࡀㄆめࢀࡽたࠋ௨上の⤖ᯝよࡾ㸪ືⓗ⢓ᙎ性によࡾ㸪෾⤖ྵᾐฎ理を⾜ࡗた㇜ࣔࣔ⫗のຍ⇕㐣

⛬におࡅる◳さのኚ化を㐃⥆ⓗに ᐃでࡁるྍ能性ࡀ♧၀さࢀたࠋ 
 

 

 
㹁㸫㸴 ෾⤖᪉ἲࡢ㐪ࡀ࠸ゎ෾ᚋ࢝ࡢキࡢ㟁Ẽ物ᛶ࡟与ࡿ࠼ᙳ㡪 

 ᖹⰋె㞞，ᕝ஭Ύྖ，⩚಴⩏㞝（広島大㝔・生物圏）ۑ
 
 

 

࠙┠ⓗࠚ 本研究では㸪๓ฎ理᫬にᾐ㏱ᅽ⬺水を⾜い㸪ࡑの後に⦆៏෾⤖する᪉ἲによࡾ㸪෭෾生࢟࢝

を〇㐀する᪉ἲを᳨ウしたࡇࠋの᪉ἲでは㸪ᾐ㏱ᅽ⬺水によࡾ㸪෾⤖᫬のị⤖ᬗ生ᡂࡀᢚไさࢀ㸪⣽⬊

のᦆയࡀపῶさࢀると⪃ࢀࡽ࠼るࠋまた㸪෭෾生࢟࢝の解෾後の≧ែをホ౯する᪉ἲとして㸪㟁Ẽイン

࠶でࡘᡭἲの㸯࡞ィ は㸪生య⣽⬊の≧ែをホ౯する物理ⓗࢫンࢲーࣆインࠋἲを᳨ウしたࢫンࢲーࣆ

本研究では㸪෾⤖᪉ἲ（ᛴ㏿෾⤖とᾐ㏱ࠋる࠶ࡀ฼Ⅼ࠺るとい࠶能でྍࡀ᫬㛫での ᐃ▷ࡘ㸪⡆౽かࡾ

ᅽ⬺水後⦆៏෾⤖）の㐪いࡀ㸪࢟࢝の品質に୚࠼るᙳ㡪にࡘいてホ౯するࡇとを┠ⓗとしたࡏࢃ࠶ࠋて㸪

㟁Ẽインࣆーࢲンࢫἲによる࢟࢝の品質ホ౯のྍ能性を᳨ウしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ ヨᩱとして㸪広島┴⏘のࡁࡴ㌟࢟࢝を⏝いたࠋ⦆៏෾⤖ヨᩱでは㸪2㸪3㸪5㸪7w/v (㸣)
のሷ水でᾐ㏱ᅽ⬺水を⾜い㸪ࡑの後㸪᪂た࡞ሷ水とకにಖᏑᐜჾにᑒධし㸪-20㹼-25Υにタᐃした෭෾ᗜ

ෆで෾⤖を⾜ࡗたࠋまた㸪ᛴ㏿෾⤖ヨᩱとして㸪࢔イࢢࢫレーࢬを᪋したᛴ㏿෾⤖࢟࢝を⏝ពしたྛࠋ

ヨᩱのホ౯では㸪᭱ึのインࣆーࢲンࢫ ᐃをಖᏑ㛤ጞかࡽ㸯㐌㛫後に⾜い㸪௨㝆はಖᏑ㸴ࣧ᭶後まで

㸯ࣧ᭶ẖに ᐃを⾜ࡗたࠋヨᩱのインࣆーࢲンࢫの࣋クトル㌶㊧を⏝いて解ᯒを⾜ࡗたࠋᛴ㏿෾⤖࢟࢝

は⦆៏෾⤖࢟࢝よࡶࡾ㧗いインࣆーࢲン್ࢫを♧したࠋ⦆៏෾⤖࢟࢝では㸪⬺水᫬のሷ⃰ᗘࡀపい࡝࡯

㧗いインࣆーࢲン್ࢫを♧したࠋ特に㸪⬺水᫬ሷ⃰ᗘ 2㸣のヨᩱࡀᛴ㏿෾⤖࢟࢝に᭱ࡶ㏆い್を♧したࠋ
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㹁㸫㸵 㫎⠇⣽∦ࡢษ๐ᖜࡀ㞟合యࡢᵓ㐀物ᛶ࡟与ࡿ࠼ᙳ㡪 
 （キ（ᰴ）࣐ࣖ）ᮅ⏣ ோۑ
 
 

 

࠙┠ⓗࠚ 㫎⠇ษ๐⣽∦の㞟ྜయで࠶る「かࡘおࢵࣃク」のボࣜࣗー࣒ឤ㸪ࢃࡩࢃࡩឤ࡝࡞のぢた┠の

物性ࡀ㸪ษ๐᮲௳に࡝のよ࠺ᙳ㡪をཷࡅているかを᳨ウしてࡁたࡑࠋの上でษ๐⣽∦のཌࡳと⢓ᙎ性ẚ

⋡に㧗い┦関ࡀㄆめࢀࡽたࡀ㸪௒ᅇはษ๐⣽∦のᖜࡀ㞟ྜయの㟼ⓗ⢓ᙎ性㸪ẚᐜ✚に୚࠼るᙳ㡪をㄪ࡭

るࡇとで㞟ྜయの⤌⧊ᵓ㐀にࡘいてࡶ⪃ᐹしたࠋ 
࠙᪉ἲࠚ 㫎⠇の〇㐀においてไᚚでࡁる⁺⋓㸪〇ἲ㸪ᒇྕをྠࡌにした㫎⠇を⏝いたࠋษ๐᮲௳は㸪

㫎⠇の⧄⥔にᆶ┤に࡞るよ࠺に㸪さࡽに㕹ลのษ㎸ࡳ῝さでษ๐∦のཌࡳを୍ᐃにし㸪㕹ล⮬㌟のษ㎸

のࡽࢀࡑる㸳✀㢮のヨᩱをస〇し㸪࡞␗の（ᖜに౫Ꮡࡳ㕹のษ㎸）とで㸪ษ๐⣽∦のᖜࡇる࠼ᖜをኚࡳ

㞟ྜయの㟼ⓗ⢓ᙎ性とẚᐜ✚を ᐃしたࠋ 
࠙⤖ᯝࠚ ⣽∦のษ๐⣽∦ᖜ（㕹ลのษ㎸ࡳᖜ）ࡀᑠさ࡞ࡃる࡝࡯㸪ࡑの㞟ྜయのᙎ性⋡は大࡞ࡃࡁる

㈇の┦関ࡀㄆめࢀࡽたࠋまた㸪ྠᵝに⣽∦ᖜࡀᑠさ࡞ࡃる࡝࡯ẚᐜ✚ࡶᑠさࡾ࡞ࡃ㸪ぢた┠のボࣜࣗー

㸪ᙎ性ࡽとかࡇたࡗ࠶ࡀ関┦ࢀࡒࢀࡑ㞟ྜయのᙎ性⋡とẚᐜ✚にࡀ㫎⠇ษ๐⣽∦ᖜࠋたࡗ࡞ࡃ࡞ࡀឤ࣒

⋡とẚᐜ✚ࡶẚ౛するࡇとࡀㄆめࢀࡽたࠋすࡕࢃ࡞㸪⣽∦ᖜࡀᑠさ࡞ࡃると୍ᐃᐜ㔞での㞟ྜయの⣽∦

ると᥎ᐹし㸪⣽࡞ࡃࡁ大ࡀ⋠るためにᙎ性࡞ᙉᅛにࡀ㸪⤌⧊ᵓ㐀ࡾ࡞に⣽ᐦ඘ሸとࡶቑຍするととࡀᩘ

∦ᖜは㞟ྜయの⤌⧊ᵓ㐀の㦵᱁のᙉさにᙳ㡪を୚࠼るࡇとࡀ᥎ᐹさࢀたࠋ 
 

 

 

 
㹁㸫㸶 ࣈ࣮ࣜ࢜ⴥ⤥㣵ࡢ࢖ࢲ࣐࡜ࣜࣈࡀṑ࡟࠼ࡓࡈ与ࡿ࠼ຠᯝ 

㔝ᓮᬛ⤮，日ẚග☻，㉥⃝㝯ᚿۑ 1，すᒣᬛᮁ 2，ᑠᕝ㞞ᘅ，᪩ᕝ ⱱ， 
大ᒣ᠇一 3，ྜྷ⏣ ㄔ 4，ྥ஭㱟⏨ 4 
（㤶ᕝ大㝔・農，1ឡ፾大㝔㐃合・農，2㤶ᕝ大・農，3㤶ᕝ┴ᗇ，4㤶ᕝỈヨ） 

 

࠙┠ⓗ ⴥの஝⇱⢊ᮎ (OLF) をࣈオࣜーࠚ ┴は㤶ᕝ (チ࣐ࣁࣈオࣜー) ࣜࣈ㣫ᩱを⤥㣵した㣴Ṫࡴ2.0%ྵ

でேẼで࠶るࠋ⌧ᅾ㸪OLF ⤥㣵ࣜࣈに⥆いて OLF ⤥㣵ࢲ࣐イのヨ㦂ⓗ࡞㣴Ṫࢀࢃ⾜ࡶているࠋしかし

OLF⤥㣵ࡀ㨶యに୚࠼るຠᯝの▱ぢはᑡࡃ࡞㸪่ ㌟のṑࡈた࠼にOLF⤥㣵ࡀ୚࠼るຠᯝは明ࡽかで࡞いࠋ

で㸪本研究ではࡇࡑ OLF ⤥㣵ࣜࣈࡀཬࢲ࣐ࡧイᬑ㏻⫗のṑࡈた࠼に୚࠼るຠᯝの解明を┠ⓗとしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚOLF ῧຍ㣫ᩱを⤥㣵した25) ࣜࣈ 日⤥㣵) とࢲ࣐イ (115 日⤥㣵) と㸪ᑐ↷として OLF
↓ῧຍの㣫ᩱを⤥㣵したࣜࣈとࢲ࣐イを生⠯かࡽ᥇ྲྀ後㸪༶ẅし⫼ഃᬑ㏻⫗をษࡾฟしྛヨ㦂に౪したࠋ

ձ◚᩿ᙉᗘ ᐃ㸸༶ẅᙜ日と㸪1・3 日㛫 4ΥでಖᏑしたษࡾ㌟の◚᩿ᙉᗘをレオ࣓ーࢱーによࡗて ᐃ

したࡑࠋの⤖ᯝ㸪༶ẅᙜ日の OLF ⤥㣵ࣜࣈのᬑ㏻⫗はᑐ↷よࡾ◚᩿ṍ⋡ࡀపࡃ㸪ṑษࡀࢀⰋかࡗたࠋさ

にࡽ OLF ⤥㣵ࣜࣈは㈓ⶶしてࡶ◳さを⥔ᣢしておࡾ㸪㌾化しにࡃいࡇとࡀ明ࡽかにࡗ࡞たࠋまた OLF ⤥

㣵ࢲ࣐イのሙྜ㸪༶ẅᙜ日はᑐ↷よࡾṑษࡀࢀⰋࡃ㸪㈓ⶶ後ࡶṑษࢀのⰋさを⥔ᣢするࡇとࡀศかࡗたࠋ

OLF ⤥㣵ࣜࣈを⏝いてṑࡈたࡀ࠼向上したせᅉをㄪ࡭たࠋղᬑ㏻⫗の⬡質ྵ㔞㸸⬡質はクロロ࣍ル࣒・

OLFࠋてᢳฟし㸪⁐፹を␃ཤ後㸪⬡質㔞を⛗㔞したࡗノールによࢱ࣓ ⤥㣵は⬡質㔞にはᙳ㡪を୚࠼てい

ドロࣄノ㓟⁐ᾮ୰の࣑࢔ຍ水ศ解し㸪ࣜ࢝ル࢔ンྵ㔞㸸ᬑ㏻⫗を஝⇱後ࢤճᬑ㏻⫗のコラーࠋたࡗか࡞

プロࣜン (Hyp) をᐃ㔞し㸪Hypࢩ࢟ 㔞かࡽコラーࢤン㔞を᥎ᐃしたࠋコラーࢤン㔞は OLF ⤥㣵ࡀࣜࣈ᭷

ពに㧗かࡗたࠋ௨上かࡽ OLF ⤥㣵には㸰✀の㨶を᪂㩭࡞≧ែでಖࡘຠᯝ࠶ࡀるࡇとࡀศかࡗたࠋ 
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㹁㸫㸷 ࣏ࣜ Ȗ  ᙉ㠌化࡜㧗ᶵ⬟化ࡢスࢡࢵࣞࣉンࢥン࢜࢖ン㓟࣑ࢱࣝࢢ

 島⏣ᖾ⫱，中ᒣἑỈ，ⓑ⡿ඃ一，ⰱෆ ㄔ（㧗▱大・農）ۑ
 
 

 

࠙┠ⓗࢀࡇࠚまでᅔ㞴とさࢀていた࣏ࣜȚࢢル࣑ࢱン㓟（PGA）のプラࢫチࢵク化にᡂຌしたࠋPGA イ

オンコンプレࢵクࢫ（PGAIC）とྡ௜ࡅたࡇの᪂素ᮦは㸪PGA ⏤᮶の㧗い᥋╔性と㸪ᢠ⳦・ᢠ࢘イルࢫ

ά性をഛ࠼ているࠋしかし㸪㐣㓞࡞⎔ቃୗでは㸪ࡑの能ຊを༑ศに発᥹で࡞ࡁいࡇとࡀㄢ㢟とࡗ࡞てい

たࠋPGAIC のさ࡞ࡽるᙉ㠌化ࡀᮃまࢀたࡇࡑࠋで✀᳨ࠎウの⤖ᯝ㸪PGAIC の࢘࢝ンࢱーࣃートࢼーにト

ローチの⸆⏝ᡂศとして▱ࢀࡽる஧㢌ᆺ➨ᅄ⣭࢔ンࣔニ࣒࢘ሷのሷ化ࣜ࢝ࢹニ࣒࢘（DEQ）をᯫᶫ๣と

してᑟධするࡇとで㸪PGA㸭DEQ をᚓるに⮳ࡗたࠋ௒ᅇ㸪ᚑ᮶ᆺ PGAIC を㐶かに෽㥙する PGA㸭DEQ
の化学ⓗ⪏ஂ性とᢠ⳦能ຊ➼にࡘいてሗ࿌するࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚまࡎ㸪✀ࠎの᭷機⁐፹にᑐするྛ PGAIC の化学ⓗ⪏ஂ性をㄪᰝしたࠋᚑ᮶ᆺ࢔ࡀルコー

ル㢮ࡸクロロ࣍ル࣒に⬤ᙅでࡗ࠶たのにᑐし㸪PGA㸭DEQ はヨ㦂した඲ての᭷機⁐፹にᑐして㧗ᗘ࡞⪏

ஂ性を♧したࠋḟいで㸪PGAIC のᢠ⳦性能をヨ㦂したྛࠋ PGAIC をコーテ࢕ンࢢしたྜ⧄୙⧊ᕸを㐣㓞

ࠋた࡭のᙳ㡪をㄪ࡬ቃ（᭷機⁐፹୰㸪㧗ሷ⃰ᗘ➼）に᭚した後㸪大⭠⳦ᇵ㣴ᾮにᢞධし㸪⳦యቑṪ⎔࡞

ᚑ᮶ᆺではᐜ᫆に機能ࡀኻࢀࢃる୍᪉㸪PGA㸭DEQ のሙྜ㸪⯆࿡῝いࡇとに㸪㢧ⴭ࡞ᢠ⳦能ࡀㄆめࢀࡽ

たࠋまた㸪⇕㔜㔞 ᐃ（TG）の⤖ᯝ㸪PGA㸭DEQ はᚑ᮶ᆺよࡶࡾඃࢀた⪏⇕性（㹼250Υ）を᭷してい

るࡇと㸪pH ᛂ⟅ヨ㦂ではᖜ広い pH 㡿ᇦ（2.5㹼12）でᢠ⳦能ຊࡀಖたࢀるࡇとุࡀ明したࠋ௨上よࡾ㸪

PGAIC の㧗機能化とᙉ㠌化の୧᪉でᐇ⌧でࡁたと⤖ㄽ࡙ࡅるࠋ 
 

 

 
㹁㸫10 ᪻⹸食࡟క࠺⏥Ẇ㢮࣮ࣜࢠࣝࣞ࢔スࢡ 

ฟỈ⪽அ，ᮡᾆ⩏ṇۑ 1，ᕝ㑓┿ஓ 1，ᐑᓮὈᖾ 1，⮻஭ᑗ຾ 1 

（Ỉ大ᰯ㝔・Ỉ産，1Ỉ大ᰯ・食ရ科学） 
 

 

࠙┠ⓗࠚ⏥Ẇ㢮࢔レルࢠー୺せ࢔レルࢤンのトロ࣑࣏オࢩンは↓⬨᳝ື物において㧗い┦ྠ性を♧し㸪

広⠊ᅖにඹ㏻するỗ࢔レルࢤンとしてሗ࿌さࢀている᪻ࠋ⹸㢮ࡶศᏊ⣔⤫ᶞにおいてỗ⏥Ẇ㢮にྵまࢀ

ておࡾ㸪⏥Ẇ㢮と┦ྠ性の㧗いトロ࣑࣏オࢩンを᭷すると⪃ࢀࡽ࠼㸪⏥Ẇ㢮࢔レルࢠーᝈ⪅の᪻⹸㢮ᦤ

食には࢔レルࢠー発⑕ࣜࢫクࡀకࡇ࠺とࡀᠱᛕさࢀるࡇࡑࠋで本研究では㸪ㄪ理῭᪻ࡳ⹸にྵまࢀるト

ロ࣑࣏オࢩンのᢠཎ性と⃰ᗘにࡘいて᳨ウし㸪࢔レルࢠーࣜࢫクにࡘいて⪃ᐹしたࠋ 
࠙᪉ἲࠚᕷ㈍の᪻⹸⏑㟢↻㸲✀（イࢦࢼᡂ⹸㸪࢝イコ࢞⻈㸪ࣁチᗂ⹸㸪トࢣࣅラᗂ⹸）を㉎ධし㸪ᐇ㦂

に⏝いたྛࠋヨᩱを⣙ 1 g 㔞ࡾとࡾ FA テࢫトϩᢳฟ⏝ヨ⸆「ニࢫࢵイ」を 19 ಸᐜ㔞と࡞るよ࠺ຍ࠼㸪

25Υで 15 ᫬㛫᣺┞ᢳฟしたࡶのを᳨యᢳฟᾮとした᳨ࠋయᢳฟᾮ୰のࣅ࢚トロ࣑࣏オࢩンᵝࢱンࣃク質

⃰ᗘは FA テࢫト EIA-⏥Ẇ㢮ϩ「ニࢫࢵイ」を⏝いてồめ㸪ྠ⃰ᗘをࡶとに᪻⹸ᦤ食᫬の࢔レルࢤン総

ᦤྲྀ㔞を⟬ฟしࣜࢫクホ౯したࠋຍ࠼て㸪ྠࢱンࣃク質のศᏊ㔞をࢱࢫ࢚࢘ンࣈロࢵトἲで解ᯒしたࠋ

࠙⤖ᯝ᳨ྛࠚయᢳฟᾮ୰のࣅ࢚トロ࣑࣏オࢩンᵝࢱンࣃク質⃰ᗘを ᐃした⤖ᯝ㸪඲てのヨᩱで食品⾲

♧⩏ົで࠶る 10 ppm を上ᅇࡗた⃰ྛࠋᗘはイࢦࢼでは 209.263±138.213 ppm㸪࢝イコの⻈では

18.863±14.437 ppm㸪ࣁチノコでは 128.343±17.281 ppm㸪ࢩ࣒ࢨࢨでは 62.143±17.976 ppm でࡗ࠶たࠋᢠ࢚

ての᪻⹸で࡭ト解ᯒにおいて㸪すࢵロࣈンࢱࢫ࢚࢘ンᢠయを⏝いたࢩオ࣑࣏トロࣅ 35 kDa ௜㏆に特␗ⓗ

 ࠋたࢀฟさ᳨ࡀバンド࡞
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㹁㸫11 ࣜ࢘ࢱンᦤྲྀ࣐࢘ࡿࡼ࡟ス Cyp7a1 㑇ఏᏊࡢⓎ⌧ୖ᪼ᶵᗎ 
ᮌⴌᾈ，ఫᒇ⏤⣖஀，⚟ཎ༓ᬗ，ᮡᾆ⩏ṇ，ᐑ⏣ᫀ᫂（Ỉ大ᰯ・食ရ科学）⯞ۑ

 
 

 

࠙┠ⓗࣜ࢘ࢱࠚンはイ࢝㸪ࢱコ㸪ࢱ࣍テ࢞イ➼の㨶௓㢮にከྵࡃまࢀている࣑࢔ノ㓟の୍✀で࠶るࢱࠋ

ࠋているࢀࡽ▱ࡃテロールのపୗస⏝は広ࢫయෆのコレࡕ࠺のࡑ㸪ࢀるとさ࠶ࡀの機能性ࡃンにはከࣜ࢘

しかし㸪ࣜ࢘ࢱンによるコレࢫテロールపୗస⏝のヲしい機ᗎにࡘいては明ࡽかにࡗ࡞てい࡞いࠋ本研

究では⫹Ồ㓟ཷᐜయの farnesoid X receptor (FXR) ࢼࢢࢩルに╔┠し㸪ࣜ࢘ࢱンᦤྲྀによるコレࢫテロ

ール␗化酵素で࠶る⫢⮚ CYP7A1 㑇ఏᏊの発⌧上᪼機ᗎを明ࡽかにするࡇとを┠ⓗとしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ㸶㐌㱋の㞝性野生ᆺࢫ࣐࢘およࡧ Fxr Ḟᦆࢫ࣐࢘に ンྵ᭷水をࣜ࢘ࢱ2% 10 日㛫⮬⏤ᦤ

ྲྀさࡏた10ࠋ 日㛫のᦤྲྀ後㸪⾑ᾮ㸪⫢⮚とᑠ⭠上⓶⣽⬊およࡧᑠ⭠の⟶⭍ෆᐜ物を᥇ྲྀしたࠋ野生ᆺ࣐

⮚⫢のࢫ࢘ Cyp7a1 の mRNA レ࣋ルࣜ࢘ࢱࡀンᢞ୚⩌で᭷ពに上᪼したࡀ㸪Fxr Ḟᦆࢫ࣐࢘では上᪼し

で㸪Fxrࡇࡑࠋたࡗか࡞ ᶆⓗ㑇ఏᏊで Cyp7a1 発⌧のᢚไᅉᏊで࠶る Shp㸪Fgf15 の mRNA レ࣋ルを解

ᯒしたࠋ୧ࢫ࣐࢘で⫢⮚ Shp の mRNA レ࣋ルはኚ化し࡞かࡗた୍ࠋ᪉㸪野生ᆺࢫ࣐࢘のᑠ⭠ Fgf15 お

よࡧ Shp の mRNA レ࣋ルࣜ࢘ࢱࡀンᢞ୚⩌で᭷ពにῶᑡしたࠋ野生ᆺࢫ࣐࢘の⫢ෆ㸪ᑠ⭠⟶⭍ෆの総

⫹Ồ㓟㔞およࡧ⫹Ồ㓟⤌ᡂは᭷ពにኚ化し࡞かࡗたࡀ㸪ᑠ⭠上⓶⣽⬊ෆの総⫹Ồ㓟㔞ࣜ࢘ࢱࡀンᢞ୚⩌

で᭷ពにపୗしたࡽࢀࡇࠋの⤖ᯝかࡽ㸪ࣜ࢘ࢱンはᑠ⭠上⓶⣽⬊ෆの⫹Ồ㓟レ࣋ルをపୗさࡏ㸪ᑠ⭠ Fxr
㸪Fgf15ࡾとによࡇるࡏルをῶᙅさࢼࢢࢩ を௓して⫢⮚ Cyp7a1 㑇ఏᏊの発⌧レ࣋ルの上᪼に関୚する

ྍ能性ࡀ♧さࢀたࠋ 
 

 

 
㹁㸫12 ⬡⫫ᛶ⫢⑌ᝈࣔࡢࣝࢹ㨶Ἔῧຍ➲ࡇࡰࡲ࠿ᦤྲྀࡿࡼ࡟⬡㉁ྵ㔞࡜⬡⫫㓟⤌ᡂࡢ

⤌⧊㛫ኚື 

 ᮌୗᬛ㈗，ᐑཎెṌ，㧗಴ⱸ⏤，ᮡᾆ⩏ṇ，ᐑ⏣ᫀ᫂（Ỉ大ᰯ・食ရ科学）ۑ

 

 

࠙┠ⓗࠚ㨶Ἔはከࡃの機能性を᭷するࡇとࢀࡽ▱ࡀておࡾ㸪㏆ᖺでは㨶Ἔをῧຍした機能性食品ࡀከࡃ

㛤発さࢀているࡑࠋのため㸪㨶Ἔの機能性にࡘいてはᵝ࡞ࠎ研究࡞ࡀさࢀているࠋしかし㸪㨶Ἔの機能

性発⌧᫬におࡅる⤌⧊୰の⬡質ྵ㔞と⬡⫫㓟⤌ᡂの⤌⧊㛫ኚືとの関㐃にࡘいてはヲ⣽には明ࡽかに࡞

♧㧗್をࡀル࣋㣫ᩱを⫢㸪⾑୰の⬡質レࡴをྵࡇࡰで本研究では㨶Ἔῧຍした➲かまࡇࡑࠋい࡞ていࡗ

す⬡⫫性⫢⑌ᝈࣔࢹルの farnesoid X receptor (Fxr) Ḟᦆࢫ࣐࢘にᦤྲྀさࡏ㸪トࣜࣜࢭࣜࢢド (TG)㸪総コレ

ルと⬡⫫㓟⤌ᡂの⤌⧊㛫ኚືに࣋の⬡質レ࡝࡞ テロール (TC)㸪ࣜン⬡質 (PL)㸪㐟㞳⬡⫫㓟 (NEFA)ࢫ

 ࠋいて解ᯒしたࡘ
࠙᪉ἲ0%ࠚ㸪2.5%㸪5%の㨶Ἔをῧຍした➲かまࡇࡰの෾⤖஝⇱ᡂศを AIN-93M ⢭〇㣫ᩱと 50%の๭ྜ

でΰྜして㸱✀㢮の㣫ᩱをస〇したࡑࠋの㣫ᩱを Fxr Ḟᦆࢫ࣐࢘に㸲㐌㛫ᦤྲྀさࡏたࢫ࣐࢘ࠋを解๗後㸪

⤌⧊୰の⬡質ྵ㔞と⬡⫫㓟⤌ᡂを ᐃしたࠋ⬡⫫㓟 ᐃにはࢫ࢞クロ࣐トࢢラフ࢕ーを⏝いたࠋ 
࠙⤖ᯝ 㸪NEFAࢀࡽㄆめࡀの⾑୰と⬻ෆでྠᵝのኚື⩌ࡇࡰいては㨶Ἔῧຍ➲かまࡘ質ྵ㔞に⬡ࠚ ῶᑡࡀ

し㸪PL はቑຍしたࠋ⫢ෆでは NEFA㸪PL はኚືࡎࡏ㸪TG と TC いࡘ᪉㸪⬡⫫㓟⤌ᡂに୍ࠋῶᑡしたࡀ

ては⾑୰と⫢ෆでྠᵝのኚືࡀㄆめࢀࡽ n-3 ⣔ከ౯୙㣬࿴⬡⫫㓟のࡀࡳቑຍしたࡀ㸪⬻では࢚イコ࣌ࢧン

の㨶Ἔῧຍ食品࡬ルࢹ㸪⬡⫫性⫢⑌ᝈࣔࡽとかࡇ௨上のࠋቑຍしたࡀの⬡⫫㓟࡝ࢇと࡯ࡃン㓟を㝖࢚ࢱ

のᦤྲྀによる⬡質ྵ㔞と⬡⫫㓟⤌ᡂのኚືは⫢⮚と⬻の⮚ჾ㛫で␗࡞るࡇとࡀ♧၀さࢀたࠋ 
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㹁㸫13 㯮࣐ࢦ✀Ꮚࡢᢠ㓟化ᡂศ࢔ンࣔࢧࢭࣛࢺン㹄ྵࡢ᭷㔞ᕪ␗ 
㇂ཱྀงఞᏊ，ྂۑ本ᩄኵ（㤶ᕝ大・農） 
 
 

 

࠙┠ⓗ࣐ࢦࠚは೺ᗣにⰋい食品としてୡ⏺୰で㔜ᐆさࢀてࡁたస物でࡾ࠶㸪᫇かࡽ㯮࣐ࢦの᪉ࡀⓑ࣐ࢦ

よࡾ೺ᗣにⰋいとࡶゝࢀࢃている࢔ࠋントラࣔࢧࢭン㹄は࢔ントラ࢟ノンㄏᑟయでࡾ࠶㸪ⓑ࣐ࢦ✀Ꮚに

はྵま࡞ࢀい㸪㯮࣐ࢦ✀Ꮚに特ᚩⓗ࡞ᢠ㓟化ᡂศとして▱ࢀࡽている[1]୍ࠋ᪉㸪ࡇのᢠ㓟化ᡂศは㯮ࢦ

本研究では㸪ࠋる࠶ࡀすいྍ能性ࡸኚ化しࡀຍᕤの㝿にྵ᭷㔞ࡸ㸪ಖᏑࡽとかࡇの✀⓶にᒁᅾしている࣐

Ꮚ（食品✀࣐ࢦᕷ㈍の㯮ࡧン㹄ྵ᭷㔞にᑐするග（明ᡤ）とຍ⇕（↎↦）のᙳ㡪㸪およࣔࢧࢭントラ࢔

⏝）でのྵ᭷㔞にࡘいてㄪᰝしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚᡃࠎの研究ࢢループで᱂ᇵ・཰✭してᚓた㯮࣐ࢦ✀Ꮚに㸪ⓑⰍ⺯ගⅉを⏝いたග↷ᑕฎ

理（明ᡤ）を 0ࠥ35 日㛫㸪ᐊ で⾜ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ㸪࢔ントラࣔࢧࢭン㹄ྵ᭷㔞の᭷ព࡞ኚ化はㄆめࡽ

クᜏ ᵴを⏝いたຍ⇕ฎ理（↎↦）（150Υ㸪ࢵロࣈ࣑ル࢔ḟに㸪ࠋたࢀࡽぢࡀ㸪ⱝᖸのῶᑡഴ向ࡀたࡗか࡞ࢀ

170Υ㸪190Υおよࡧ 200Υ）を 0ࠥ60 ศ㛫⾜ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ㸪150Υと 170Υでのຍ⇕ฎ理において᭷ព

㸪190Υとࡀたࡗか࡞ࢀࡽ᭷㔞ኚ化はぢྵ࡞ 200Υでのຍ⇕ฎ理において᭷ពྵ࡞᭷㔞のῶᑡࡀㄆめࢀࡽ

た᭱ࠋ後に㸪ᕷ㈍の㯮࣐ࢦ✀Ꮚ（食品⏝㸸⅗࣐ࢦࡾ㸲✀㸪Ὑい࣐ࢦ㸯✀）୰の࢔ントラࣔࢧࢭン㹄ྵ᭷

㔞をศᯒしたとࢁࡇ㸪ᡃࡀࠎ᱂ᇵ・཰✭した㯮࣐ࢦとẚ㍑して㸪ࡽࢀࡇのᕷ㈍㯮࣐ࢦでは㢧ⴭにྵ᭷㔞

 ࠋたࢀさ♧ࡀとࡇపいࡀ
[1] T. Furumoto, K. Nishimoto, Biosci. Biotechnol. Biochem., 80, 350-355 (2016). 
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㹂㸫㸯 ࠿ࡔࡣ㯏ࡓ࠸⏝ࢆパンࡢప⢾化ࢺࢵࣛࡿࡼ࡟⾑⢾್ୖ᪼ࡢᢚไ 
⌮ᓊ⏣ኴ㑻，㐂㜰Ụۑ 1，๓⏣⪔స 2，ෆ⏣ᩄஅ 3，⸨㇂⨾⳯ 
（ឡ፾大㝔・農，1ឡ፾┴・産ᢏ研，2（ᰴ）3，ࢲ࢚࣐（᭷）ෆ⏣パン）  
 

 

࠙⫼ᬒ・┠ⓗࠚᛴ⃭࡞食後⾑⢾್の上᪼は⫧‶ࡸ⢾ᒀ⑓のཎᅉの୍ࡘでࡾ࠶㸪㧗Ⅳ水化物࡞食品のၥ㢟

Ⅼで࠶るࠋ本研究は௦⾲ⓗ࡞㧗Ⅳ水化物食品で࠶るࣃンにࡘいて㸪㞴消化性⃦⢊㸪ᑠ㯏⢊よࡶࡾ食物⧄

⥔を㧗ྵ᭷するはࡔか㯏⢊㸪およࢢࡧルテンを୺ཎᩱのᑠ㯏⢊と௦᭰するࡇとによࡾ㸪ప⢾質化をヨࡳ㸪 
ヨసしたࣃンの食後⾑⢾್上᪼をラࢵト⤒口⪏⢾性ヨ㦂によࡾㄪ࡭るࡇとを┠ⓗとしたࠋணഛ᳨ウでప

⢾化のためのᮦᩱࡀ㸪ド࢘を◳化さࡏたため㸪ࢭルラーࢮのῧຍによる㒊ศศ解による〇ࣃン性の向上

ࠋウした᳨࠙ࡶるᙳ㡪࠼㸪ప⢾化に୚ࡀ ᐇ㦂᪉ἲࠚᑐ↷༊㸸ᑠ㯏⢊ 100㸣㸪ヨ㦂༊ A㸸はࡔか㯏⢊ 50㸣㸪

㞴消化性⃦⢊ 30㸣㸪ࢢルテン 20㸣㸪およࡧヨ㦂༊ B㸸 ヨ㦂༊ A にࢭルラーࢮ 0.1%をῧຍ㸪の 㸱ヨ

㦂༊にࡘいて㸪ࢀࡒࢀࡑ食ࣃンを〇ࣃンしたࠋSD ⣔㞝ラࢵト㸴㐌㱋を㸲日㛫⢭〇㣫ᩱでணഛ㣫 ⫱後୍

ኪ⤯食し㸪ྛ✀ࣃン෾⤖஝⇱物（30 ࣓ࢫࣗࢩࢵルー）を 1 または 0.5 g ෌⤥㣵さࡏ㸪㸲᫬㛫または㸱᫬

㛫⤒᫬ⓗにᑿ㟼⬦⾑を᥇ྲྀし㸪⡆᫆⾑⢾್ ᐃ⿦⨨にて⾑⢾್を ᐃした（ྛヨ㦂༊㸶༉）࠙ࠋ ⤖ᯝ  ࠚ 0.5 
g ෌⤥㣵さࡏたሙྜ㸪ヨ㦂༊ A およࡧ B で⾑⢾್の上᪼ࡀᢚࢀࡽ࠼㸪ヨ㦂༊ A では 30 ศ┠㸪㸯᫬㛫

┠に㸪ヨ㦂༊ B では㸯᫬㛫┠のࡳᑐ↷༊よࡾ᭷ពにపい್とࡗ࡞たࠋ᭤⥺ୗ㠃✚はヨ㦂༊ A およࡧ B と

g 1ࠋたࡗ࡞᭷ពにపい್とࡾᑐ↷༊よࡶ ෌⤥㣵したሙྜྠࡰ࡯ࡶᵝの⤖ᯝとࡗ࡞たࠋ௨上よࡾはࡔか㯏

およࡧ㞴消化性⃦⢊によるప⢾化は⾑⢾್上᪼をᢚไし㸪ࢭルラーࢮῧຍはຠᯝをࡸࡸῶᙅさࡏるࡇと

 ࠋたࡗศかࡀ
 

 

 
㹂㸫㸰 ࢳࢥࢽンࡢࢻ࣑࢔⬻ᶵ⬟ಖㆤຠᯝ᳨ࡢウ 

⨾ᮡ本⣪⨶，ዟ⏣┿཭ۑ 1，ᰘ⏣⣪▱ 2，ఀ㇋ⱥᜨ 3，⸨஭ ຊ 3, 4，ᯇཎ୺඾ 1 

（広島大・ᩍ⫱，1広島大㝔・ᩍ⫱，2⚟ᒣ大・生࿨ᕤ学，3㓇⥲研， 
4広島大㝔・生物圏） 

 

࠙┠ⓗࠚ酒⢑にはᵝ࣑ࢱࣅ࡞ࠎンࡸ機能ᡂศྵࡀまࢀておࡾ㸪ࡽࢀࡇのᢠ⪁化ຠᯝにࡘいて᳨ウを㐍め

ているࠋ㏆ᖺニコチン࣑࢔ドࣔノࢾクレオチド（NMN）のᢠ⪁化స⏝ࡀ明ࡽかにさࢀたࡇとかࡽ㸪ࡑの

๓㥑యで࠶るニコチン࣑࢔ド（NA）にྠࡶᵝのຠᯝ࠶ࡀるか࠺࡝か᳨ウを㐍めているࠋ本研究では㸪ຍ

㱋にక࠺⬻機能పୗにᑐするಖㆤຠᯝにࡘいて⪁化ಁ㐍ࢫ࣐࢘を⏝いて᳨ウしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ⪁化ಁ㐍ࢫ࣐࢘（SAMP8）に NA ⁐ᾮ（0.1 mg/ml）を⤒口ᢞ୚し㸪60 㐌㱋まで㣫⫱したࠋ

ールドヨ㦂・᪂ወ物యㄆ㆑ヨ㦂・明ᬯ⟽ヨ࢕の㛫にᥱຊ ᐃとྛ✀⾜ືヨ㦂（ᥱຊ ᐃ・オープンフࡇ

㦂・ཷືⓗᅇ㑊ヨ㦂）をᐇ᪋し㸪⬻機能のホ౯を⾜ࡗたࠋまた㸪⬻にࡘいてはච␿ᰁⰍ（࣑࢔ロイドș

ᰁⰍ㸪トランࢧࢫイレチン（TTR）ᰁⰍ）によ᳨ࡾウしたࠋ㣵㸪㣧ᩱのᦤྲྀ㔞にࡘいては᭷ព࡞ᕪはぢࡽ

のの㸪NAࡶたࡗか࡞ࢀ ⩌の᪉ࡀከいഴ向ࡀぢࢀࡽたࠋまた㸪య㔜にࡘいてࡶ NA ⩌の᪉ࡀ㔜ࡃ㸪య㔜ࡀ

⥔ᣢさࢀていたࡀᥱຊにはᕪはㄆめ࡞ࢀࡽかࡗたࠋᗄࡘかの⾜ືヨ㦂において୧⩌の㛫に᭷ព࡞ᕪࡀぢ

㸪NAࡽとかࡇたࢀࡽ ᦤྲྀによࡾ⬻機能ࡀ⥔ᣢさࢀたࡇとࡀ♧၀さࢀたࠋ⬻のච␿ᰁⰍでは㸪ᾏ㤿での

TTR ཬ࣑࢔ࡧロイドșのỿ╔にᕪࡀぢࢀࡽたࡽࢀࡇࠋの⤖ᯝかࡽ㸪NA は⬻での࣑࢔ロイドᙧᡂをᢚไし㸪

⬻機能ಖㆤຠᯝを♧すࡇとࡀ♧၀さࢀたࠋ 
 本研究は SIP（ᡓ␎ⓗイノ࣋ーࢩョン創㐀プロࢢラ࣒）「ḟୡ௦㎰ᯘ水⏘ᴗ創㐀ᢏ⾡」によࡗてᐇ᪋し

たࠋ 
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㹂㸫㸱 ྍ食ᛶ᳜物⏤᮶ங㓟⳦ࢇࡀࡢ⣽⬊Ṛㄏᑟᶵᵓࡢ᥈⣴ 
 ，⳹⤱ᅯᏊⓡ♸，㕥ᮌ㞝大，ව㔜 㝣，㏆⸨ྐṌ，⣬本ⴥ月，ᯇᒸۑ
஧ᐑ⏤฼⤮，∵ᑿ一฼，᪩℩ఙᶞ，▼ሯ┒㞝 1 
（᪂ᒃ὾㧗ᑓ・生化，1中ኸ大・⌮ᕤ） 

 

࠙┠ⓗࠚங㓟⳦はࣄトの⭠ෆ⣽⳦ྀのᨵ質ࡸච␿㈿άస⏝࡝࡞㸪さまざま࡞機能を᭷するࡇとࢀࡽ▱ࡀ

ているᡃࠋ ⬊⣽ࢇࡀ⭍ト口ࣄࡀ᥇ྲྀ・༢㞳したங㓟⳦ᰴࡽのྍ食性᳜物か࡝࡞⓶は᯿ᶲ㢮ᯝࠎ KB にᑐし

㢧ⴭ࡞⣽⬊Ṛㄏᑟά性を᭷するࡇとをぢฟしてࡁたࠋங㓟⳦のࢇࡀᢚไస⏝にࡘいては in vitro ⣔・in vivo
⣔においていࡘࡃかのሗ࿌౛࠶ࡀるࡀ㸪ࡑのṇ☜࡞機ᵓにࡘいては୙明࡞ሙྜࡀከいࠋ本研究では㸪KB
の࡯か㸪ࣄト大⭠ࢇࡀ⣽⬊ DLD-1 およࡧ HCT-15 を⏝いて㸪⣽⬊Ṛㄏᑟస⏝を᭷するங㓟⳦ᰴのస⏝機

ᵓの᳨ウを⾜ࡗた࠙ࠋ ᪉ἲ・⤖ᯝࠚ෾⤖஝⇱後 PBS で୍ᐃ㔞ᠱ⃮したங㓟⳦をࢇࡀ⣽⬊ᇵ㣴⣔に 1%ῧຍ

後ᇵ㣴し㸪⤒᫬ⓗ࡞㢧ᚤ㙾ほᐹを୺たるᡭẁとして㸪⣽⬊の生Ꮡ⋡およࡧᙧែኚ化をㄪ࡭たࡑࠋの⤖ᯝ㸪

᯿ᶲ㢮࡝࡞かࡽ༢㞳した」ᩘのங㓟⳦ᰴࡀ口⭍ࢇࡀおよࡧ大⭠ࢇࡀ⣽⬊ᰴのいࢀࡎにࡶ⣽⬊Ṛㄏᑟຠᯝ

を♧すࡇとࡀ明ࡽかとࡗ࡞たࡽࢀࡇࠋの⣽⬊Ṛㄏᑟຠᯝを᭷する᯿ᶲ⏤᮶ங㓟⳦は㸪M1㸪K1㸪Z2 の 3
ᰴをᚓていたࡀ㸪ࡽࢀࡑはいࡶࢀࡎ㸪Enterococcus durans とྠᐃさࢀ㸪また௚に⋞⡿かࡽ༢㞳さࢀた⯆

࿡῝い⳦ᰴは Pediococcus pentosaceus とྠᐃさࢀたࡽࢀࡇࠋのங㓟⳦にࡘいて࢞ラࣅࢫーࢬを⏝いた◚○

によࡾ⳦యᡂศをศ⏬し㸪ྠᵝに⣽⬊Ṛㄏᑟを᳨ᐃしたとࢁࡇ㸪⳦ᰴによ࡞␗ࡾる⏬ศにά性ࢀࡽࡳࡀ

たࠋまた㸪ங㓟⳦の化学ಟ㣭ࡸ⣽⬊-ங㓟⳦ඹᏑᇵ㣴⣔࡬のヨ⸆ῧຍ࡝࡞を⾜い⣽⬊Ṛㄏᑟ࡬のᙳ㡪を᳨

ウしたとࢁࡇ㸪᯿ᶲ⏤᮶ E. durans とุ明している㸱ᰴにࡘいては㸪㐣㓟化水素生⏘ࢇࡀࡀ⣽⬊Ṛとᙉࡃ

関㐃しているࡇとࡀ♧၀さࢀたࠋたࡔ㸪P. pentosaceus にࡘいては㸪ࡇの機ᵓはᙜてはま࡞ࡽかࡗたࠋ 
 

 

 
㹂㸫㸲 Benzyl isothiocyanate enhances glucose uptake and lipid accumulation via 

PI3K/Akt signaling pathway in 3T3-L1 adipocytes 
 ，⾜ᮌ㑳ᐇ，➉⏣᭷ᕼ，中ᮧಇஅ，᐀ṇಙኴ㑻，ᮧ⏣ⰾࠎYing Liang，బۑ

中ᮧᐅ╩（ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨） 
 

[Objective] Adipose tissue plays an important role in the regulation of glucose uptake and lipid metabolism. 
Adipose tissue dysfunction in obesity and lipodystrophy is closely related to incidence of type 2 diebetes. Benzyl 
isothiocyanate (BITC) is an isothiocyanate (ITC) derived from cruciferous vegetables and papaya seeds. In this 
study, we investigated the effect of BITC on glucose uptake and lipid accumulation in 3T3-L1 adipocytes. 
[Methods and Results] Mouse 3T3-L1 preadipocytes were differentiated using the media containing insulin, 
dexamethasone and 1-methyl-3-isobutylxanthine. The quantification of intracellular 2-deoxyglucose (2DG) level 
was done using a fluorometric enzyme assay. Lipid accumulation in adipocytes was determined by the Oil Red O 
staining. We observed that BITC significantly potentiated the glucose uptake and lipid accumulation with the 
enhanced phosphorylation of PI3K, Akt and ERK. LY294002, a PI3K inhibitor, impaired the BITC-enhanced 
glucose uptake, lipid accumulation and Akt phosphorylation. Although PD98059, a MEK inhibitor, attenuated the 
enhanced phosphorylation of ERK, it did not inhibit but rather enhanced the BITC-induced glucose uptake and lipid 
accumulation. These results suggest that BITC increases the glucose uptake, possibly through the promotion of the 
PI3K/Akt signaling in 3T3-L1 adipocytes. 
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㹂㸫㸳 Methyl-ȕ-cyclodextrin potentiated the BITC-induced anti-cancer effect through 
modulation of the survival pathway in human colorectal cancer cells 
 ╩Qifu Yang，中ᮧಇஅ，᐀ṇ᫴ኴ㑻，ᮧ⏣ⰾ⾜，中ᮧᐅۑ

（ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨） 
 

࠙┠ⓗࠚIsothiocyanates (ITCs), derived from cruciferous vegetables, have a potential to suppress the cancer cell 
proliferation. Benzyl isothiocyanate (BITC), one of the ITCs, exerts the antiproliferative effects by inducing cell 
cycle arrest and apoptosis through specific pathways in various human cancer cells. Cholesterol plays critical roles 
in maintaining the plasma membrane fluidity and permeability. It is also important for membrane trafficking, cell 
signaling, and, lipid and protein sorting. Methyl-ȕ-cyclodextrin (MȕCD) is the most effective agent for removal of 
plasma membrane cholesterol. MȕCD can increase the membrane permeability by deleting cholesterol from the 
plasma membrane, and enhances the susceptibility of cancer cells to anti-cancer drugs. Our objective is to reveal the 
modulating effects of MȕCD on the BITC-induced antiproliferation in human colorectal cancer cells. 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ  MȕCD dose-dependently increased the cholesterol level in the medium, possibly through its removalࠚ
from the plasma membrane. Next, we examined the effect of the nontoxic concentration of MȕCD (2.5 mM) on the 
BITC-induced antiproliferation using an MTT assay. The pretreatment with MȕCD (2.5 mM) significantly 
enhanced the BITC-induced cytotoxicity and apoptosis induction in human colorectal cancer cells. Although BITC 
activated the PI3K/PDK1/Akt pathway, MȕCD dose-dependently inhibited the phosphorylation level of Akt.  
These results suggested that MȕCD might potentiate the BITC-induced anti-cancer by inhibiting the 
PI3K/PDK1/Akt-dependent survival pathway. 

 

 

 
㹂㸫㸴 ࣋ンࡢࢺ࣮ࢿ࢔ࢩ࢜ࢳࢯ࢖ࣝࢪ⬡⫫⵳✚ᢚไస⏝ࡢࡑ࡜ศᏊᶵᵓ 

 ，⾜ᮌ㑳ᐇ，Liang Ying，➉⏣᭷ᕼ，中ᮧಇஅ，᐀ṇ᫴ኴ㑻，ᮧ⏣ⰾࠎబۑ
中ᮧᐅ╩（ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨） 
 

 

࠙┠ⓗ࣋ࠚンジルイࢯチオࢿ࢔ࢩート (BITC) は㸪ࣈ࢔ラࢼ科野⳯に⏤᮶するイࢯチオࢿ࢔ࢩートの୍

ሗ࿌さࡀとࡇ೺ᗣ⥔ᣢ機能を᭷する࡞ࠎ㸪ᵝ࡝࡞స⏝㸪ᢠ⅖⑕స⏝㸪解ẘస⏝のஹ㐍ࢇࡀ㸪ᢠࡾ࠶でࡘ

ループは᭱㏆㸪๓㥑⬡⫫⣽⬊の特ᚩを᭷するࢢの研究ࠎᡃࠋているࢀ 3T3-L1 ⣽⬊を⏝いて㸪BITC の⬡

⫫⵳✚にᑐするຠᯝをホ౯しているࠋ⬡⫫の⵳✚は㸪⬡⫫ᙧᡂ㌿෗ᅉᏊの発⌧を௓したࢢルコーྲྀࢫ㎸

㸪BITCࡽࡀ࡞しかしࠋるࢀさࡇ㉳ࡁᘬࡾ㓟ྜᡂのಁ㐍によ⫫⬡ࡸࡳ ࡝に࣒ࢬニ࢝の⬡⫫ྜᡂ࣓ࡽࢀࡇࡀ

のよ࡞࠺ᙳ㡪を୚࠼るのかにࡘいてはいまࡔ୙明࡞Ⅼࡀከいࡇࡑࠋで本研究では㸪ศ化ㄏᑟᮇにおࡅる

BITC ฎ理の⬡⫫⵳✚࡬のᙳ㡪を明ࡽかにするࡇとを┠ⓗとして㸪⣽⬊ෆࢢルコーྲྀࢫ㎸ࡅࡔࡳでࡃ࡞㸪

ศ化ㄏᑟࡸ⬡⫫ྜᡂに関୚する㑇ఏᏊཬࢱࡧンࣃク質の発⌧にᑐする BITC のຠᯝをㄪᰝしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࢫ࣐࢘ࠚ⥺⥔ⱆ⣽⬊ᰴ 3T3-L1 をศ化ㄏᑟᇵᆅཬࡧศ化⥔ᣢᇵᆅにてᇵ㣴し㸪⬡⫫⣽⬊࡬と

ศ化さࡏたࠋまࡎ㸪BITC による⬡⫫⵳✚ㄪ⠇స⏝を☜ㄆするために㸪ศ化ㄏᑟᇵᆅに஺᥮した㝿に㸪BITC
をῧຍしたࡑࠋの後㸪ศ化⥔ᣢᇵᆅに஺᥮して⬡⫫⵳✚をಁし㸪⣽⬊ෆ⬡⫫⵳✚㔞を Oil Red O ᰁⰍを⏝

いてホ౯したࠋまた㸪୺せ࡞⬡⫫ᙧᡂ㌿෗ᅉᏊཬࢢࡧルコーࢫトラン࣏ࢫーࢱー4 (GLUT4) の㑇ఏᏊ発

⌧㔞をホ౯したࡑࠋの⤖ᯝ㸪ศ化ㄏᑟᮇにおࡅる BITC のฎ理は᭷ពに⬡⫫⵳✚をᢚไしたࠋまた BITC
は⬡⫫ᙧᡂ㌿෗ᅉᏊཬࡧ GLUT4 の㑇ఏᏊ発⌧をᢚไするࡅࡔでࡃ࡞㸪ࢢルコーྲྀࢫ㎸ࡶࡳᢚไしたࠋ⌧

ᅾ㸪さࡽに上ὶに఩⨨するࢼࢢࢩルศᏊを解ᯒ୰で࠶るࠋ 
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㹂㸫㸵 ࡢࣟࢡࢨᯝ⓶ࡿࢀࡲྵ࡟ᢠⓎࢇࡀάᛶᡂศࡢ᥈⣴ 
 ᮧၨᩄ（㤶ᕝ大㝔，農）⏣，ࢼᶓ஭㔛㤶，໭஭཭㔛ຍ，⡿಴ࣜۑ
 
 

 

࠙┠ⓗࠚ日本のஙࢇࡀᝈ⪅ᩘはᖺࠎ上᪼しているࠋ食物によࡾ㸪ஙࢇࡀのண㜵ࡸ἞⒪ࡀでࡤࢀࡁዪ性に

とࡗてᮁሗに࡞るࡇとࡀᮇᚅさࢀるࢀࡇࠋまでに㸪ࢨクロ✀Ꮚの⬡⫫㓟にはஙࢇࡀ⣽⬊ቑṪᢚไຠᯝࡀ

⣽ࢇࡀஙࠋるᯝ⓶に╔┠した࠶クロのᮍ฼⏝資源でࢨで㸪本研究ではࡇࡑࠋているࢀሗ࿌さࡀとࡇる࠶

⬊ቑṪస⏝にࡘいて㸪࣍ルࣔン౫Ꮡ性ஙࢇࡀ἞⒪⸆のࢩ࢟ࣔࢱフ࢙ンとẚ㍑し㸪ά性の⛬ᗘをㄪ࡭たࠋ

࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚஙࢇࡀ⣽⬊のቑṪ㜼ᐖά性は㸪࣍ルࣔン౫Ꮡ性ஙࢇࡀ⣽⬊(MCF-7)と HER-2 㝧性ஙࢇࡀ

⣽⬊(SK-BR-3)の㸰ࢱイプにࡘいて CCK-8 ヨ㦂によࡾㄪ࡭たྛࠋ⣽⬊は 10%∵⫾ඣ⾑Ύ(FBS)ྵ᭷

RPMI-1640 ᇵᆅを⏝い㸪37Υ㸪CO25%の᮲௳ୗで⥅௦ᇵ㣴を⾜ࡗたࠋヨ㦂では㸪ྛ⣽⬊は 10%FBS ྵ᭷

RPMI-1640 ᇵᆅを⏝いて 2�103 cells/well ᧛✀した24ࠋ ᫬㛫後㸪DMSO(⤊⃰ᗘ 0.1%)で⁐解したヨᩱ(⤊
⃰ᗘ 0㹼250 µg/mL の㛫で㸵ẁ㝵の⃰ᗘを⏝ព)を 10 µL/well ῧຍしたࠋヨᩱには㸪ࢨクロの✀Ꮚ㸪ᯝ⓶㸪

ᯝỒの QuEChERS ᢳฟ物と㸪ẚ㍑ヨᩱとしてᢠࢫ࢚トロࢤンస⏝を᭷するࢩ࢟ࣔࢱフ࢙ンを⏝いたࠋヨ

ᩱῧຍ 72 ᫬㛫後㸪CCK-8 ⁐ᾮによ࣍ࡾルࢨ࣐ン生ᡂ㔞を ᐃし㸪⣽⬊生Ꮡ⋡をồめたࡑࠋの⤖ᯝ㸪ᯝ⓶

ᢳฟ物で⃰ᗘ౫Ꮡⓗ࡞⣽⬊生Ꮡ⋡のῶᑡࡀ㸪ࡽࡕ࡝の⣽⬊にᑐしてࡶ㢧ⴭにぢࢀࡽ㸪㧗いቑṪᢚไຠᯝ

ᢳฟ物のẘ性を⾲すࠋたࡁㄆで☜ࡀ IC50್を⟬ฟしたとࢁࡇ㸪MCF-7 ⣽⬊にᑐする IC50್は 105.3 µg/mL
にࡗ࡞たࢀࡇࠋは㸪ࢩ࢟ࣔࢱフ࢙ンの IC50್と㏆い್で㸪⣙ 1.2 ಸの⃰ᗘでࡾ࠶㸪ᯝ⓶は᭷⏝࡞ኳ↛ᮍ฼

⏝資源ࡔと⪃ࢀࡽ࠼たࠋ 
 

 

 
㹂㸫㸶 ࢳࢭࣝࢣンࡣ㓟化スࣞࢺス࢔ࣜࣂ⟶⭠ࡿࡼ࡟ᦆയࢆᢚไࡿࡍ 

 ஭ୖ཭㔛，㕥ᮌ༟ᘺ（広島大㝔・生物圏）ۑ
 
 

 

࠙⫼ᬒ・┠ⓗࠚ⭠⟶上⓶⣽⬊のࢱࡘࡶイトジࣕンクࢩョン（TJ）ᵓ㐀は㸪⭠⟶ෆ␗物にᑐするバࣜ࢔と

して㔜せでࡾ࠶㸪ࡑのᦆയは⅖⑕を基盤とした⑌ᝈの発⑕に῝ࡃ関୚するࢀࡇࠋまでに⚾たࡕは㸪フラ

ボノール⣔の࣏ࣜフ࢙ノールの㸯ࡘで࠶るࢣルࢭチンࡀ⭠⟶ TJ バࣜ࢔をቑᙉさࡏるࡇとをぢฟしてい

るࠋ本研究では㸪⭠⟶バࣜ࢔ᦆയをᘬࡁ㉳ࡇす㓟化ࢫトレࢫにᭀ㟢した⭠⟶上⓶⣽⬊を⏝いて㸪ࢣルࢭ

チンおよࡑࡧの㢮⦕య（ࢣルࢭチンと水㓟基のᩘࡸ఩⨨࡞␗ࡀる）による TJ バࣜ࢔ಖㆤస⏝を᥈⣴したࠋ

࠙᪉ἲ・⤖ᯝ Transwellࠚ ⓶ト⭠⟶上ࣄにᇵ㣴した࣒テࢫࢩ Caco-2 ⣽⬊を㓟化ࢫトレࢫ（㐣㓟化水素㸪H2O2）

にᭀ㟢したとࢁࡇ㸪TJ バࣜ࢔のᣦᶆで࠶る⤒上⓶㟁Ẽ᢬ᢠ್ TER ගච␿ᰁⰍἲに⺯ࠋῶᑡしたࡃࡁ大ࡀ

よࡾ㸪TJ ศᏊの ZO-1㸪claudin-3㸪claduin-4 の⣽⬊ෆᒁᅾをほᐹしたとࢁࡇ㸪H2O2は⣽⬊⭷のラフࣜンࢢ

をᘬࡁ㉳ࡇしておࡾ㸪バࣜ࢔ᦆയと関㐃௜ࢀࡽࡅた୍ࠋ ᪉で㸪ࢣルࢭチンをస⏝さࡏた Caco-2 ⣽⬊では㸪

㓟化ࢫトレࢫによる TER ῶᑡとラフࣜンࡀࢢ明☜にᢚไさࢀたࠋまたࢣルࢭチンは㸪H2O2 による

p38MAPK のά性化ࡶᢚไしたࢣࠋルࢭチンよࡾ水㓟基ᩘのᑡ࡞い チンࢭ࢕フラボンとフࢩ࢟イドロࣁ-3

ࡶ TJ バࣜ࢔ᦆയと p38MAPK ά性化をᢚไしたࡀ㸪㸯ࡘの水㓟基の఩⨨の␗࡞るࣔࣜンは㸪ᢚไస⏝を

♧さ࡞かࡗたࡽࢀࡇࠋの⤖ᯝよࡾ㸪ࢣルࢭチンは p38MAPK ά性化と⣽⬊⭷のラフࣜンࢢをᢚ࠼て㸪㓟

化ࢫトレࢫかࡽ⭠⟶ TJ バࣜ࢔をಖㆤするࡇと㸪ࡇのಖㆤస⏝にはࢣルࢭチン࠶るいはフラボノール㢮の

 ࠋたࢀさ♧ࡀとࡇࡘࡶᙺ๭を࡞㔜せࡀ⨨水㓟基のᩘと఩ࡘࡶ
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㹂㸫㸷 ᨺ⥺⳦Streptomyces rocheiࡢ஧ḟ௦ㅰ生産ࢆㄏᑟࣝࢼࢢࢩࡿࡍศᏊSRBࡢ生合

ᡂゎᯒ 
 ᡭ島ឡᏊ，ἼከỤᕼ，Ⲩᕝ㈼἞（広島大㝔・ඛ➃物㉁）ۑ
 

 

࠙┠ⓗࠚStreptomyces rochei はᢠ生物質ランࢧ࢝イジン（LC）およࡧラン࣐࢝イࢩン（LM）を生⏘し㸪

ルศᏊࢼࢢࢩの生ྜᡂはࡽࢀࡑ Streptomyces rochei butenolide（SRB）によࡗてཝᐦにไᚚさࢀているࠋᙜ

研究ᐊではࢀࡇまでに SRB1 およࡧ SRB2 の化学ᵓ㐀を決ᐃしておࡾ㸪⌧ᅾは S. rochei の SRB ྜᡂ㑇ఏ

Ꮚ srrX ㏆ഐにコードさࢀていた㑇ఏᏊかࡽ᥎ᐃした生ྜᡂ⤒㊰をඖに㸪生ྜᡂ⤒㊰の解明を┠ᣦしてい

るࠋ௒ᅇは㸪ࢀࡇまでに 6̓఩の㓟化཯ᛂに関୚するࡇとࡀ明ࡽかとࡗ࡞た srrO (P450 ࣔノオࢼࢤࢩ࢟ー

ࡧる機能解ᯒおよ࡞ࡽのさ (ࢮ srrG（㑏ඖ酵素㑇ఏᏊ）の解ᯒを⾜ࡗたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚSrrO 発⌧࣋クࢱーを⤌ࡳ㎸ࡔࢇ S. lividans のᙧ質㌿᥮యに 6’-deoxo-SRB の (1’R) (1’S) 
యΰྜ物をῧຍᇵ㣴し㸪生ᡂ物の⤒᫬ኚ化を࢟ラル HPLC 解ᯒによࡗて☜ㄆしたとࢁࡇ㸪୧␗性యとࡶ

ྠ⛬ᗘの๭ྜで SRB にኚ᥮さࢀたࡇࠋのࡇとかࡽ㸪SrrO は C-1’఩の❧య化学にᐶᐜで࠶るࡇとࢃࡀか

SrrGࠋたࡗ は㑇ఏᏊ◚ቯによࡾᢠ生物質生⏘ࡀ消ኻしたࡇとかࡽ㸪本㑇ఏᏊ⏘物の SRB 生ྜᡂ࡬の関୚

また㸪SRBࠋたࢀ၀さ♧ࡀ 㠀生⏘⳦（ǼsrrX ᰴ）とのඹᇵ㣴によࡗてᢠ生物質生⏘ࡀᅇ᚟するࡇとかࡽ

ǼsrrG ᰴࡀ SRB の୰㛫యを生ྜᡂしているྍ能性ࢀࡽ࠼⪄ࡀたࡇࡑࠋで㸪 30L ᇵ㣴ᾮの㓑㓟࢚チルᢳ

ฟ物を࢝ラ࣒によࡗて⢭〇し㸪バイオࢭࢵ࢔イを⾜ࡇ࠺とで୰㛫యのྲྀᚓとᵓ㐀決ᐃをヨࡳたࠋ 
本発⾲ではࡽࢀࡇの⤖ᯝをሗ࿌するࠋ 
 

 

 

 
㹂㸫10 ア䝌キシアルケン化合物 KA57-Aの生合ᡂゎᯒ 

ᓊ本ᣅஓ，ᅧṊ༤ᩥ，Yosi Nindita，ᮌ᲍㝧ᗣ，⚟本 ᩔۑ 1， 
Ᏻ㰺ὒḟ㑻 1，Ⲩᕝ㈼἞（広島大㝔・ඛ➃物㉁，1東㑥大・⸆） 
 

 

࠙┠ⓗࠚ 
 ᨺ⥺⳦ Streptomyces rochei 7434AN4 ᰴは㸪㏻ᖖᇵ㣴において㸰ࡘのࢣ࣏ࣜチドᢠ生物質ランࢧ࢝イジン

（LC）およࡧラン࣐࢝イࢩン（LM）を୺に生⏘するࠋLC・LM 生ྜᡂ㑇ఏᏊおよࡧ㌿෗ࣜプレࢧࢵー㑇

ఏᏊ srrB にኚ␗をຍ࠼た୕㔜◚ቯᰴ (ǻsrrB ǻlkmE ǻlkcF-KR1) では㏻ᖖ㠀生⏘の࢔ࢩ࢟ࢰ࢔ルࢣン化ྜ

物 KA57-A の生⏘ࡀ☜ㄆでࡁ㸪㑇ఏᏊᕤ学によるఇ╀஧ḟ௦ㅰのぬ㓰にᡂຌしたࠋ本化ྜ物はࢩ࢟ࢰ࢔

⤖ྜを᭷しておࡾ㸪㏆ᖺ࢔ࢩ࢟ࢰ࢔ルࢣン化ྜ物 (maniwamycin) において Quorum Sensing 㜼ᐖά性を♧

したሗ࿌ࡀさࢀておࡾ㸪生ྜᡂࡸ生理ά性のほⅬかࡽ大ኚ⯆࿡῝いࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ 
 本化ྜ物は C10H20N2O3の࢔ࢩ࢟ࢰ࢔ルࢣン化ྜ物でࡾ࠶㸪Quorum Sensing 㜼ᐖά性を ᐃしたとࢁࡇ㸪

Chromobacterium violaceum を IC50㸻500 Pg/ml の⃰ᗘで㜼ᐖするࡇとࡀศかࡗたࠋさࡽに㸪ḟୡ௦ࢩーク

㸪S. viridifaciensࡽー解ᯒかࢧン࢚ ⏤᮶のࢩ࢟ࢰ࢔化ྜ物 valanimycin 生ྜᡂクラࢱࢫー (vlm) と㧗い┦ྠ

性を♧すクラࢱࢫーࡀ S. rochei ᰁⰍయ上に᳨ฟでࡁたࡇࡑࠋで KA57-A 生ྜᡂ⤒㊰において Hexylamine 
の水㓟化཯ᛂに関୚する azxH 㑇ఏᏊの◚ቯᰴをᵓ⠏し௦ㅰ⏘物解ᯒを⾜ࡗたとࢁࡇ㸪本㑇ఏᏊ⏘物の

生ྜᡂ࡬の関୚ࡀ明ࡽかにࡗ࡞たࠋ本発⾲では azxH 㑇ఏᏊ◚ቯᰴにຍ࠼㸪ࢼ࢟ーࢮ㸪⦰ྜ酵素࡝࡞の㑇

ఏᏊ◚ቯᰴの௦ㅰ⏘物解ᯒにࡘいてࡶሗ࿌するࠋ 
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㹂㸫11 Streptomyces rochei ኚ␗ᰴࡀ㧗⵳✚ࢻࢳࢣ࣏ࣜࡿࡍ化合物ࡢ生合ᡂゎᯒ 
  ᒣᡭ┤㈗，∦ᒸ៧♸，<RVL 1LQGLWD，ᮌ᲍㝧ᗣ，Ⲩᕝ㈼἞ۑ

（広島大㝔・ඛ➃物㉁） 
 

 

࠙┠ⓗ  ࠚ ᨺ⥺⳦ Streptomyces rochei 7434AN4 ᰴは୺に 2 イジン（LC）ࢧ࢝チドᢠ生物質ランࢣ࣏ࣜのࡘ
およࡧラン࣐࢝イࢩン（LM）を生⏘するࠋᙜ研究ᐊでは㸪LC 生ྜᡂ研究の୍⎔で生ྜᡂ㑇ఏᏊの◚ቯ

ᰴをከᩘᵓ⠏しているࡑࠋの୰で lkcA 㑇ఏᏊ◚ቯᰴ (FS18 ᰴ) は LC を生⏘ࡎࡏ㸪࣌ン࣐ࢱイࢩンとࢩ

トレオジオールを㐣๫生⏘していたࡇࡑࠋで本研究では㸪୧化ྜ物の生ྜᡂ㑇ఏᏊクラࢱࢫー（pem㸪ctr）
の特ᐃと㑇ఏᏊᨵኚによるᵓ㐀ከᵝ化を┠ᣦすࠋ�
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ 
ձ ࢩトレオジオール生ྜᡂ㑇ఏᏊの特ᐃおよࡧ生物ά性 
オレオジオール生ྜᡂには㸱ศᏊのࢩ  S-ࢹ࢔ノࢩル࣓チオニンの関୚ࢀࡽ࠼⪄ࡀるため㸪C-࣓チル基

㌿⛣酵素ྵࡀまࢀる PKS 㑇ఏᏊクラࢱࢫーを⢭ᰝしたとࢁࡇ㸰ࡘぢฟしたࠋま࣌ࡎン࣐ࢱイࢩン生ྜᡂ

㑇ఏᏊクラࢱࢫー㏆ഐの SRO_7330 㑇ఏᏊの◚ቯᰴをస〇したྲྀࠋᚓしたኚ␗ᰴ (NY01 ᰴ) をぶᰴとẚ

㍑したとࢁࡇ㸪ࢩトレオジオールの生⏘ࡀኻࢀࢃておࡾ㸪ࢩトレオジオール生ྜᡂ࡬の関୚ࡀ♧၀さࢀたࠋ

ղ ࣌ン࣐ࢱイࢩン生ྜᡂにおࡅる水㓟化酵素の機能解ᯒ 
 pem クラࢱࢫー上において 3 のࡘ P450 水㓟化酵素（pemC㸪pemD㸪pemI）ࡀぢฟさࢀ㸪ྛ࣌ࠎン࣐ࢱ

イࢩンࢣ࣏ࣜチドの C26㸪C1 㸪̓C14 ఩の水㓟化に関୚するࡇとࡀ♧၀さࢀたࠋ⌧ᅾ㸪ࡽࢀࡇの㑇ఏᏊ◚

ቯᰴをᵓ⠏し㸪水㓟基の生ྜᡂ㡰ᗎࢹࡸオ࣌ࢩ࢟ン࣐ࢱイࢩンの生物ά性を解ᯒしているࠋ 
 

 

 
㹂㸫12 ᕼᑡ⢾ D-࣮ࣀࣅࣛ࢔ス生⌮άᛶ࣓ࡢ࣒ࢬࢽ࢝ゎ᫂㸫ゎ⢾⣔㓝⣲ࡢ࡬㜼ᐖάᛶ 

ᑠᒣ㯞⌮Ꮚ，᪂㇂▱ஓۑ 1，బ⸨ṇ㈨（㤶ᕝ大・農，1ឡ፾大㝔・㐃合農） 
 
 

 

࠙┠ⓗ は㸪ᕼᑡ⢾ࡽ⪅₇ࠚ D-࢔ラࣅノーࢫ (D-Ara) ࡀ⥺⹸ Cenorhabditis elegans のᡂ㛗を㜼ᐖするࡇとを

ሗ࿌しているࠋしかし㸪ࡑのస⏝࣓࢝ニ࣒ࢬは明ࡽかでは࡞いࠋD-Ara のᡂ㛗㜼ᐖά性は D-フルクトー

ࡽとかࡇのࡇࠋい࡞ࢀ消さࡕῧຍではᡴ (D-Glc) ࢫルコーࢢ-㸪Dࡀるࢀ消さࡕῧຍでᡴ (D-Fru) ࢫ D-Ara
の௦ㅰ物ࡑるいは࠶） D-࢔ラࣅノーࢫ 5-ࣜン㓟（D-Ara-5P））は㸪解⢾⣔酵素で࠶るࢼ࢟ࢯ࢟࣊ーࢮ (HXK)
とࢢルコーࣜࢫン㓟イ࣓ࢯラーࢮ (GPI) にᑐして㜼ᐖά性をྍࡘࡶ能性࠶ࡀると⪃࠼たࡇࠋの௬ㄝを᳨

ドするため㸪まࡎᕷ㈍の酵ẕ⏤᮶酵素を⏝いてணഛヨ㦂を⾜ࡗ࡞たࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ ձHXKࠚ 㜼ᐖᐇ㦂㸸基質 D-Glc と ATP㸪㜼ᐖ๣ D-Ara㸪酵ẕ HXK (Sigma)㸪MgCl2を Tris-HCl
⦆⾪ᾮ୰で཯ᛂさࡏた (pH 7.5, 30Υ)ࠋ生ᡂした ADP を HPLC でᐃ㔞し㸪཯ᛂを解ᯒした⤖ᯝ㸪D-Ara は
酵ẕ HXK を㜼ᐖし࡞いࡇとࡀ明ࡽかにࡗ࡞たࠋまた㸪D-Ara 酵ẕࡀ HXK の基質に࡞ࡽ࡞いࡇとࡶ☜ㄆ

したࠋղGPI 㜼ᐖᐇ㦂㸸基質 D-Glc-6P㸪㜼ᐖ๣ D-Ara-5P㸪酵ẕ GPI (Sigma) を Tris-HCl ⦆⾪ᾮ୰で཯ᛂさ

㸪生ᡂした(pH 7.5, 30Υ) ࡏ D-Fru-6P をࢫࢩテイン࢝ルバࢰールἲで᳨ฟし㸪཯ᛂを解ᯒしたࡑࠋの⤖ᯝ㸪

D-Ara-5P は酵ẕ GPI を㜼ᐖするࡇとุࡀ明した (IC50: 3.66 mM)ࠋ㝧性ᑐ↷として⏝いた GPI 㜼ᐖ๣ ࣍-6
ルコン㓟のࢢ࣍ࢫ IC50は 1.66 mM でࡗ࠶たࠋD-Ara は⣽⬊ෆでࣜン㓟化さࢀ D-Ara-5P とࡾ࡞㸪GPI を㜼

ᐖするࡇとで⢾௦ㅰをᢚไし㸪⤖ᯝとしてᡂ㛗㜼ᐖをᘬࡁ㉳ࡇすとい࣓࢝࠺ニࡀ࣒ࢬ᥎ さࢀたࠋ 
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㹂㸫13 ș-N-Acetylglucosaminidase 㜼ᐖ物㉁ TMG-chitotriomycin 㢮⦕యࡢ LC-MS ࡼ࡟

 ウ᳨ࡢᵓ㐀ࡧࡼ࠾Ᏻᐃᛶࡿ
ῡ ຬ，ῦᑿ᪸ᖹ，Ỉ⏣㞝大，⚄ᓮ ᾈ，ோᡞ⏣↷ᙪ（ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨）⏣ۑ

 
 

࠙⫼ᬒࠚᨺ⥺⳦ Streptomyces anulatus のᇵ㣴ᾮ୰かࡽș -N-acetylglucosaminidase 㜼ᐖ物質で࠶る

TMG-chitotriomycin (HU-1) ࡀᙜ研究ᐊにおいてぢฟさࢀたࠋさࡽに HU-1 の特ᚩⓗ࡞プロࢲクトイオン

を฼⏝した LC-MS/MS ศᯒによࡾ本⳦ᰴᇵ㣴ᾮ୰かࡽ HU-1 のジࢭ࢔チルయと⪃ࢀࡽ࠼る㢮⦕య KA-1
と㸪ࣔノࢭ࢔チルయと⪃ࢀࡽ࠼る㢮⦕య KA-2 KA-2ࠋたࢀぢฟさࡀ は 1H-NMR によࡾᵓ㐀ࡀ᥎ᐃさࢀて

いるࡀ㸪ࡽࢀࡇの㢮⦕యは༢㞳後㸪⬺ࢭ࢔チル化によࡾ HU-1 とኚ化するため㸪KA-1࡬ のᵓ㐀解ᯒは㐍

るࡅているため㸪本研究ではྛ⢭〇ẁ㝵におࢀ၀さ♧ࡶのኚ化は⢭〇㐣⛬においてࡇࠋい࡞でいࢇ KA-1, 
KA-2, HU-1 の┦ᑐᏑᅾẚを LC-MS ศᯒによࡾồめ㸪KA-1 のᏳᐃ性にࡘいて᳨ウを⾜ࡗたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ本ᇵ㣴ᾮをά性Ⅳ࢝ラ࣒㸪㝧イオン஺᥮࢝ラ࣒㸪⬺ሷのためのά性Ⅳ࢝ラ࣒に౪し KA-1
の⢭〇を⾜ࡗたྛࠋ⢭〇後ヨᩱにࡘいて LC-MS ศᯒを⾜い㸪KA-1㸪KA-2㸪HU-1 の┦ᑐᏑᅾẚをồめた

⤖ᯝ㸪ᇵ㣴ᾮかࡽ㝧イオン஺᥮࢝ラ࣒後までは㸪いࢀࡎの⢭〇ẁ㝵においてࡶ KA-1 の┦ᑐᏑᅾẚは 93%
௨上でࡗ࠶た୍ࠋ ᪉㸪⬺ሷのためのά性Ⅳ࢝ラ࣒による⢭〇㸯日後の KA-1 の┦ᑐᏑᅾẚは 87%でࡗ࠶たࠋ

ࡽとかࡇのࡇ KA-1 は⬺ሷのためのά性Ⅳ࢝ラ࣒後において㸪よࡾ୙Ᏻᐃと࡞るྍ能性ࡀ♧၀さࢀたࠋま

た㸪KA-2 は LC-MS ศᯒにおいて㸪࢔ノ࣐ーศ㞳によࡾ㸰ࡘのࣆークとして᳨ฟさࢀるはࡎで࠶るࡀ㸪

㸱ࡘのࣆークとして☜ㄆさࢀたࡇࡑࠋでࡽࢀࡇ㸱ࡘのࣆークにࡘいて LC-MS/MS ศᯒを⾜い㸪プロࢲク

トイオン࣌ࢫクトルの解ᯒを⾜ࡗたとࢁࡇ㸪KA-2 には㸰ࡘの␗性యࡀᏑᅾするࡇとࡀ明ࡽかとࡗ࡞たࠋ
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㹃㸫㸯 E. arvense ࢻ࢙ࣞࣇキࢩンࢺ࢖ࢼ࢜ࢳࢪࡢ㑏ඖࡿࡼ࡟ᵓ㐀ኚ化 
᫂大，㔠 ᐂዺ⏣⸩ۑ 1，ᰩᰨ※Ⴙ 1，ᡭ島ᆂ୕ 
（広島大㝔・生物圏，1㜰大・⺮ⓑ研） 
 

 

࠙┠ⓗ  ࠚ フ࢙レドࢩ࢟ン（Fd）はⴥ⥳యチラコイド⭷のග化学⣔Ϩかࡽ㟁Ꮚをཷࡾྲྀࡅ㸪୺に Fd-NADP+

㑏ඖ酵素（FNR）に㟁Ꮚを౪୚するࢱンࣃク質で㸪෇࡞⁥㟁Ꮚఏ㐩のため㓟化㑏ඖ≧ែで FNR とのぶ࿴

性ࡀ⣙ 20 ಸ␗࡞るࡑࠋのᵓ㐀ⓗせᅉを明ࡽかにするために㸪ジチオࢼイトによࡾ㑏ඖᆺ Fd をㄪ〇して㸪

␗✀᰾ከḟඖ NMR  ᐃを⏝いて㓟化㑏ඖによる Fd のᵓ㐀ኚ化に関する᝟ሗをᚓたのでሗ࿌するࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ  ࠚ Fd は㓟化㑏ඖ㟁఩ࡀ㸫400mV とపࡃ⁐Ꮡ㓟素࡬㟁Ꮚࣜࡀークする࡝࡞㑏ඖᆺࡀ୙Ᏻᐃ

で࠶るので㸪E. arvense Fd I の 15N-およࡧ 15N, 13C-ラ࣋ル化యを⏝いて㸪᎘Ẽチࣕンバーෆでのジチオࢼ

イト㑏ඖによる㑏ඖᆺ Fd のᏳᐃ性をまࡎㄪ࡭たࣔࠋルẚ（ジチオࢼイト/ Fd）ࡀ 1.3 よࡶࡾ㧗࡞ࡃると㸪

᎘Ẽヨᩱ⟶による 1H-15N HSQC  ᐃのྛࣆークは᫬㛫ととࡶにラン࣒ࢲコイルを♧す఩⨨に㞟まࡾ㸪

[2Fe-2S]クラࢱࢫーࡀእࢀてኚ性するࡇとࢃࡀかࡗたࡇࠋのኚ性による Fd の༙ῶᮇはࣔルẚ㸱と㸲のሙ

ྜ㸪25Υでࢀࡒࢀࡑ 31 と 22 ᫬㛫でࡗ࠶たࢀࡇࠋかࡽ㸪㐣๫のジチオࢼイトで㑏ඖᆺ Fd を⥔ᣢで࡞ࡁい

ルẚࣔࠋたࡗかࢃࡀとࡇ 1.3 で㑏ඖᆺ Fd はࡰ࡯ 100㸣の≧ែࡀ 25Υで⣙ 13 ᫬㛫⥔ᣢさࢀ㸪 ᗘを 18Υ
にୗࡆると⣙ 33 ᫬㛫⥔ᣢさࢀたࡰ࡯ࠋ 100㸣の㑏ඖᆺ Fd ࡀ 10 ᫬㛫௨上⥔ᣢさࢀる᮲௳ୗでྛ✀ከḟඖ

NMR ᐃを⾜い㸪[2Fe-2S]クラࢱࢫー௜㏆（Leu24, Gly48, Lys49, Gly60と Ile79）とCᮎ➃㡿ᇦ（His89, Lys90, 
Glu91, Glu92, Leu94 と Phe95）の࣑࢔ノ㓟ṧ基の化学ࢩフトࡀ大ࡃࡁኚ化するࡇとࢃࡀかࡗたࢀࡇࠋかࡽ㸪

Fd の FNR との┦஫స⏝㒊఩の㸯ࡘで࠶る C ᮎ➃㡿ᇦのᵓ㐀ࡀ㑏ඖによࡾኚ化するࡇとࡀ♧၀さࢀたࠋ 
 

 

 
㹃㸫㸰 ࣜࢺ࣡ࢽ༸ⓑࢱンパࢡ㉁ Ovalbumin-related protein X Ꮡ࡟㫽㢮ࡢ௚ࡣࢢࣟࣔ࣍ࡢ

ᅾ࠿ࡢࡿࡍ 
బ⸨ຍዉᜨ，㉥⃝㝯ᚿۑ 1, 2，ᑠᕝ㞞ᘅ 
（㤶ᕝ大・農，1㤶ᕝ大㝔・農，2ឡ፾大㝔・㐃合農） 

 

࠙┠ⓗࠚニワトࣜ༸ⓑにはオボ࢔ル࣑ࣈンの࣑࢔ノ㓟㓄ิと 62%の┦ྠ性をᣢࢱࡘンࣃク質

Ovalbumin-related protein X (OVAX) ࡀᏑᅾするࠋOVAX はࣜࣃ࣊ンに⤖ྜするࡇとかࡽ生理機能に関୚し

ているࡇとࢀࡽ࠼⪄ࡀる୍ࠋ᪉㸪ニワトࣜ௨እの㫽㢮の༸ⓑに OVAX かにࡽᏑᅾするかは明ࡀࢢロࣔ࣍

の༸ⓑ୰に࢘チョࢲࡧラཬࢬ࢘で本研究ではࡇࡑࠋい࡞ていࡗ࡞ OVAX Ꮡᅾするかྰかを明ࡀࢢロࣔ࣍

 ࠋとを┠ⓗとしたࡇかにするࡽ
࠙⤖ᯝ・⪃ᐹࢬ࢘ࠚラ[Coturnix japonica]㸪ࢲチョ࢘[Struthio camelus]の༸ⓑかࣜࣃ࣊ࡽン⤖ྜᶞ⬡を⏝い

てࣜࣃ࣊ン⤖ྜࢱンࣃク質をศྲྀしたࠋニワトࣜ OVAX をᢠཎとしてస〇した OVAX ルᢠࢼクロー࣏ࣜ

యを⏝いてࢬ࢘ラཬࢲࡧチョ࢘のࣜࣃ࣊ン⤖ྜࢱンࣃク質の Western blotting を⾜ࡗた⤖ᯝ㸪OVAX のศ

Ꮚ㔞とྠࡌ 50 kDa ௜㏆にバンド᳨ࡀฟさࢀた᳨ࠋ ฟさࢀたࢬ࢘ラの 50 kDa のࢱンࣃク質の㒊ศ࣑࢔ノ㓟

㓄ิを㸪MALDI-TOF-MS/MS を⏝いて解ᯒしたとࢁࡇ㸪ࢬ࢘ラのࢤノ࣒かࡽ᥎ᐃさࢀたࢱンࣃク質

OVAX-like isoform X1 (XP_015709960.1) のෆ㒊࣑࢔ノ㓟㓄ิと୍⮴したࡇࠋのࡇとかࢬ࢘ࡽラには OVAX
㸪ࡀい࡞てい࠼⤊ノ㓟㓄ิの解ᯒを࣑࢔いては㒊ศࡘに࢘チョࢲࠋたࡗかࢃࡀとࡇᏑᅾするࡀࢢロࣔ࣍

と㸪OVAXࡇࡘン⤖ྜ能をᣢࣜࣃ࣊ ᢠయと཯ᛂしたࡇとよࢬ࢘ࡾラとྠᵝに OVAX ♧ࡀのᏑᅾࢢロࣔ࣍

၀さࢀたࢬ࢘ࠋラཬࢲࡧチョ࢘の༸ⓑにࣜࣃ࣊ࡶンと⤖ྜする OVAX 㸪ࡽとかࡇᏑᅾしたࡀࢢロࣔ࣍

OVAX は㐍化の㐣⛬でཷࢀࡀ⥅ࡅてࡁたྍ能性ࡀ᥎ᐹさࢀたࠋ 
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㹃㸫㸱 ኳ↛⏤᮶◲㓟ከ⢾ࡿࡼ࡟᪂つࢱンパࢡ㉁จ㞟ᢚไ物㉁ࡢ᥈⣴ 
 （大・食物ᰤ㣴▷ࣟࣇᏱ部）୸㝯⾜，ᯇ෠┤฼▼ۑ
 
 

 

࠙┠ⓗࠚ⺮ⓑ質はຍ⇕➼によࡾኚ性し㸪しࡤしࡤⓑ⃮จ㞟をᘬࡁ㉳ࡇすࠋ௨๓の研究で㸪ᵝ࡞ࠎ⺮ⓑ質

にࢫ࢟ࢹトラン◲㓟（DS）をῧຍするࡇとで㸪ຍ⇕によるⓑ⃮จ㞟をᢚไでࡁるࡇとをሗ࿌しているࠋ

ランⓑᏊの࢕ルフ࣏ࡧンཬࢲン㸪フコイࢼーࢠラ࢝ン㸪コンドロイチン◲㓟㸪ࣜࣃ࣊で本研究ではࡇࡑ

㸳✀の◲㓟ከ⢾に DS とྠᵝにᵝ࡞ࠎ⺮ⓑ質にᑐしⓑ⃮จ㞟ᢚไ能ຊ࠶ࡀるのかㄪ࡭たࠋ 
࠙᪉ἲࢹࣔࠚル⺮ⓑ質として㸪オボ࢔ル࣑ࣈン (OVA)㸪ȕ‐ラクトࢢロࣜࣈン (ș-LG)㸪オボトランࢫフ

ࠋチン (TAU) の㸲✀㢮を⏝いたྛ࣐ーࢯン (OT)㸪࢙ࣜ ⺮ⓑ質⁐ᾮの pH は᭱ࡶจ㞟しࡸすい➼㟁Ⅼ௜㏆

にㄪ〇したྛࠋ⺮ⓑ質にᑐし㸪ྛ✀◲㓟ከ⢾を⤊⃰ᗘ 0.05㸣に࡞るよ࠺にῧຍし㸪80Υ㸪10 ศຍ⇕後㸪

ⓑ⃮จ㞟ᢚไ能のほᐹཬࡧศᏊᙧែを解ᯒしたࠋ 
࠙⤖ᯝཬࡧ⪃ᐹࠚDS をコントロールとし㸪ⓑ⃮จ㞟ᢚไ能をẚ㍑したࠋ⤖ᯝ㸪ࣜࣃ࣊ンࡀ DS とྠ⛬ᗘ

のจ㞟ᢚไ能をᣢࡗていたࠋ௚の◲㓟ከ⢾では࢝ラࢠーࢼン㸪フコイࢲン㸪コンドロイチン◲㓟の㡰で

ると㸪㧗ศᏊ化ᢚไ能は࡭ຍ⇕後のศᏊᙧែをㄪࠋたࡗ࠶ DS㸪ࣜࣃ࣊ン=࢝ラࢠーࢼン㸪フコイࢲン㸪

コンドロイチン◲㓟の㡰␒でࡗ࠶たࠋຠᯝの㧗かࡗたࣜࣃ࣊ン㸪࢝ラࢠーࢼン㸪フコイࢲンに⤠ࡾ㸪ⓑ

⃮จ㞟ᢚไຠᯝ࠶ࡀる᭱ప⃰ᗘをㄪ࡭たࠋ⤖ᯝ㸪DS とࣜࣃ࣊ンྠࡀ⛬ᗘの⃰ᗘでจ㞟ᢚไ能を♧したࡀ㸪

フコイࢲン㸪࢝ラࢠーࢼンはよࡾ㧗⃰ᗘᚲせでࡗ࠶たࠋ௨上の⤖ᯝかࡽ㸪DS とࣜࣃ࣊ンྠࡀ⛬ᗘのⓑ⃮

จ㞟ᢚไ能をᣢࡀࡘ㸪௚の◲㓟ከ⢾は DS とẚ㍑するとจ㞟ᢚไ能ࡸࡸࡀపいࡇとࡀ♧၀さࢀたࠋ 
 

 

 
㹃㸫㸲 ࢝ࣜࢩ⢏Ꮚᙧᡂಁ㐍ࢱンパࢡ㉁͆ࢩࣛࢢン͇ࡢᵓ㐀࡜ᛶ㉁ 

す⨾ᬛె，ᑠᯘ大㉳ۑ 1，⨾⸨཭༤，᭷㤿஧ᮁ，ΎỈඞᙪ 2 
（㫽ྲྀ大・農，1㫽ྲྀ大㝔・農，2㫽ྲྀ大・CoRE） 
 

 

࠙┠ⓗࠚᾏ⥥ື物㛛භᨺᾏ⥥⥘࢝イロ࢘ドࢶࢣ࢘の࢝ࣜࢩ㦵᱁୰よࡾ発ぢさࢀた͆ࢢラࢩン͇は㸪His に
ᐩࡴ水⁐性ࢱンࣃク質でࡾ࠶㸪His・Asp にᐩࡴ HD 㡿ᇦ㸪Pro にᐩࡴ P 㡿ᇦ㸪His・Thr にᐩࡴ HT 㡿ᇦࡀ

spacer をᣳࢇで⧞ࡾ㏉さࢀるᵓ㐀を特ᚩとし㸪௚のࢱンࣃク質との┦ྠ性をࡶた࡞いࢢࠋラࢩンはᖖ ・

୰性᮲௳ୗでࢣイ㓟か࢝ࣜࢩࡽ⢏Ꮚのᙧᡂをಁ㐍するため㸪ࡇの性質を฼⏝した᭷⏝ࢱンࣃク質のࣜࢩ

ᙧᡂ能のస⏝機ᗎはᮍ解明で࢝ࣜࢩンのࢩラࢢ᪉で㸪୍ࠋールとしてのᛂ⏝を᳨ウしているࢶᅛᐃ化࢝

る特ᚩをࢀࡽ࠼⪄ᙧᡂ能と関ಀすると࢝ࣜࢩンのࢩラࢢ㸪ࡸンのᵓ㐀ⓗ特ᚩࢩラࢢ本発⾲では㸪ࠋる࠶

ぢฟしたのでሗ࿌するࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ大⭠⳦で発⌧さࡏた⤌᥮ࢢ࠼ラࢩンを⏝いた CD クトル解ᯒと࣌ࢫ Chou-Fasman ἲによ

る஧ḟᵓ㐀ண かࡽ㸪ࢢラࢩンはኳ↛≧ែで大㒊ศࡀラン࣒ࢲコイルで୍㒊にșࢩート・Șࢵࣜ࣊クࢫ

の୧᪉をྵࢱࡴンࣃク質で࠶るࡇとࡀศかࡗたࢀࡇࠋよࡾ㸪ࢢラࢩンはኳ↛ኚ性ࢱンࣃク質の୍✀で࠶

るྍ能性ࡀᾋ上したࠋᬑ㏻ᾏ⥥⥘かࡽぢࡘかࡗている࢝ࣜࢩᙧᡂಁ㐍ࢱンࣃク質࢝ࣜࢩテインࡀ㸪ࢫࢩ

テインプロテ࢔ーࢫࢮーࣃーフ࣑ࣜ࢓ーの୍ဨで㸪ࡑのά性に❧యᵓ㐀ࡸ特ᐃの࣑࢔ノ㓟ࡀ㔜せで࠶る

ルとΰྜし㸪10ࢤ࢝ࣜࢩンをࢩラࢢ࠼また㸪⤌᥮ࠋる࠶ととᑐ↷ⓗでࡇ ศ後に上Ύとࢤ࢝ࣜࢩルをศ㞳

し SDS-PAGE でศᯒしたࢢࠋラࢩンはࢤ࢝ࣜࢩルの⏬ศにྵまࢀておࡾ㸪ࡇの⤖ᯝはࢢラࢩン࢝ࣜࢩࡀ

にᑐし㧗いぶ࿴性を᭷するࡇとを♧၀しているࠋ 
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㹃㸫㸳 ᾏὒ⏤᮶Luteolibacter algae H18ࢲ࢖ࢥࣇࡢンపศᏊ化㓝⣲ࡿࡅ࠾࡟一ḟᵓ㐀ࡢ

᪂つᛶ 
Ⲩ஭Ⰻோ，㛗ᑿ㐩ᙪۑ 1, 2，ᑠᯇྐె 1，ඵᮌᑑᱻ 3，㕥ᮌᏹ࿴ 1，大ᇛ 㝯 1 

（㫽ྲྀ大㝔・ᣢ♫๰科，1㫽ྲྀ大㝔・ᕤ，2日本࢘ࢥࢵࢪ（ᰴ），3㫽ྲྀ大・GSC）

 

࠙┠ⓗ  ࠚ フコイࢲンとは⸴㢮➼にྵまࢀる◲㓟化ከ⢾㢮でࡾ࠶㸪ᢠ࢞ンస⏝㸪⭈୙඲㜵Ṇ࡝࡞་学ⓗに

᭷⏝࡞ാࡁをࠋࡘࡶᙜ研究ᐊでは㸪オࢼ࢟ワࣔࢬク⏤᮶フコイࢲンの生理ά性とᵓ㐀との関㐃の解明を

┠ⓗとした研究をしておࡾ㸪ࡑのためには㸪フコイࢲンをຍ水ศ解する酵素の฼⏝ࡀ᭷ຠで࠶ると⪃࠼

たࡇࡑࠋで㸪フコイࢲン資化性⣽⳦ Luteolibacter algae H18 ᰴかࡽオࢼ࢟ワࣔࢬク⏤᮶フコイࢲンのపศ

Ꮚ化酵素を⢭〇し㸪ࡑの酵素㑇ఏᏊの特ᐃを⾜࠺ととࡶに㸪୍ḟᵓ㐀を᪤▱᝟ሗとẚ㍑᳨ウしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ H18 ᰴ⏤᮶のフコイࢲンపศᏊ化酵素㑇ఏᏊを特ᐃするために㸪野生ᰴかࡽの⢭〇を⾜

い㸪N ᮎ➃࣑࢔ノ㓟㓄ิを特ᐃしたࡑࠋして㸪H18 ᰴのドラフトࢤノ࣒ DNA ᝟ሗを基に㸪ࡑの㓄ิをコ

ードする୍ࡘの ORF をぢฟしたࠋ本酵素の࣑࢔ノ㓟㓄ิにᑐして BLAST ᳨⣴を⾜ࡗたとࢁࡇ㸪┦ྠ性

の㧗いࢱンࣃク質のከࡃは機能ᮍ▱で㸪࢔ノテーࢩョンさࢀた୰で᭱ࡶ┦ྠ性ࡀ㧗いࡶのでは㸪

Sphingomonos sanguinis ⏤᮶の glycosyl hydrolase (┦ྠ性 26%) でࡗ࠶たࠋ௒までにフコイࢲンపศᏊ化酵

素㑇ఏᏊのሗ࿌は㸳౛しか࡞いࡽࢀࡑࠋは Mariniflexile fucanivorans, Formosa algae のᾏὒ⣽⳦⏤᮶で࡝࡞

㸪඲てࡾ࠶ GH フ࣑ࣜ࢓ー107 にᒓしているࡽࢀࡇࠋ㸳✀と本酵素の┦ྠ性をẚ࡭てࡳたとࢁࡇ㸪ࢀ࡝

ࡶ 25㸣௨ୗのపい┦ྠ性しか♧さ࡞かࡗたࠋまた㸪୍ḟᵓ㐀かࡽ本酵素を GH フ࣑ࣜ࢓ーにᖐᒓさࡏよ

るྍ能性࠶⢾質ຍ水ศ解酵素で࡞᪂つࡀ㸪本酵素ࡾ࡞い⤖ᯝと࡞ᒓさࡶーに࣑ࣜ࢓のフ࡝㸪ࡶとして࠺

 ࠋたࢀ၀さ♧ࡀ
 

 

 
㹃㸫㸴 ࢥ࢖ࢲンࡢⓎⱆ㐣⛬ࢩ✀ྛࡿࡅ࠾࡟ス࢖ࢸンࡢࢮ࣮࢔ࢸࣟࣉⓎ⌧ゎᯒ 

㐀ᜨὸ‮，ዟ⏣໷ὒۑ 1，㎷ ᫂ᙪ 1  

（ᚨ島大㝔・ඛ➃ᢏ⾡，1ᚨ島大㝔・生物㈨※） 
 

 

᳜物ࢫࢩテインプロテ࢔ーࢮ (CP) は㸪発ⱆ㐣⛬におࡅる㈓ⶶࢱンࣃクのศ解㸪ࢭࢵࢿࢭンࢫ㸪生య㜵

ᚚ཯ᛂ࡝࡞ᵝ࡞ࠎ生理⌧㇟に関୚していると⪃ࢀࡽ࠼るࡀ㸪ከࡃの CP は㑇ఏᏊレ࣋ルでの研究に㝈ࡽ

イコࢲるࡅ本研究では㸪発ⱆ㐣⛬におࠋい࡞ていࢀࢃ⾜࡝ルでのస⏝機ᵓの解ᯒはṤ࣋㸪酵素ά性レࢀ

ンᏊⴥ୰の CP の酵素レ࣋ルでの解ᯒをヨࡳたࠋまࡎ発ⱆ㸯㸪㸰㸪㸱㸪㸳㸪㸵日┠のࢲイコンᏊⴥにྵま

るࢀ CP のά性 (Z-FR-MCA ษ᩿ά性) をẚ㍑したࠋ発ⱆ㸰日┠௨㝆はᡂ㛗とඹにቑຍし㸪発ⱆ㸳日┠に

᭱大とࡾ࡞㸪ࡑの後ῶᑡしたࡑࠋのά性⏬ศをᅇ཰し㸪Responsive to Dehydration-19 (RD19)㸪Responsive to 
Desiccation-21 (RD21)㸪Cathepsin B-like Cysteine Protease (CBCP)のᢠయを⏝いてࢱࢫ࢚࢘ンࣈロࢵトで解

ᯒしたࠋRD19 と RD21 は発ⱆ㸱日┠かࡽ発⌧ࡀቑຍし㸪㸳日┠かࡽ㸵日┠にかࡅてᛴ⃭にቑຍしたࠋ

CBCP は発ⱆ㸰日┠かࡽ発⌧ࡀቑຍし㸪௨後は୍ࡰ࡯ᐃの発⌧を♧したࠋCP のά性と mRNA レ࣋ルでの

発⌧解ᯒよࡾ㸪発ⱆึᮇのά性は Germination-specific Cysteine Protease 1 (GCP1) に⏤᮶するࡇとࡀ♧၀さ

RD19ࠋたࢀ と RD21 と CBCP のࢱンࣃクレ࣋ルと mRNA レ࣋ルでの発⌧ኚ化と࡞␗ࡀるࡇとかࡽ㸪⩻

ヂ後ಟ㣭によるά性ไᚚࢀࢃ⾜ࡀ㸪GCP1 は mRNA レ࣋ルでά性ไᚚしていると⪃ࢀࡽ࠼るࠋ 
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㹃㸫㸵 㐟㞳 N-࢝ࣜࢢン (FNGs) ࢱࡢンパࢡ㉁࢕ࢹ࣮࢛ࣝࣇンࢢάᛶࢻ࢖࣑ࣟ࢔࡜⥺⥔

ᙧᡂ㜼ᐖάᛶ࡟ཬࡍࡰ⢾㙐ᵓ㐀ࡢᕪ␗ 
຾部 ㄹ，㜿部⩏ேۑ 1，๓⏣ ᜨ，᳜⏣ ṇ 1，ᮌᮧྜྷఙ 
（ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨，1஑ᕞ大㝔・⸆） 

 

࠙┠ⓗࠚᡃࠎはࣁイ࣐ンノーࢫᆺ FNGs（HMT-FNGs）ࡀኚ性ࢱンࣃク質のṇᖖフ࢛ール࢕ࢹンࢢをಁ㐍

し㸪ࢫ࣑フ࢛ールドࢱンࣃク質のจ㞟を㜼ᐖするࡇとをぢฟしているࠋ本研究では㸪ᑠ⬊య (ER) ୰の

Ꮡᅾを᪤にド明している HMT-FNGs の࣌ࣕࢩロンᵝά性をᵓ㐀・機能┦関のほⅬかࡽ解ᯒしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚFNGs の࣌ࣕࢩロンᵝά性は㸪ᢠయ L 㙐ྍኚ㒊㡿ᇦ vȢ6 のኚ␗య（3Hmut.Wil）をࣔࢹル

ク質に⏝いて㸪FNGsῧຍによるኚ性ࣃンࢱ 3Hmut.Wilの 1H-15N HSQC࣌ࢫクトルኚ化をᣦᶆに解ᯒしたࠋ

FNGs の࣑࢔ロイドᙧᡂᢚไά性は㸪࣑࢔ロイドに特␗ⓗに⤖ྜする⺯ගプローࣈ (Thioflavin T) を⏝い

て㸪FNGs ῧຍによる 3Hmut.Wil の࣑࢔ロイドᙧᡂ㔞ኚ化を ᐃしたࡑࠋの⤖ᯝ㸪GN2 ཬࡧ GN1 ᆺ

HMT-FNGs は⃰ᗘ౫Ꮡⓗにኚ性 3Hmut.Wil をࢿイテࣈ࢕ᵓ㐀࡬とフ࢛ール࢕ࢹンࢢㄏᑟし㸪࣑࢔ロイド

のᙧᡂをᢚไしたࡀ㸪ࡑのά性は GN2 ᆺで特にᙉかࡗたࠋᚑࡗて㸪HMT-FNGs 㑏ඖᮎ➃にᏑᅾする࢟ト

ࠋた୍ࢀ၀さ♧ࡀるྍ能性࠶ロンᵝά性に㔜せで࣌ࣕࢩࡀᵓ㐀ࢫオーࣅ ᪉㸪᳜ 物」ྜᆺ FNGs は࣌ࣕࢩロ

ンᵝά性をṤ࡝♧さࡎ㸪࣑࢔ロイド⥺⥔ᙧᡂにࡶ何ࡽᙳ㡪をཬࡰさ࡞かࡗたࢀࡑࠋにᑐして㸪ື物」ྜ

ᆺ FNGs は࣌ࣕࢩロンᵝά性をṤ࡝♧さ࡞かࡗたࡶのの㸪࢔ࢩル㓟ྵ᭷ FNG は࣑࢔ロイド⥺⥔ᙧᡂをࡴ

しಁࢁ㐍さࡏたࠋ௨上の⤖ᯝは㸪ER ୰でのᏑᅾを明ࡽかにしている HMT-FNGs のࢱࡀࡳンࣃク質フ࢛

ール࢕ࢹンಁࢢ㐍ά性と࣑࢔ロイド⥺⥔ᙧᡂᢚไά性をࡇࡘࡶとを♧しておࡾ㸪ER ୰でのࢱンࣃク質品

質⟶理⣔において FNGs  ࠋているྍ能性を♧၀しているࡗ機能をྖ࡞ᴟⓗ✚ࡀ
 

 

 
㹃㸫㸶 ᢠཎᛶ⢾㙐ࡢከ㔞ㄪ〇ἲ☜❧ࢆ┠ᣦࢥࣀࢣࢱࡓࡋ⢾ࢱンパࢡ㉁⢾㙐ࡢᵓ㐀ゎᯒ 

 㑓༓ኟ，ྂ⏣ె⧊，๓⏣ ᜨ，ᮌᮧྜྷఙ（ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨）⏣ۑ
 
 

 

࠙┠ⓗᡃࠚ ン (Cha o1㸪Cha o3) にࢤレル࢔ⰼ⢊࢟ノࣄࡧン (Cry j1㸪Jun a1) ཬࢤレル࢔ⰼ⢊ࢠࢫは᪤にࠎ
⤖ྜする N-࢝ࣜࢢンᵓ㐀を決ᐃし㸪ⰼ⢊࢔レルࢤンにはඹ㏻して့ஙື物にᑐしてᢠཎ性を♧す᳜物」

ྜᆺ⢾㙐ࡀ⤖ྜしているࡇとを明ࡽかにしている[1-3]ࠋᢠཎ性⢾㙐の⣽⬊性ච␿ά性解ᯒには㸪ࡑの⢾

㙐をከ㔞ㄪ〇する᭷ຠ࡞᪉ἲࡀᚲせとさࢀるࢣࢱࠋノコࡀணഛᐇ㦂ⓗに᭷⏝౪⤥源で࠶るࡇとࡀ♧さࢀ

ていたため㸪本研究ではࢣࢱノコに発⌧さࢀる඲⢾ࢱンࣃク質の⢾㙐ᵓ㐀解ᯒを⾜ࡗたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࢣࢱࠚノコ (732 g) を࣌プࢩン消化㸪㏱ᯒ㸪㝧イオン஺᥮㸪ࢤルࢁ㐣㸪␯水クロ࣐トによ

プチド࣌㙐⢾▷ࡾトによ࣐消化㸪ぶ水クロࢮーࢼクチ࢔の後㸪ࡑࠋプチド (233 mg) をㄪ〇した࣌㸪⢾ࡾ

(15.7 mg) を⢭〇したࠋ⢾㙐ᵓ㐀をྠᐃするため㸪⢾࣌プチドをࣄドラジンศ解後㸪㐟㞳した N-࢝ࣜࢢン

を N-ࢭ࢔チル化し㸪ࣜࣆジル࣑࢔ノ化によࡾ⺯ගᶆ㆑したࠋRP-HPLC ཬࡧ SF-HPLC によࡾ⢾㙐をศ㞳

後㸪ESI-MS ཬࡧ㏲ḟ酵素消化ἲによࡾᵓ㐀解ᯒを⾜ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ㸪ࢣࢱノコ⢾ࢱンࣃク質⢾㙐のṤ࡝

は᳜物」ྜᆺᵓ㐀でࡾ࠶㸪୺せ⢾㙐の⤌ᡂは Man3Xyl1Fuc1GlcNAc2 (32.6%), GlcNAc2Man3Xyl1Fuc1GlcNAc2 
(26.1%)㸪Gal1Fuc1GlcNAc2Man3Xyl1Fuc1GlcNAc2 (9.0%)㸪Gal2Fuc2GlcNAc2Man3Xyl1Fuc1GlcNAc2 (10.0%) で
  ࠋとを♧၀した [4]ࡇる࠶た౪⤥源でࢀᢠཎ性⢾㙐のඃࡀノコࢣࢱの⤖ᯝはࡇࠋたࡗ࠶
[1] Kimura, Y., et al. B. B. B., ��, 137-144 (2005); [2] Maeda, M. et al., B. B. B., ��, 1700-1705 (2005); [3] Osada, 
T., et al. Carbohydr. Res., ��8, 18-23 (2017); [4] Tanabe, C., et al. B. B. B., 8�, 1405-1408 (2017) 
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㹃㸫㸷 キࢦࣜ࢜ࢺ⢾ࢻ࢖࣑ࣟ࢔ࡢ⥺⥔ᙧᡂಁ㐍άᛶ 
ᖹ▼⥤㤶，຾部 ㄹۑ 1，㜿部⩏ே 2，๓⏣ ᜨ 1，᳜⏣ ṇ 2，ᮌᮧྜྷఙ 1 
（ᒸᒣ大・農，1ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨，2஑ᕞ大㝔・⸆） 
 

 

࠙┠ⓗࠚ 㐟㞳 N-࢝ࣜࢢン（FNGs）の生理機能解明研究の㏵上㸪ᡃࠎはࣁイ࣐ンノーࢫᆺ FNGs
（HMT-FNGs）ࡀኚ性ࢱンࣃク質のṇᖖフ࢛ール࢕ࢹンࢢをಁ㐍し㸪ࢫ࣑フ࢛ールドࢱンࣃク質のจ㞟を

㜼ᐖするࡇとをぢฟしている[1,2]ࠋまた㸪HMT-FNGs では㑏ඖᮎ➃にᏑᅾする GlcNAc ṧ基のಶᩘによࡾ

จ㞟㜼ᐖά性の⛬ᗘࡾ࡞␗ࡀ㸪GN1 ᆺ FNGs よࡶࡾ GN2 ᆺ FNGs の᪉ࡀよࡾప⃰ᗘでస⏝するࡇとࡶศ

かࡗているࠋ本研究では㸪FNGs の㑏ඖᮎ➃の GlcNAc ṧ基に╔┠し㸪࣑࢔ロイド⥺⥔ᙧᡂにཬࡰす࢟ト

オࣜࢦ⢾のά性をㄪ࡭た࠙ࠋ ᪉ἲ・⤖ᯝ࢟ࠚチンの㒊ศ㓟ຍ水ศ解によࡾ㸪㔜ྜᗘの␗࡞るᩘ✀の࢟トオ

ク質としてᢠయࣃンࢱルࢹロイド⥺⥔ᙧᡂಁ㐍ά性は㸪࣑ࣔ࢔ࠋ⢾をㄪ〇したࢦࣜ L 㙐ྍኚ㒊㡿ᇦ vȢ6
のኚ␗య（3Hmut.Wil）と࣑࢔ロイド⥺⥔に特␗ⓗに⤖ྜする⺯ගプローࣈ (Thioflavin T) を⏝いて㸪

GlcNAc ཬᩘࡧ✀のྍ⁐性࢟トオࣜࢦ⢾（GlcNAc2㸪GlcNAc3㸪GlcNAc4）ῧຍによる࣑࢔ロイドᙧᡂ㔞

ኚ化を ᐃしたࠋHMT-FNGs は⣙ 5 mM で ࢦトオࣜ࢟ロイド⥺⥔ᙧᡂをᢚไするのにᑐして㸪࣑࢔86%

⢾は GlcNAc ṧ基のᩘに関ࡎࡽࢃ 20 mM で 66%௨上࣑࢔ロイド⥺⥔ᙧᡂをಁ㐍したࠋまた㸪GlcNAc の

GN2ᆺHMT-FNGsࡶࡾGN1ᆺHMT-FNGsよࡧ௨上の⤖ᯝཬࠋたࢀࡽぢࡀロイド⥺⥔ᙧᡂಁ㐍࣑࢔ࡶでࡳ
の᪉࣑࢔ࡀロイド⥺⥔ᙧᡂᢚไにຠᯝⓗで࠶るࡇとかࡽ㸪HMT-FNGs による࣑࢔ロイド⥺⥔ᙧᡂᢚไに

は㸪࣐ンノࢩルオࣜࢦ⢾のぶ水性と࢟トࣅオーࢫの␯水性か࡞ࡽる୧ぶ፹性ࡀᚲせで࠶るࡇとࡀ♧၀さ

 Tanaka., et al., Glycoconj. J. 32, 193 (2015), [2] Katsube, M., et al. 19th Eurocarb, Abstract p299 (2017) [1]ࠋたࢀ
 

 

 
㹃㸫10 ᪂つேᕤ⢾㙐ࢆ࣮࣐࣏ࣜ฼⏝ࢬ࢖ࢲࡓࡋ᰾/⣽⬊㉁ࣞࢳࢡンྠࡢᐃ 

㧗℩⨾✑，๓⏣ ᜨۑ 1，Els JM Van Damme2，ᮌᮧྜྷఙ 1 
（ᒸᒣ大・農，1ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨，2ࢤ・࣮ࢠࣝ࣋ンࢺ大） 
 

 

࠙┠ⓗࠚศ化・ᡂ㛗୰の᳜物⣽⬊には㸪⣽⬊質でࢫ࣑フ࢛ールド⢾ࢱンࣃク質か࢚ࡽンド-ș-N-ࢭ࢔チル

生ᡂした㑏ඖᮎ➃にࡾのస⏝によ（ENGase）ࢮーࢲニ࣑ࢧルコࢢ N-ࢭ࢔チルࢢルコ࣑ࢧン（GlcNAc）
を㸯ṧ基᭷するࣁイ࣐ンノーࢫᆺ㐟㞳 N-࢝ࣜࢢン（HMT-FNGs）ࡀȣM ⃰ᗘで㐢ᅾしているࠋHMT-FNGs
は⬇㍈のఙ㛗ࡸᯝᐇの⇍ᡂをಁ㐍する࣍ルࣔンᵝά性を᭷すると᥎ さࢀているࡶのの㸪生化学ⓗ・ศ

Ꮚ生物学ⓗ࡞ぢᆅかࡽの☜ドはᮍࡔᚓࢀࡽてい࡞いࡇࡑࠋで本研究では㸪⣽⬊質にᒁᅾする HMT-FNGs
として᳜物のศ化・生㛗に関୚する㑇ఏᏊの発⌧を「ルࢼࢢࢩ⢾㙐」᰾/⣽⬊質レクチンと┦஫స⏝しࡀ

ไᚚするとண᝿し㸪ࣁイ࣐ンノーࢫᆺ⢾㙐に⤖ྜする᰾/⣽⬊質レクチンのྠᐃを᪂つேᕤ⢾㙐࣐࣏ࣜー

によࡾヨࡳるࡇとを┠ⓗとした࠙ࠋ ᪉ἲ・⤖ᯝࠚAsn-⢾㙐（Man5ࠥ9GlcNAc2-Asn）はローࣖルࣜࢮー⢾ࢱ

ンࣃク質か࣌ࡽプࢩン消化㸪࢔クチࢼーࢮ消化㸪ࢤルࢁ㐣㸪㏫┦クロ࣐ト㸪ぶ水性クロ࣐トを⤌ࢃྜࡳ

ノ㓟⤌ᡂศᯒと⢾㙐ᵓ㐀解ᯒ（RP-㸪SF-HPLC㸪MS࣑࢔のᵓ㐀はࡑㄪ〇・⢭〇し㸪ࡾとによࡇるࡏ ศᯒ）

によࡾ☜ㄆしたࠋ⢾㙐࣐࣏ࣜーは Asn-⢾㙐の࣑࢔ノ基を࣏ࣜ-Ț-L-ࢢル࣑ࢱン㓟（Ț-PGA）の࢝ルボ࢟

特␗ⓗ⣽⬊質レクチンࢫンノー࣐᪤ሗのࡀー࣐࣏ࣜ⢾㙐ࡎまࠋᡂしたྜࡏル基に⤖ྜさࢩ Morniga M [1]
と⤖ྜするࡇとをࢤルࢁ㐣によࡾ☜ㄆし㸪ḟいで㸪⢾㙐࣐࣏ࣜーࢲࡀイࢬᐇ生⬇㍈⏤᮶ྍ⁐性ࢱンࣃク

質と」ྜయをᙧᡂするࡇとを㸪ࢤルࢁ㐣によࡾ☜ㄆしたࠋ⌧ᅾ㸪⢾㙐࣐࣏ࣜーに⤖ྜしたࢱンࣃク質の

ྠᐃをヨࡳている[1]ࠋ Els JM Van Damme, et al., Plant Physiology, ��0, 757-769 (2002) 
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㹃㸫11 ࢳࢡ࣑ࣞࣝンࡿࡼ࡟ࢺ࣐ࣟࢡ࣮࢕ࢸࢽ࢕ࣇ࢔ࡢ⢭〇ἲ࡜❧☜ࡢ化学ᵓ㐀ゎᯒ 
ᕝୖ♸ె，⦖⏣ⱌᏊ，➉ෆⰋኴۑ 1，๓⏣ ᜨ 2，ᮌᮧྜྷఙ 2 

（ᒸᒣ大・農，1一୸ࢥࣝ࢓ࣇス，2ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨） 
 

 

࠙┠ⓗ ルには࣑⸴⥳ࠚ Tn ᢠཎࡸ TF ᢠཎに特␗ⓗ࡞レクチンࡀᏑᅾするࡇとࢀࡽ▱ࡀているᡃࠋ ℩はࠎ

ᡞෆᾏ⏘の࣑ル（Codium fragile）レクチン（CFL）の⢭〇ἲを☜❧し㸪N-ᮎ➃࣑࢔ノ㓟㓄ิ㸪⢾㙐࢔レ

イによる⢾㙐⤖ྜ特性を明ࡽかにしているࠋ௚✀の࣑ル（Codium barbatum）⏤᮶のレクチン（CBL）に

ࡧ㸪CFL とは⢾㙐⤖ྜ特性ཬ[1] ࡀているࡗ࡞かにࡽ明ࡀノ㓟㓄ิ࣑࢔いては᪤にࡘ N-ᮎ➃࣑࢔ノ㓟㓄

ているため㸪CFL とࡗ࡞␗ᑡしࡀิ CBL は␗࡞るレクチンで࠶ると⪃ࢀࡽ࠼るࡇࡑࠋで㸪本研究では 
CFL の化学ᵓ㐀ཬࡧ⢾㙐⤖ྜ特性のヲ⣽࡞解ᯒを┠ⓗとして⡆᫆⢭〇ἲ☜❧を⾜ࡗたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ࣒㇜ࠚチンࢱンࣃク質には CFL のࣜ࢞ンドで࠶る⢾㙐ࡀᏑᅾするࡇとを明ࡽかにしている

ため㸪ま࢔ࡎクチࢼーࢮ消化によࡾ⢾࣌プチドをㄪ〇し㸪ぶ水性クロ࣐トによる⢾࣌プチド⢭〇を⾜ࡗ

たࠋḟいで㸪ᚓࢀࡽた⢾࣌プチドを CNBr ἲで Sepharose 4B にࢵ࢝プࣜンࢢさ࢔ࡏフ࢕ニテ࢕ーࢤルを

ㄪ〇した（⢾࣌プチド⤖ྜ⋡ ᪉㸪CFL୍ࠋ（95% にࡘいては㸪࣑ル（2.5 kg）かࡽトࣜࢫ⦆⾪ᾮ（pH 8.0）
でࢱンࣃク質をᢳฟ後㸪␯水クロ࣐トによࡾ㒊ศ⢭〇を⾜ࡗたࠋḟいで㸪࣒チン⏤᮶⢾࣌プチドを⤖ྜ

さࡏた࢔フ࢕ニテ࢕ー࢝ラ࣒による CFL ⢭〇をヨࡳたࡑࠋの⤖ᯝ㸪1.5 M◲㓟࢔ンࣔニ࣒࢘⁐ฟ⏬ศ (⣙
1 mg) ཬࡧ 4 M࢔ࢢニジンሷ㓟ሷ（GnHCl）⁐ฟ⏬ศ（⣙ 4 mg）に CFL ࡘの⏬ศにࢀࡎ㸪いࢀᅇ཰さࡀ

いてࡶ㸪N-ᮎ➃ศᯒかࡽ CFL GnHClࠋたࡗ࡞かにࡽ明ࡀとࡇているࢀ༢୍⢭〇さࡀ ⏬ศの CFL にࡘいて

は㸪㏱ᯒἲによࡾレクチンά性のᅇ᚟を☜ㄆした[1]ࠋ Praseptiangga, D. et al., B.B.B., ��, 805-811 (2012)�  
 

 

 
㹃㸫12 ᾏὒᛶ⣽⳦ KUL106  研究ࡿࡍ㛵࡟ࢮ࣮࢔ンࣜࣂࣝ࢘ࡢከ✀㢮ࡿࡍ᭷ࡢ

 ᑠᯘៅኴ㑻，大すᾈᖹ（㧗▱大㝔・農）ۑ
 
 

 

࠙┠ⓗࠚ㧗▱に⮬生する࢔オࢧᒓの⥳⸴㢮で࠶る࢔࣑ࢼ࣑オࢧと࢔࣑ࢼ࣑オノࣜはᵓ㐀の␗࡞る◲㓟化

ከ⢾࢘ルバンを生ᡂするࡇとࡀண᝿さࢀるࠋᡃࠎはࢀࡇまで࢔࣑ࢼ࣑オࢧ⏤᮶の࢘ルバンをศ解するᾏ

ὒ性⣽⳦を᥈⣴し㸪࢘ルバンศ解酵素の解ᯒを⾜ࡗてࡁたࠋ本ᐇ㦂では࢔࣑ࢼ࣑オノࣜ⏤᮶の࢘ルバン

をศ解するᾏὒ性⣽⳦ KUL106 を⏝いたࠋKUL106 は㸪⢒⢭〇した酵素ᾮを⏝いたᐇ㦂で࢔࣑ࢼ࣑オࢧ⏤

᮶の࢘ルバンにᑐしてࡶά性࠶ࡀるࡇとࡀศかࡗているࠋ本研究では KUL106 の᭷する࢘ルバンࣜ࢔ー

 ࠋ酵素の解ᯒを┠ⓗとした࠼と⤌᥮ࢢ㑇ఏᏊのクローニンࢮ
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚドラフトࢤノ࣒解ᯒかࡽ KUL106 はᑡࡃ࡞とࡶ㸲✀㢮の࢘ルバンࣜ࢔ーࢮをᣢࡇࡘとࡀ

ศかࡗたࠋKUL106 の࢘ルバンྵ᭷ᇵᆅでのᇵ㣴上Ύ୰かࡽ⳦యእࢱンࣃク質をㄪ〇し㸪㝜イオン஺᥮ Q
㐣で⃰⦰後㸪SDS-PAGEࢁの⏬ศを㝈እࡑࠋศをศ㞳した⏬ࡘルバンศ解ά性をᣢ࢘を⏝いて࣒ラ࢝ に

౪し KUL106 の⳦ᑐእࢱンࣃク質をศ㞳したࠋ」ᩘのศ㞳ࢱンࣃク質にࡘいて࣌プチドࢫ࣐フ࢕ン࢞ー

プࣜンテ࢕ンࢢἲによྠࡾᐃを⾜ࡗたとࢁࡇ㸪ศᏊ㔞 50 k ௜㏆に㸰✀㢮の࢘ルバンࣜ࢔ー᳨ࡀࢮฟさࢀ

UllA1㸪UllA2 とྡ௜ࡅたࠋUllA1 はࢀࡇまでに研究ᐊで༢㞳さࢀた࢔࣑ࢼ࣑オ࢘ࢧルバンศ解⣽⳦ࡀ᭷

しているࣜ࢔ーࢮと㧗い┦ྠ性を♧したࠋUllA2 は UllA1 と 60%⛬ᗘの┦ྠ性しか♧さࡎ㸪࢔࣑ࢼ࣑オࢧ

ᅾ㸪UllA1⌧ࠋい࡞ルバンศ解⣽⳦にはᏑᅾしてい࢘ と UllA2 をコードする㑇ఏᏊをクローニンࢢし㸪大

⭠⳦で発⌧さࡏた⤌᥮࠼酵素を⏝いて㸪࢘ルバン基質特␗性の解ᯒを⾜ࡗているとࢁࡇで࠶るࠋ 
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㹄㸫㸯 ᾏὒᛶ◲㯤㓟化⣽⳦ Acidithiobacillus thiooxidans SH ᰴ࢜ࢳࣛࢺࢸࡢン㓟ࢻ࢖ࣁ

 研究 ࠥ第㸰ሗࠥࡿࡍ㛵࡟ࢮ࣮ࣛࣟ
 㔠ᑿᛅⰾ，ୖᮧ一㞝（ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨）ۑ
 

 

࠙⫼ᬒと┠ⓗࠚᡃࠎはᙜ研究ᐊにて༢㞳さࢀたᾏὒ性◲㯤㓟化⣽⳦ Acidithiobacillus thiooxidans SH ᰴの

␗化ⓗ◲㯤௦ㅰを解明するために㸪ࡑの㘽酵素の㸯ࡘで࠶るテトラチオン㓟ࣁイドロラーࢮに╔┠し㸪

研究を㐍めているࠋ᪤に本酵素をコードする㑇ఏᏊ（SH-tth）をྠᐃし㸪ࢀࡇの⤌᥮࠼ᆺ酵素（SH-Tth）
によるㅖ性質の᳨ウを⾜ࡗたࠋ௒ᅇは᭦にヲ⣽࡞ SH-Tth の性質᳨ウを⾜い㸪本酵素の特ᚩとࡑの生理ⓗ

ព⩏の解明を┠ⓗとしてᐇ㦂を⾜ࡗたࠋ 
࠙⤖ᯝおよࡧ⪃ᐹࠚ大⭠⳦をᐟ୺として⤌᥮࠼ᆺ SH-Tth をᑒධయとしてᅇ཰した後㸪㓟性 refolding ἲに

よࡗてྍ⁐化し㸪ά性のᅇ᚟を⾜ࡗたࠋ本酵素はศᏊ質㔞 50 kDa のࣘࣈࢧニࢵトかࡽᡂるࢲࣔ࣍イ࣐ー

ᵓ㐀㸪pH 3.0 において᭱ࡶ㧗いά性を♧し㸪1 M NaCl Ꮡᅾୗにおいて⣙ 2.5 ಸά性ࡀ上᪼した୍ࠋ᪉㸪

ῐ水性の Acidthiobacillus ferrooxidans ⏤᮶のྠ酵素（Af-Tth）は NaCl によࡗてά性ࡀ㜼ᐖさࢀるため㸪ࡇ

のよ࡞࠺ά性化は㸪SH-Tth ᆺ࠼᥮⤌ࠋᾏὒ性⣽⳦⏤᮶の酵素の特ᚩを♧しているࡀ SH-Tth によࡗてసᡂ

さࢀたᢠ SH-Tth ᢠయによる Western blot 解ᯒおよࡧ RT-PCR による SH-tth 㑇ఏᏊの発⌧は㸪生⫱基質と

して◲㯤・チオ◲㓟・テトラチオン㓟を⏝いたሙྜ㸪⛬ᗘのᕪはㄆめࢀࡽたࡶのの඲てにおいて☜ㄆで

ῐ水性ࠋたࡁ A. thiooxidans ᶆ‽⳦ᰴでは tth 㑇ఏᏊは㸪◲㯤生⫱⳦యでは発⌧し࡞いࡀ㸪テトラチオン㓟

生⫱⳦యにおいて発⌧するࡇとࡀሗ࿌さࢀているࠋしたࡗࡀて SH ᰴの◲㯤生⫱⳦యでは㸪ᶆ‽⳦ᰴとは

ࡾ࡞␗ SH-Tth  ࠋたࢀࡽ࠼⪄機能しているとࡀ関ಀする◲㯤௦ㅰ⤒㊰ࡀ
 

 

 
㹄㸫㸰 ᾏ⸴ศゎᛶዲ⇕⳦ࡀ᭷ࡿࡍ᪂ወ⢾ຍỈศゎ㓝⣲ࡢゐ፹άᛶ 

஭೺ኴ，ඵᮌᑑᱻ⸩ۑ 1，大ᇛ 㝯，㕥ᮌᏹ࿴ 
（㫽ྲྀ大㝔・ᕤ，1㫽ྲྀ大・ᕤ・GSC） 
 

 

࠙┠ⓗࠚᡃࠎは㸪ᵝ࡞ࠎᾏ⸴ከ⢾㢮を資化でࡁるዲ⇕⳦ Geobacillus thermodenitrificans OS27 を㫽ྲྀ┴ἢ

ᓊかࡽ༢㞳したࠋ本఍では㸪OS27 ᰴࢤノ࣒に特ᚩⓗ࡞⢾ຍ水ศ解酵素㑇ఏᏊの᥈⣴と㸪ࡑの発⌧⏘物ࡀ

᭷するゐ፹ά性にࡘいてሗ࿌するࠋ 
࠙᪉ἲと⤖ᯝࠚOS27 ᰴの඲ࢤノ࣒㓄ิ（ドラフト）を MiSeq によࡾ解ᯒしたとࢁࡇ㸪34 ಶの⢾ຍ水ศ

解酵素（GH）㑇ఏᏊࡀぢฟさࢀたࡽࢀࡑࠋのࡕ࠺㸰ࡘ（GT3485 と GT3489）は㸪Geobacillus ᒓࢤノ࣒に

おࡅるಖᏑ性ࡀపࡃ㸪OS27 ᰴに特᭷࡞㑇ఏᏊで࠶るࡇとࡀ♧၀さࢀたࠋGT3485 発⌧⏘物は㸪ࡑの୍ḟ

ᵓ㐀かࡽフ࣑ࣜ࢓ー3 にศ㢮さࢀたࠋGT3489 発⌧⏘物の N-ᮎ➃㡿ᇦは㸪フ࣑ࣜ࢓ー1 のࢱンࣃク質と┦

ྠ性を♧したࡀ㸪C-ᮎ➃㡿ᇦは௚ዴ何࡞るࢱンࣃク質とࡶ㢮ఝし࡞かࡗたࠋフ࣑ࣜ࢓ー1 はȘ�ș�❧యᵓ

㐀をࡇࡘࡶとࢀࡽ▱ࡀているࡀ㸪GT3489 の஧ḟᵓ㐀ண ではș�㡿ᇦࡀȘ-ࢵࣜ࣊クࢫに⨨᥮さࢀている

よ࠺にぢ࠼たࠋさࡽにフ࣑ࣜ࢓ー1 の C-ᮎ➃㡿ᇦに࠶る㓟性ゐ፹ṧ基ࡶண で࡞ࡁかࡗたࠋGT3489 発⌧

⏘物を㸪大⭠⳦を⏝いてㄪ〇し㸪ࡑのゐ፹ṧ基をㄪ࡭たとࢁࡇ㸪p-ニトロフ࢙ニル-ș-D-xylopyranoside
をⰋዲ࡞基質としたࠋ཯ᛂ⮳㐺 ᗘは 65Υで㸪཯ᛂ⮳㐺 pH は 5.5㹼6.0 でࡗ࠶たࠋ本酵素は 65Υ௨ୗで

㸯᫬㛫はᏳᐃで㸪とࡃに pH 5.0㹼6.5 でᏳᐃࡗࡔたࢱ࣓ࠋノール㸪ࢱ࢚ノール㸪ジ࣓チルࢫルࢩ࢟࣍ドᏑ

ᅾୗでࡶẚ㍑ⓗᏳᐃでࡗ࠶たࡀ㸪஧౯㖡イオンによるྍ㏫ⓗ࡞㜼ᐖをཷࡅたࠋኳ↛基質としては㸪ࢩ࢟

ロオࣜࢦ⢾をⰋዲ࡞基質として㸪D-ࢩ࢟ローࢫを生ᡂしたࠋ 
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㹄㸫㸱 ⤌᥮࠼ L-࣓ࢽ࢜ࢳン⬺Ⅳ㓟㓝⣲ࡢ㎿㏿⡆౽࡞⢭〇ἲ☜❧࡜ᵓ㐀ゎᯒࡓࡅྥ࡟⤖

ᬗ化 ۑ大ᕝᩔྖ，ᯘ ᑗஓ，室⏣ᫀ㍤ 1，ᚿἼᬛ生 1，ཎ⏣⦾᫓ 1，᰿本⌮Ꮚ，

⏣ᮧ 㝯，✄ᇉ㈼஧（ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨，1ிᕤ⧄大㝔・ᕤ芸） 
 

࠙┠ⓗ ⳦⥺ᨺࠚ Streptomyces sp. 590 ⏤᮶ L-࣓チオニン⬺Ⅳ㓟酵素 (MetDC) は㸪L-࣓チオニンの⬺Ⅳ㓟をゐ

፹し㸪⿵酵素としてࣜࣆドࢧ࢟ール 5̓-ࣜン㓟 (PLP) を᭷する࣑ࢱࣅン B6 酵素で࠶るࡇࠋの MetDC をᣢ

生物はᑡᩘで㸪MetDCࡘ の❧యᵓ㐀の解ᯒ౛はᮍ࡞ࡔいࠋᡃࠎは㸪MetDC 㸪ࡸとࡇᢠ⭘⒆ά性を᭷するࡀ

L-࣓チオニンのᐃ㔞⏝酵素として฼⏝でࡁるࡇとを明ࡽかにしてࡁたࠋしかしࡽࡀ࡞ᨺ⥺⳦の MetDC 生⏘

㔞はᴟᚤ㔞のため㸪大⭠⳦⤌᥮࠼発⌧による MetDC の大㔞発⌧⣔㸪大㔞⢭〇⣔のᵓ⠏をめざしたࠋまた㸪

本酵素の❧యᵓ㐀を明ࡽかにするため㸪⤖ᬗ化を⾜ࡗた࠙ࠋ ᪉ἲࠚStreptomyces sp. 590 ⏤᮶ MetDC 㑇ఏ

Ꮚをྵࡴ発⌧࣋クࢱーpET52b / MetDC-KanR ᵓ⠏し E. coli BL21(DE3)をᙧ質㌿᥮したࠋMetDC は㸪Ni-NTA 
Agarose ࢔フ࢕ニテ࢕ー࢝ラ࣒クロ࣐トによࡗて⢭〇したࠋ酵素ά性は㸪࣑࢔ン㓟化酵素をే⏝した 4-
ࠋ㐣㓟化水素をᐃ㔞し決ᐃした࠙ࡾンἲによࣜࣆンチ࢔ノ࣑࢔ ⤖ᯝ࢔ࠚフ࢕ニテ࢕ーࢢࢱとしてᙜึ⏝い

ていた His6-Tag かࡽ His10-Tag にኚ᭦したࡇとによࡾ㸪㎿㏿⡆౽࡞⢭〇ྍࡀ能とࡾ࡞㸪ᙧ質㌿᥮యを⣽⬊

◚○後 Ni-NTA Agarose ーの࢕ラフࢢト࣐ークロ࢕ニテ࢕フ࢔ 1 プでࢵテࢫ 40-50%の㧗཰⋡で㧗⣧ᗘの

MetDC をᚓるࡇとࡀฟ᮶たࠋᇵ㣴⤊஢後㸯日で酵素⢭〇ࡀ᏶஢でࡁたࠋ⤖ᬗ化は㸪MetDC を 10 mM Mes 
buffer pH 6.6, 0.2 M MgCl2 , 100 ȝM PLP, 20-25% PEG1500, 5 mM DTT, 0.5% ȕ-OG の᮲௳ୗで⾜い㸪4ύのศ

解能の⤖ᬗࡀᚓࢀࡽたࠋ⌧ᅾࡇの⤖ᬗにࡘいて解ᯒを㐍めているࠋ⢭〇酵素の L-࣓チオニンにᑐする Km
್は 9.3 mM でࡗ࠶たࢀࡇࠋを฼⏝して⌧ᅾ L-࣓チオニンᐃ㔞ἲの☜❧ཬࡧ㸪ヨᩱ୰の L-࣓チオニンのຠ

⋡ⓗ࡞㝖ཤの᮲௳にࡘいて᳨ウを⾜ࡗている1ࠋ) Hayashi, et al., J. Biochem., ���, 389 (2016) 
 

 

 
㹄㸫㸲 㠉᪂ⓗศᏊㄆ㆑⣲Ꮚ㛤Ⓨࣙࢩࢵࢡࡓࡅྥ࡟ンᛶ㊊場ࢱンパࢡ㉁ CutA1 㐺⏝ᛶᣑ大ࡢ

 ௒中ὒ⾜，ఀ㐩ᘯ㍤，▼⏣ᑦஅ，௒ᮧ⥔ඞ（ᒸᒣ大㝔・⮬↛）ۑ
 
 

 

࠙┠ⓗࠚ生యศᏊ㛫┦஫స⏝は生࿨άືのཝᐦ࡞ไᚚにᐤ୚する୰ᚰⓗ࡞⌧㇟で࠶るࡀ㸪ࢀࡇを⣽⬊ෆ

እで᳨ฟ・฼⏝するᢏ⾡は㸪生࿨⌧㇟の解明のࡎࡽ࡞ࡳ㸪་⒪デ᩿㸪創⸆㸪⎔ቃศᯒ࡝࡞ᖜ広いᛂ⏝に

ᙺ❧ࡘ基盤と࠺ࡾ࡞るࠋᡃࠎは᪂つ࡞生యศᏊ㛫┦஫స⏝⢭ᐦไᚚἲの☜❧を┠ᣦし㸪㉸ዲ⇕⳦⏤᮶ࢱ

ンࣃク質で୕ࣔ࣍㔞యの CutA1 をࣔࢹル㊊ሙศᏊとした㠉᪂ⓗศᏊㄆ㆑素Ꮚの㛤発に向ࡅたྲྀࡳ⤌ࡾを

㐍めているࠋ本研究では㸪CutA1 のศᏊࢨࢹインの㐺⏝ྍ能性にࡘいて᳨ウを㐍めたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ CutA1ࠚ の N㸪C ᮎ➃の㐃⤖による༢㔞య化をᅗࡾ㸪さࡽにࣜ࢞ンド（࣌プチド（StrepTagII）
ク質（VHHࣃンࢱるいは࠶ ᢠయ））のᤄධᩘ㸪ᤄධ఩⨨の␗࡞るྛ✀㊊ሙࢱンࣃク質の発⌧࣋クࢱーを

㸪ࡎまࠋク質をㄪ〇したࣃンࢱ✀大⭠⳦ BL21 (DE3) をᐟ୺とした発⌧を㐍め㸪ྛࠋᵓ⠏したࢀࡒࢀࡑ

ྍ⁐性をホ౯した⤖ᯝ㸪࣌プチドᤄධࢧンプルにࡘいては⇕ฎ理後ྍࡶ⁐化を⥔ᣢしていたࠋすࡕࢃ࡞㸪

ᴟめて㧗いᵓ㐀Ᏻᐃ性を᭷する CutA1 は㸪඲㛗㓄ิを」ᩘ㐃⤖したሙྜでࡶ㸪野生ᆺ୕㔞యとྠᵝにᏳ

ᐃ࡞ᢡࡳ␚ࡾᵓ㐀を素᪩ࡃᙧᡂし࠺るࡇとࡀ♧さࢀたࠋさࡽにࢱンࣃク質のᤄධྍࡀ能で࠶るࡇとࢃࡶ

かࡗたࠋㄪ〇したྛ✀㊊ሙࢱンࣃク質を QCM プ上にᅛᐃ化し㸪┦஫స⏝᳨ฟをホ౯したとࢵーチࢧンࢭ

࠶能でྍࡀンドᤄධ࢞ࣜ࡞の➼౯࡬㸪ྛ㒊఩ࡎࡏさࡌンドᤄධ఩⨨は┦஫స⏝㔞にᕪ␗を生࢞㸪ࣜࢁࡇ

ࡗࡀしたࠋたࡗ࠶能でྍࡶᐦᗘのไᚚࡽとかࡇቑຍしたࡀにᤄධᩘのቑຍにకい┦஫స⏝㔞ࡽさࠋたࡗ

て㸪ศᏊࢨࢹインを᪋すࡇとによࡾ㠉᪂ⓗศᏊㄆ㆑素Ꮚの㛤発ྍࡀ能で࠶るࡇとࡀᙉࡃ♧၀さࢀたࠋ 

 

－66－



㹄㸫㸳 ᖖ ⳦ Allochromatium vinosum ⏤᮶࣒ࣟࢡࢺࢩ cƍࡢ⇕Ᏻᐃᛶྥୖ࢞࡜ス⤖合⬟

 ゎᯒࡢ
 ㉺⃝大඾，⸨஭๰ኴ㑻，୕本ᮌ⮳ᏹ（広大㝔・生物圏）ۑ
 

 

࠙┠ⓗࠚ生⫱⮳㐺 ᗘ 25Υのᖖ ⳦ Allochromatium vinosum ⏤᮶ࢩトクロ࣒ c'（AVCP）は㸪生⫱⮳㐺 

ᗘ 52Υのዲ⇕⳦ Hydrogenophilus thermoluteolus ⏤᮶ࣔ࣍ロࢢ（PHCP）よࡶࡾᏳᐃ性ࡀపࡃ㸪๓⪅には࡞

本研究の┠ⓗは機能をࠋているࡗศかࡀとࡇᏳᐃ化にᐤ୚しているࡀノ㓟ṧ基࣑࢔のࡘる㸴࠶後⪅にࡃ

Ḟᦆさࡏるࡇとࡃ࡞㸪ዲ⇕⳦ࣔ࣍ロࢢ PHCP をࣔࢹルに AVCP をᏳᐃ化さࡏるࡇとで࠶るࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚAVCP ኚ␗య（T11F㸪E17T㸪F18T㸪G20A㸪D71F㸪V76L）を Escherichia coli で␗✀発⌧

し㸪㸲✀㢮の࢝ラ࣒を⏝いて⢭〇したࠋ㉸㐲ᚰศᯒの⤖ᯝ㸪す࡭てのኚ␗యࡀ野生ᆺとྠᵝに㸰㔞యを

ᙧᡂしているࡇとを☜ㄆしたࠋ෇೫ග஧Ⰽ性࣌ࢫクトルを⏝いて 222 nm の ᗘኚ化をᣦᶆに㸪ኚ␗యの

ኚ性୰Ⅼ ᗘ Tmを ᐃした࣒࣊ࠋとの┦஫స⏝に関ಀするṧ基を⨨᥮した E17T㸪G20A ኚ␗యでは㸪Tm

ࢀࡒࢀࡑࡀ 8.1㸪5.7Υ上᪼し㸪V76L ኚ␗యでは 2.9Υపୗしたࠋまた㸪ࣘࣈࢧニࢵト㛫の┦஫స⏝に関ಀ

するṧ基を⨨᥮した T11F㸪F18T㸪D71F ኚ␗యでは㸪Tmࢀࡒࢀࡑࡀ 0.3㸪3.2㸪0.7Υ上᪼したࠋᏳᐃ性の

大ࡃࡁ上᪼した㸱ṧ基をྠ᫬に⨨᥮した E17T/F18T/G20A ኚ␗యでは Tmࡀ 6.3Υ上᪼したࡀ㸪ຍᡂ性はぢ

࣒トクロࢩまた㸪ࠋたࡗか࡞ࢀࡽ c'の機能で࠶るとさࢀる CO ⤖ྜ能の᭷↓をྍど྾཰࣌ࢫクトルによࡗ

て☜ㄆしたとࢁࡇ㸪ኚ␗は CO ⤖ྜ能にᙳ㡪し࡞いࡇとࡀ明ࡽかにࡗ࡞たࡽࢀࡇࠋの⤖ᯝかࡽ㸪AVCP の

㸰㔞యᙧᡂと CO ⤖ྜ能を㜼ᐖするࡇとࡃ࡞㸪Ᏻᐃ性を向上さࡏるࡇとのでࡁる࣑࢔ノ㓟ṧ基を特ᐃし

たࠋ 
 

 

 
㹄㸫㸴 ⥺⹸ C. elegans ࡢ Rab ࢡンパࢱ࣮࣑ࣜ࢓ࣇ RAB-6.2  ఇ╀ไᚚᶵᵓࡢ

 大す₶ᐇ，ᒾᓮ ᓫ，Ἑ㔝 ᙉ（㫽ྲྀ大㝔・農）ۑ
 
 

 

࠙⫼ᬒと┠ⓗࢹࣔࠚル生物・⥺⹸ C. elegans の生⫱/ఇ╀はインࣜࢫンᵝࢼࢢࢩルのไᚚୗに࠶るࠋᡃࠎ

は୺せ࡞生⫱/ఇ╀ไᚚインࣜࢫンᵝ࣌プチドの㸯ࡘで࠶る INS-35 のศἪ᪉向（ഇయ⭍ഃか⭠⟶ෆ⭍ഃ

か）のኚືࡀ生⫱/ఇ╀の決ᐃせᅉで࠶るࡇとを明ࡽかにしている(1)ࠋ本研究では㸪࣌プチドศἪไᚚに

よる生⫱/ఇ╀ไᚚ機ᵓを明ࡽかにするࡇとを┠ⓗとして㸪まࡎ Rab フ࣑ࣜ࢓ーࢱンࣃクにᑐする RNAi
 ࠋに╔ᡭしたࢢクࣜーニンࢫ
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ඲ Rab フ࣑ࣜ࢓ーࢱンࣃク 31 ✀をᑐ㇟とした RNAi INS-35ࠋたࡗ⾜をࢢクࣜーニンࢫ の

ഇయ⭍ഃ࡬のศἪ㔞のኚືを᳨ドするために㸪ins-35p::INS-35::VENUS 発⌧⥺⹸におࡅる INS-35::VENUS
のయ⭍⣽⬊࡬の⵳✚をᣦᶆとしたࡑࠋの⤖ᯝ㸪rab-6.2RNAi にࡧࡽ࡞ rab-14RNAi ᭷ពにศἪ㔞をῶᑡࡀ

さࡏるࡇとุࡀ明したࠋさࡽに㸪rab-6.2 㑇ఏᏊ◚ቯୗでの INS-35::VENUS のศἪ㔞を ᐃしたとࢁࡇ㸪

᭷ព࡞పୗࡀㄆめࢀࡽたࠋ௨上の⤖ᯝかࡽ㸪RAB-6.2 は INS-35 のศἪに関୚するࡇとࡀ♧၀さࢀたࠋḟ

いで㸪ఇ╀ㄏᑟ᮲௳ୗにおࡅる rab-6.2 㑇ఏᏊ◚ቯ⥺⹸と ins-35 㑇ఏᏊ◚ቯ⥺⹸のఇ╀⋡をẚ㍑したࠋ

rab-6.2 㑇ఏᏊ◚ቯ⥺⹸は ins-35 㑇ఏᏊ◚ቯ⥺⹸の⣙㸰ಸのఇ╀⋡上᪼を♧したࡇとかࡽ㸪RAB-6.2 ௚ࡀ

のインࣜࢫンᵝ࣌プチドのศἪࡶไᚚするྍ能性ࡀ♧၀さࢀたࠋ⌧ᅾ㸪INS-35 ௨እの௦⾲ⓗ࡞生⫱/ఇ╀

ไᚚインࣜࢫンᵝ࣌プチド DAF-28 のศἪไᚚの᭷↓を᳨ウしているࠋ 
(1) Matsunaga, Y., et. al. (2016) Nat. Commun., 7:10573, doi : 10.1038/ncomms10573. 
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㹄㸫㸵 ࣔ࢘ࣙࣄࣟࢢ࣐ࢶンࡢேᕤ㣫ᩱࡢࡑ࡜ᛶ⬟ 
㔝㑈ஓ，ཎ⏣ㄔ大，➉ඖᐶᚨ，ΎỌ᫴ᖹ⸩ۑ 1，ᐩ⏣㞞㝯 1，ᒣ本 㡪 1， 
໭ἑ༓㔛 2，ᑠ島 ΅ 1，ᒣ中 ᫂ 1 

（ᒣཱྀ大・⌮，1ᒣཱྀ大㝔・๰科，2ᒣཱྀ大・ᩍ⫱） 
 

࠙┠ⓗࢢ࣐ࢶࠚロࣄョࣔ࢘ンは࣑ࢫレ㢮を食ⲡとするチョ࢘でࡾ࠶㸪ࡑの大㔞㣫⫱においてはᖺ㛫を㏻

本研究では㸪ࠋ᫬㛫とປຊをᚲせとする࡞㸪ከ大ࡎࡽ࡞ࡤࡡࡏᏳᐃⓗにධᡭࡘレ生ⴥを大㔞か࣑ࢫてࡌ

⫱レのⴥを⏝いたேᕤ㣫ᩱでの㣫࣑ࢫているேᕤ㣫ᩱをᨵⰋし㸪ࢀࡽ科のᗂ⹸に⏝い࢘チョࣁテࢱࡌྠ

をヨࡳたࠋ生ⴥ㣫⫱ಶయ⩌とྠ➼の性能をࡘࡶேᕤ㣫ᩱを㑅ᢤするࡇとを┠ⓗとしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚேᕤ㣫ᩱは୺ᡂศをᑠ㯏⬇ⱆまたはࢭルローࢫ⢊ᮎ㸪ࢮ࢝イン㸪ࢫクローࢫ㸪ࣅール酵

ẕとし㸪ࢿ࣑ラル㸪࣑ࢱࣅン㸪ᢠ生物質➼をຍ࠼たࡶのに㸪࣑ࢫレⴥの↻Ồをΰྜしたࠋ↻Ồには࣑ࢫ

レⴥ஝⇱⢊ᮎを⏝いたࡶの㸰✀㢮（AD6㸪BD12）㸪࣑ࢫレⴥ෭෾⢊ᮎを⏝いたࡶの㸰✀㢮（AF6㸪AF24）㸪
✀のྛ㸯ࡶた࠼レⴥ෭෾⢊ᮎをຍ࣑ࢫ⇕㠀ຍࡧレⴥ஝⇱⢊ᮎおよ࣑ࢫ⇕レⴥ஝⇱⢊ᮎの↻Ồに㠀ຍ࣑ࢫ

㢮（AD6UhD18㸪AD6UhF24）を⏝ពし㸪ィ㸴✀㢮のேᕤ㣫ᩱをసᡂしたࠋᏤ化後 24 ᫬㛫௨ෆのᗂ⹸に

ྛேᕤ㣫ᩱを୚࠼㸪ྛ㱋ᮇの日ᩘ㸪⻈のయ㔜をㄪ࡭たࡑࠋの⤖ᯝ㸪᭱ࡶᡂ㛗の᪩かࡗたேᕤ㣫ᩱ AF24
㣫⫱ಶయ⩌は㸪⻈化までのᡂ㛗㏿ᗘは生ⴥ㣫⫱ಶయ⩌とẚ㍑して 5.6 日㐜ࡃ㸪⻈化㸯日┠のయ㔜は 0.23 g
㍍かࡗたࠋ生Ꮡ⋡は 62㸣でࡗ࠶たࠋ௨上よࡾ㸪ேᕤ㣫ᩱసᡂには࣑ࢫレ෭෾ⴥをྵࡴ↻Ồࡀ᭷ຠで࠶る

࡞ࡃ࡞ンのᡂ㛗に㐺さࣔ࢘ョࣄロࢢ࣐ࢶてࡗとによࡇるࡏレのⴥは஝⇱さ࣑ࢫまた㸪ࠋたࡗศかࡀとࡇ

るࡇとࡀ♧၀さࢀたࠋ௒後㸪෭෾⢊ᮎのῧຍ㔞のቑ㔞ࡸ生ⴥ↻Ồの౑⏝ࡀ㸪ᗂ⹸のᦤ食をよࡾㄏᘬする

ྍ能性࠶ࡀるか࠺࡝かを᳨ウするࡇとࡀᚲせで࠶るࠋ 
 

 

 
㹄㸫㸶 ⣽⬊Ṛ㛵㐃キࢮ࣮ࢼ DRAK1 ࡜ p53  ᙺ๭ࡢࡑ࡜⣽⬊ෆᒁᅾࡢ

ᮧୖᙬⰋۑ 1，大ୖ཭⳯ 1，㎷ ᫂ᙪ 1, 2，㐀ᜨὸ‮ 1, 2 
（1ᚨ島大㝔・ඛ➃ᢏ⾡，2ᚨ島大・生物㈨※） 
 

 

࠙┠ⓗ DAPK-related apoptosis inducing protein kinase 1（DRAK1）はࠚ death-associated protein kinase（DAPK）

フ࣑ࣜ࢓ーにᒓする Ser/Thr 生理機能に関୚してい࡞めとするከᙬࡌ㸪⣽⬊Ṛをはࡾ࠶でࡘの୍ࢮーࢼ࢟

るࢀࡇࠋまでに DRAK1 は⒴ᢚไ㑇ఏᏊ p53 によࡗて㑇ఏᏊ発⌧ไᚚをཷࡅ㸪࣏࢔トーࢫࢩไᚚに関ࢃる

ࠋの解明を┠ⓗとした࠙ࡑ㸪本研究ではࡾ࠶୙明でࡔのศᏊ機ᵓはᮍࡑ㸪ࡀているࢀሗ࿌さࡀとࡇ ᪉ἲ・

⤖ᯝࠚ野生ᆺ p53 を発⌧するࣄト㦵⫗⭘⣽⬊ U2OS ⣽⬊に Strep ࢢࢱ DRAK1 を㑇ఏᏊᑟධし㸪ච␿⣽⬊

ᰁⰍἲによࡾ⣽⬊ෆᒁᅾをㄪ࡭た⤖ᯝ㸪DRAK1 は୺に᰾ෆにᒁᅾしたࡇࡑࠋで㸪Strep プル࢘ࢲンࢵ࢔

イを⾜い㸪p53ࢭ との┦஫స⏝をㄪ࡭たࠋᮍฎ理 U2OS ⣽⬊では㸪p53 の発⌧ࡀ☜ㄆさࢀたࡀ㸪DRAK1
との┦஫స⏝はㄆめ࡞ࢀࡽかࡗたࠋしかしࡽࡀ࡞㸪DNA ᦆയ性ᢠ⒴๣で࠶る cisplatin ฎ理によࡗて p53
の発⌧ࡀ㧗まるととࡶに㸪DRAK1 と p53 は┦஫స⏝するࡇとุࡀ明した୍ࠋ᪉㸪DRAK1 とྠᵝに᰾に

ᒁᅾし㸪࣑࢔ノ㓟ࣔ࣍ロジーࡶ㧗い DRAK2 は p53 との┦஫స⏝ࡀㄆめ࡞ࢀࡽかࡗたࠋcisplatin ⃰ᗘ౫Ꮡ

ⓗに DRAK1 の発⌧上᪼ࡀㄆめࢀࡽたため㸪DRAK1 ノࢵク࢘ࢲンによるᙳ㡪をㄪ࡭たࠋcisplatin ฎ理に

よࡗて p53 の DNA ⤖ྜ能に関ࢃる Ser392のࣜン㓟化およࡧ p53 ㌿෗ά性ࡀቑ大さࢀたࡀ㸪DRAK1 ノࢵ

ク࢘ࢲンによࡾいࡶࢀࡎ᭷ពにᢚไさࢀるࡇとࡀ明ࡽかとࡗ࡞たࡽࢀࡇࠋの⤖ᯝよࡾ㸪DRAK1 は DNA
യᐖ性࣏࢔トーࢫࢩㄏᑟにおいて㸪p53 による発⌧ㄏᑟをཷࡅ㸪᰾ෆで p53 と┦஫స⏝し㸪ࡑのṇのㄪ⠇

ᅉᏊとして機能するࡇとࢀࡽ࠼⪄ࡀたࠋ 
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㹄㸫㸷 ࡇࡢࡁᗫ⳦ᗋᢳฟ物ࡢࢿ࢖ࡿࡼ࡟㜵ᚚᛂ⟅ࡢㄏᑟ 
Ᏻ⸨㑳ዉ，ᑠஂಖᝆ，ᮧ⏣᫭一，᳃本⣖Ꮚ，Ᏹ部ᑦᶞ 1，ୖ㔝 ㄔ 2，ᡭᯘៅ一 3，

ୖ㔝⍆ᕭ，大ᓮஂ⨾Ꮚ，ۑ▼ཎ ஽ 
（㫽ྲྀ大・農，1㫽ྲྀ大㝔・㐃農，2島᰿大・生㈨科，3㧗▱大・農ᯘᾏὒ） 

 

食⏝ࡁのࡇの࡯と࡝ࢇは⳦ᗋ᱂ᇵによࡾ生⏘さࢀているࠋ⳦ᗋは㸪おࡀ⢊を୺ᡂศとし㸪⡿ࡠか࡝࡞

をᰤ㣴⿵ຓ๣としてῧຍしたࡶので࠶るࡁࠋのࡇを཰✭した後の⳦ᗋ（ᗫ⳦ᗋ）はᗫᲠさࢀるࡀ㸪ᤞて

ሙᡤにᅔるሙྜࡶከいࠋᗫᲠさࢀる⳦ᗋは㫽ྲྀ┴ࡅࡔでࡶ 3000 トンにのࡰるࠋᗫ⳦ᗋのά⏝ἲをぢฟし㸪

᪂た࡞౯್を௜୚するࡇとࡀᙉࡃồめࢀࡽているࠋ⚾たࡕは㸪ᗫ⳦ᗋの⇕水ᢳฟ物をイࢿのⴥにฎ理し

た後㸪イࢿいࡕࡶ⑓⳦を᥋✀すると⑓ᩬのᙧᡂࡀⴭしࡃᢚไさࢀるࡇとをぢฟしたࡇࡑࠋで㸪ᗫ⳦ᗋ⇕

水ᢳฟ物のฎ理ࡀイࢿの㜵ᚚᛂ⟅をㄏᑟしているࡶのと᥎ᐃし㸪ࡑの解ᯒを⾜ࡗたࠋ 
を㸪ࢀࡇࠋし㸪⇕水ᢳฟ物をㄪ〇したࣈてオートクレー࠼ジのᗫ⳦ᗋに⵨␃水をຍ࣓ࢩࢼࣈとࢣࢱイࢩ 

᧛✀後 14 日┠のイࢿのᗂⱑにࢫプレーし㸪୍ᐃ᫬㛫後に ࢔イト࢓のフࢿイࠋノールでᢳฟしたࢱ80%࣓

レࢩ࢟ンで࠶るࢧクラࢿチン㸪࣑ࣔラクトン A およࡧ B㸪オࣜࢨレࢩ࢟ン A を LC-MS/MS を⏝いてᐃ㔞

したࠋ 
 ᗫ⳦ᗋ⇕水ᢳฟ物のࢫプレーは㸪ศᯒしたす࡭てのフ࢓イト࢔レࢩ࢟ンの⵳✚をㄏᑟしたࡶ᭱ࠋ㧗⃰

ᗘに⵳✚したのは࣑ࣔラクトン A でࡗ࠶たࠋフ࢓イト࢔レࢩ࢟ンの⵳✚㔞はฎ理 24 ᫬㛫後かࡽቑຍしጞ

め㸪72ࠥ96 ᫬㛫後に᭱大とࡗ࡞たࠋ⵳✚㔞は⑓ཎ⳦の᥋✀ࡸ⣸እ⥺↷ᑕによるሙྜとྠ⛬ᗘでࡗ࠶たࠋ

௨上の⤖ᯝかࡽ㸪ᗫ⳦ᗋ⇕水ᢳฟ物は㸪フ࢓イト࢔レࢩ࢟ンの⵳✚をྵࡴ㜵ᚚᛂ⟅をㄏᑟするため㸪い

 ࠋたࢀ၀さ♧ࡀとࡇ⑓にᑐする㜵㝖ຠᯝを♧すࡕࡶ
 

 

 
㹄㸫10 ⪏ሷᛶࢪャࢿ࢖࢝ࢽ࣏ရ✀ࡢ㑅ᢤ࡜ Na ⵳✚特ᛶ 

༡ᖹ┾ᐇ，ᕝୗ┿ዉۑ 1，ᐇᒸᐶᩥ 1，ୖ⏣᫭ᘯ 1 

（広島大・生物生産，1広島大㝔・生物圏） 
 

 

࠙┠ⓗࠚイࢿは୍⯡ⓗにはሷࢫトレࢫにᙅいస物とさࢀるࡀ㸪イࢿの⪏ሷ性には大࡞ࡁ品✀㛫ᕪࡽࡳࡀ

ⴥ㌟㒊ࡀࡃのከࡑ㸪ࡾ࠶で࡝ࢇと࡯ࡀ✀࢝࢕ࢹはインࢿたイࢀた⪏ሷ性にඃࡗかࡘまでにぢࢀࡇࠋるࢀ

の࡬ Na ⵳✚をᢚไするࢱイプの⪏ሷ性機ᵓを᭷しているࠋ本研究では㸪ࢀࡇまでに⪏ሷ性品✀ࡀぢࡘか

とを┠ⓗࡇかにするࡽの⪏ሷ性機ᵓを明ࡑた品✀を㑅ᢤし㸪ࢀሷ性にඃ⪏ࡽか✀࢝ニ࣏いジࣕ࡞ていࡗ

としたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ水⪔᱂ᇵで生⫱さࡏた㸱㐌㱋のジ࣏ࣕニ࢝イࢿ 96 品✀にሷࢫトレࢫฎ理を⾜ࡗた（NaCl
を㸱日ࡈとに 25 mM ẁ㝵ⓗに上᪼㸪⤊⃰ᗘをࡘࡎ 75 mM とした）14ࠋ 日㛫のሷࢫトレࢫฎ理後㸪ᆅ上㒊

の஝物㔜㔞をᣦᶆとして㸪⪏ሷ性およࡧឤཷ性品✀の㑅ᢤを⾜ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ㸪ジ࣏ࣕニ࢝品✀⩌の୰

にࡶ⪏ሷ性にඃࢀた品✀ࡀᏑᅾするࡇとࡀศかࡗたࠋჾᐁู Na ⵳✚ࢱࣃーンにࡘいて⪏ሷ性イン࢝࢕ࢹ

品✀とẚ㍑したとࢁࡇ㸪⪏ሷ性ジ࣏ࣕニ࢝品✀ではよࡾከࡃの Na をⴥ㌟㒊に⵳✚しているࡇとࡀศかࡗ

たࡇࠋのࡇとかࡽ㸪⪏ሷ性ジ࣏ࣕニ࢝品✀はⴥ㌟㒊࡬の Na ⵳✚のᢚไ機ᵓはᣢたࡎ㸪ⴥでの Na ⵳✚に

 ࠋたࢀ᥎ᐹさࡀとࡇる⤌⧊⪏性機ᵓを᭷している࠺࠼⪏
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㹄㸫11 ࡢࢿ࢖⪏ሷᛶ࡟ཬࡍࡰ㕲㐣๫ฎ⌮ࡢᙳ㡪 
 ，ᖾす⤮᲍，Thanakorn Wangsawang1，Tanee Sreewongchai1，ᐇᒸᐶᩥۑ
ୖ⏣᫭ᘯ（広島大㝔・生物圏，1ࢺ࣮ࢧࢭ࢝大・農） 
 

 

࠙┠ⓗࠚ㧗⃰ᗘのሷ㢮⵳✚をཎᅉとして発生するሷࢫトレࢫは㸪స物の生⫱を大ࡃࡁ㜼ᐖする⎔ቃࢫト

レࢫの㸯ࡘで࠶るࠋ㏆ᖺ㸪᳜物のሷࢫトレࢫ⪏性にࡘいての研究にὀ┠ࡀ㞟まࡗているࡀ㸪ࡽࢀࡑのከ

࡭㸪௚のᚲ㡲ඖ素の㐣୙㊊との関ಀをㄪࡾ࠶のでࡶ༢యのᙳ㡪をㄪᰝしたࢫトレࢫは᳜物にᑐするሷࡃ

た஦౛はᑡ࡞いࠋ本研究では㕲に╔┠し㸪㕲㐣๫ฎ理ࡀイࢿの⪏ሷ性に࡝のよ࡞࠺ᙳ㡪を୚࠼るのかㄪ

 ࠋた࡭
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚイࢿ（Oryza sativa L.）ᐇ生をᑐ↷༊㸪㕲㐣๫༊㸪ሷฎ理༊㸪㕲㐣๫・ሷฎ理༊の㸲ฎ理

༊で水⪔᱂ᇵしたࠋᵝ࡞ࠎ品✀を⏝いて᱂ᇵを⾜ࡗた⤖ᯝ㸪いࡘࡃかの品✀では㕲㐣๫ฎ理ࡀሷࢫトレ

る生⫱㜼ᐖをᘬ࡞ୗでの᭦ࢫトレࢫሷࡀ᪉で㸪㕲㐣๫ฎ理୍ࠋていたࡏによる生⫱㜼ᐖを᭦にቑຍさࢫ

のᙳ㡪には品✀㛫ᕪ࡬⫱る㕲㐣๫ฎ理の生ࡅୗにおࢫトレࢫ㸪ሷࡽとかࡇたࢀࡽぢࡶ✀い品࡞さࡇ㉳ࡁ

るჾᐁูࡅୗにおࢫトレࢫሷࠋたࡗ࡞かとࡽ明ࡀとࡇᏑᅾするࡀ Na ⃰ᗘをㄪ࡭たとࢁࡇ㸪㕲㐣๫ฎ理に

よࡾⴥ㌟㒊の Na ⃰ᗘࡀῶᑡするഴ向にࡗ࠶たࠋ௨上の⤖ᯝかࡽ㸪ሷࢫトレࢫୗにおࡅる㕲㐣๫のᙳ㡪ࡀ

生⫱㜼ᐖをᘬࡁ㉳ࡇす࣓࢝ニ࣒ࢬにࡘいて⪃ᐹするࠋ 
 
 
 

 

 

 
㹄㸫12 ᚤ⣽⸴㢮࣮ࣘࡿࡅ࠾࡟ࢼࣞࢢ㈓ⶶከ⢾パ࣑ࣛࣟンศゎ㓝⣲⩌ࡢ᥈⣴ 

ᚋ⸨ ி 1, 2，⏣中ඃྐ 2，す㔝⪔ᖹ 2，ᑠᕝ㈗ኸ 1, 2，୸⏣㝯඾ 1, 2，▼ᕝᏕ༤ 1, 2 
（1島᰿大・生㈨科，2JST/CREST） 
 

 

ᚤ⣽⸴㢮ࣘーࢢレࢼ（Euglena gracilis）は㸪᎘Ẽ᮲௳ୗにおいて㈓ⶶከ⢾ࣃラ࣑ロン（ș-1,3-ࢢル࢝ン）

をࢢルコーࢫ༢఩にศ解し㸪ワࢵクࢫ࢚ࢫテル発酵⤒㊰によࡾワࢵクࢫ࢚ࢫテルを生⏘するࠋ本研究で

は㸪᎘Ẽ᮲௳ୗにおࡅるࣃラ࣑ロンศ解機ᵓを明ࡽかにするࡇとを┠ⓗに㸪༢㞳ࣃラ࣑ロン఍ྜࢱンࣃ

ク質をໟᣓⓗに解ᯒするࡇとで㸪ࣃラ࣑ロンศ解酵素のྠᐃをヨࡳたࠋ 
ዲẼ᮲௳ୗでᐃᖖᮇまでᇵ㣴したࣘーࢢレࢼおよࡑࡧの後᎘Ẽ㸴᫬㛫ฎ理した⣽⬊かࡽ㸪ࣃࢀࡒࢀࡑ

ラ࣑ロンをᢳฟし㸪⏺㠃ά性๣を⏝いてࣃラ࣑ロン఍ྜࢱンࣃク質をㄪ〇したࠋᚓࢀࡽたࢱンࣃク質⏬

ศはプロテ࢔ーࢮฎ理後㸪ࣔノࣜ࢝ࢫࢩラ࣒を⏝いた nanoLC/MS によࡾศᯒし㸪Progenesis QI によࡾẚ

㍑解ᯒしたࡑࠋの⤖ᯝ㸪総ィ 395 ࣋ዲẼ᮲௳と᎘Ẽ᮲௳で᭷ពに᳨ฟレࡕ࠺のࡇク質をྠᐃし㸪ࣃンࢱ

ルࡀቑຍしたࢱンࣃク質は㸪ࢀࡒࢀࡑ 104 ಶおよࡧ 135 ಶでࡗ࠶たࡑࠋのࡕ࠺⢾௦ㅰ関㐃酵素は඲㒊で

25 ಶぢฟさࢀ㸪᎘Ẽ特␗ⓗにᛂ⟅する酵素として࢚ンドᆺ-ș-1,3-ࢢルࢼ࢝ーࢮおよࣜ࣍ࢫ࣍ࡧラーࢮᵝ

いࡘの酵素㑇ఏᏊにࡽࢀࡇࠋていたࢀまྵࡀる酵素ࢀ၀さ♧ࡀの関୚࡬ロンศ解࣑ラࣃ࡝࡞ク質ࣃンࢱ

て㸪ࣘーࢢレࢼ⣽⬊に஧本㙐 RNA をᑟධするࡇとで㑇ఏᏊࢧイレンࢩンࢢを⾜い㸪ࣃラ࣑ロン௦ㅰにཬ

ࣃンࢱᵝࢮラーࣜ࣍ࢫ࣍のࡘ㸱ࡧおよࢮーࢼ࢝ルࢢ-ンドᆺ-ș-1,3࢚のࡘ㸪㸰ࢁࡇすᙳ㡪を᳨ドしたとࡰ

ク質をྠ᫬にࢧイレンࢩンࢢした⣽⬊において㸪᎘Ẽᛂ⟅後のࣃラ࣑ロンศ解ࡀ᭷ពにᢚไさࢀたࠋ 
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㹅㸫㸯 ⬺ࣝࢩࢥࣜࢢ化㓝⣲ࢆḞᦆࡓࡋ A. thaliana 㐟㞳࡜ᵓ⠏ࡢ N-࢝ࣜࢢンᵓ㐀ゎᯒ 
ᮧுኴ，๓⏣ ᜨ，୕㷂 ு 1，⸨ᒣ࿴ோୖۑ 1，ᮌᮧྜྷఙ 
（ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨，1㜰大・国㝿஺ὶࢭ） 
 

 
࠙┠ⓗ᳜ࠚ物⣽⬊には㸪⢾ࢱンࣃク質ࡸ⢾࣌プチドを⬺ࣜࢢコࢩル化する酵素として㸪㓟性 PNGase
（aPNGase）㸪⣽⬊質 PNGase（cPNGase）ཬࡧ ENGase ク質ศ解の㝿㸪aPNGaseࣃンࢱ化⢾⪂ࠋᏑᅾするࡀ
はプロテ࢔ーࢮによࡾ生ࡌた⢾࣌プチドかࡽ㑏ඖᮎ➃に࢟トࣅオーࢫを᭷する㐟㞳 N-࢝ࣜࢢン

（GN2-FNGs）を生ᡂする୍ࠋ᪉㸪᪂生⢾ࢱンࣃク質のᑠ⬊య関㐃ศ解において㸪cPNGase と ENGase は
ᆺ㐟㞳ࢫンノー࣐イࣁࡽク質かࣃンࢱールド⢾࢛フࢫ࣑ N-࢝ࣜࢢン（HMT-FNGs）を生ᡂするࡽࢀࡇࠋ

の FNGs は᳜物のศ化生㛗に関ࢃるࢼࢢࢩルศᏊとしての機能ࡀ᥎ᐃさࢀてお[1]ࡾ㸪本研究では FNGs
生理機能解明研究の୍⎔として㸪aPNGase Ḟᦆయと cPNGase/ENGase Ḟᦆయのᵓ⠏を⾜い㸪FNGs ᵓ㐀解

ᯒを⾜ࡗた࠙ࠋ ᪉ἲ・⤖ᯝ 野生ᰴと（1）ࠚ aPNGase Ḟᦆᰴのᆅ上㒊かࡽオࣜࢦ⢾㙐をᢳฟし㸪㏱ᯒを⾜ࡗ

たࠋ㏱ᯒእᾮをイオン஺᥮㸪ࢤルࢁ㐣に౪し FNGs を⢭〇したࠋFNGs を⺯ගᶆ㆑し㸪㏫┦ཬࡧ㡰┦ HPLC
によࡾ FNGs をศ㞳・⢭〇後㸪MS㸪MS/MS ศᯒཬࡧ酵素消化によࡾᵓ㐀解ᯒを⾜ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ㸪いࡎ

୺せࡀ ṧ基を᭷する᳜物」ྜᆺGN2-FNGsࢫローࢩ࢟ᵓ㐀にȕ1,2࢔ルコࢩンノ࣐トࣜࡶࡽの᳜物యかࢀ

ᵓ㐀として᳨ฟさࢀたࠋ௨上の⤖ᯝかࡽ㸪⬺ࣜࢢコࢩル化酵素㠀౫Ꮡⓗ࡞ FNGs ⏘生機ᵓࡀᏑᅾし㸪ᑠ⬊

య୰でオࣜࢦ⢾㌿⛣酵素ࡀ HMT-GN2-FNGs を生ᡂするྍ能性ࡀ♧၀さࢀた（2）ࠋ஺㓄によࡾ

cPNGase/ENGase Ḟᦆᰴをస〇したࠋT-DNA ᤄධによる㑇ఏᏊḞᦆは㸪ロࢱࢵࢮⴥかࡽᢳฟしたࢤノ࣒

DNA を㗪ᆺとした PCR ἲによࡗ⾜ࡾた[1]ࠋ Priem, B., et al., Plant Physiol., �8, 399-401 (1992) 
 

 

 
㹅㸫㸰 ᑠ⬊య㛵㐃ศゎ࡟㛵ࡿࢃ⢾㙐ㄆ㆑ࢱンパࢡ㉁ࢆḞᦆࡓࡋ A. thaliana ࡀ産生ࡿࡍ

㐟㞳N-࢝ࣜࢢン（FNGs）ࡢᵓ㐀ゎᯒ 

 ๓⏣ ᜨ，ᮌᮧྜྷఙ（ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨），⧊ె⏣ྂۑ

 

 

࠙┠ⓗࠚ┿᰾生物において㸪ࢫ࣑フ࢛ールドした᪂生⢾ࢱンࣃク質はᑠ⬊య関㐃ศ解（ERAD）機ᵓによ

ࣃンࢱールドした⢾࢛フࢫ࣑ࠋるࡅでศ解をཷ࣒ーࢯ࢔プロテࢀ㏫㍺㏦さ࡬⣽⬊質ࡽᑠ⬊య（ER）かࡾ

ク質上の N-࢝ࣜࢢンは㸪ER ෆ⭍でȘ-1,2-Man’ase 4/5（MNS4/5）のస⏝によࡾ特ᐃのȘ1,2-Man ṧ基ࡀ㝖

ཤさࢀȘ1,6-Man ṧ基ࡀ㟢ฟしたᵓ㐀࡬とኚ᥮さࢀるࡇࠋの N-࢝ࣜࢢンをᣢࢫ࣑ࡘフ࢛ールド⢾ࢱンࣃ

ク質は㸪レクチンᵝཷᐜయ OS9 によࡗてㄆ㆑さࢀ㸪ḟいで SEL1L㸪HRD㸯かࡽᡂる ERAD 」ྜయ（࢕ࢹ

して⣽⬊質では㸪PNGaseࡑࠋる [1]ࢀと㏫㍺㏦さ࡬ロコン）を⤒⏤して⣽⬊質ࢫ ཬࡧ ENGase による⬺

㑏ඖᮎ➃ഃにࡅル化཯ᛂをཷࢩコࣜࢢ GlcNAc を㸯ṧ基᭷する GN1 ᆺ FNGs 本研究では㸪⢾ࠋるࡌ生ࡀ

ル᳜物として⏝いてࢹク質⢾㙐の生理機能研究の୍⎔として㸪A. thaliana をࣔࣃンࢱ MNS4 ཬࡧ MNS5
の஧㔜Ḟᦆᰴ（MNS4/5）㸪OS9 Ḟᦆᰴ㸪SEL1L Ḟᦆᰴおよࡧ HRD㸯Ḟᦆᰴࡀ⏘生するࣁイ࣐ンノーࢫᆺ

㐟㞳 N-࢝ࣜࢢン（GN1 HMT-FNGs）のᵓ㐀特性解ᯒを⾜ࡗた࠙ࠋ ᪉ἲ・⤖ᯝࠚA. thaliana の野生ᰴとྛḞ

ᦆᰴにࡘいてᆅ上㒊をᾮయ❅素୰で◚○後㸪0.1 N ᢳฟᾮを㏱ᯒࠋ⢾㙐をᢳฟしたࢦ水でオࣜ࢔ンࣔニ࢔

し㸪㏱ᯒእᾮを㝧イオン஺᥮ཬࡧ㝜イオン஺᥮に౪して㠀྾╔⏬ศに FNGs をᅇ཰したࠋḟいで㸪ࣜࣆジ

ル࣑࢔ノ（PA）化によࡾ FNGs を⺯ගᶆ㆑した後㸪 ConA 㸪RP-HPLC㸪SF-HPLC࣒ラ࢝ によࡾ GN1 
HMT-FNGs をㄪ〇したࠋ⌧ᅾ㸪ESI-MS ཬࡧ酵素消化ἲによࡾ FNGs のᵓ㐀特性解ᯒを⾜ࡗている[1]ࠋ 
Hüttner, S., et. al., Plant Cell., ��, 1712-1728 (2014). 
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㹅㸫㸱 㓟ᛶ PNGase 㐣๫Ⓨ⌧ࢺ࣐ࢺ（T㸲ୡ௦）ࡢ PNGase άᛶ࡜㐟㞳⢾㙐ᵓ㐀ゎᯒ

ᑠ᳚⨾ኟᏊ，๓⏣ ᜨۑ 1，ᮌᮧྜྷఙ 1（ᒸᒣ大・農，1ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨） 
 
 

 

࠙┠ⓗ᳜ࠚ物特␗ⓗ࡞㓟性࣌プチド: N-ࢼ࢝ࣜࢢーࢮ（aPNGase）は㸪࢟トࣅオーࢫを᭷する㐟㞳ᆺ N-ࢢ
ࢃク質の௦ㅰศ解⣔に関ࣃンࢱ㸪⢾ࡾ࠶ル化酵素でࢩコࣜࢢ⬺ン（free N-glycans, FNGs）を生ᡂする࢝ࣜ

るࠋศ化生㛗୰の᳜物⤌⧊には㸪aPNGase によࡾ生ᡂしたと⪃ࢀࡽ࠼る㐟㞳ᆺ N-࢝ࣜࢢンࡀ µM でᏑᅾ

するࡀ㸪ࡑの生理機能にࡘいてはᮍࡔ明ࡽかにさࢀてい࡞いࠋᡃࠎは㸪ト࣐ト aPNGase 㑇ఏᏊ

（aPNGase-Le）を㐣๫発⌧さࡏたト࣐トをᵓ⠏し㸪T2 ୡ௦ᯝᐇでは㸪aPNGase ά性の᪸㐍㸪FNGs 生⏘

㔞ቑຍを☜ㄆするととࡶに㸪ᡂ⇍ಁ㐍をほᐹした [1]ࠋ本研究では᳜物のศ化生㛗に関ࢃる FNGs の生理

機能解明研究の୍⎔として㸪aPNGase-Le 㐣๫発⌧ト࣐トを⥅௦⫱✀し㸪T4 ୡ௦にࡘいてᯝᐇᡂ⇍ಁ㐍特

性㸪aPNGase ά性ཬࡧ FNGs 生⏘㔞のኚືにࡘいて解ᯒした࠙ࠋ ᪉ἲ・⤖ᯝ aPNGase-Leࠚ 㐣๫発⌧ト࣐ト 
（T4 ୡ௦）のⴥ㒊かࢤࡽノ࣒ DNA をᢳฟ後㸪PCR ἲによࡾ aPNGase-Le 㑇ఏᏊのᤄධを☜ㄆしたࠋ⥆い

てト࣐トᯝᐇ（Green ᮇ）かࡽ RNA をᢳฟし㸪cDNA をྜᡂ後㸪ᐃ㔞 RT-PCR ἲによࡾ aPNGase-Le 㑇ఏ

Ꮚの発⌧解ᯒを⾜ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ㸪T4 ୡ௦でࡶ㑇ఏᏊᤄධࡀ☜ㄆさࢀたಶయは㸪aPNGase-Le 㑇ఏᏊをᙉ

ࡽ㸪╔ⰼ日かࡽࡀ࡞しかしࠋとを☜ㄆしたࡇ発⌧するࡃ Breaker ᮇまでの日ᩘを ᐃしたとࢁࡇ㸪T2, T3
ୡ௦でほᐹさࢀたᯝᐇᡂ⇍のಁ㐍は☜ㄆさ࡞ࢀかࡗたࠋ௨上の⤖ᯝかࡽ㸪⥅௦⫱✀による aPNGase-Le の
たため㸪⌧ᅾ㸪aPNGase-Leࢀண᝿さࡀࢢンࢩイレンࢧ 㐣๫発⌧యの Green ᮇᯝᐇにおࡅる aPNGase ά性

ཬࡧ FNGs のᵓ㐀解ᯒを⾜ࡗている[1]ࠋ ᯇ୸2016 ࡽ ᖺᗘ日本⢾質学఍ᖺ఍せ᪨㞟 p135.  
 

 

 
㹅㸫㸲 ࢺ࣐ࢺᑟ⟶ᾮ中࡟Ꮡᅾࡿࡍ Leaᢠཎྵ᭷ N-࢝ࣜࢢン௦ㅰ㛵㐃㓝⣲ࡢάᛶ࡜㐟㞳

N-࢝ࣜࢢンᵓ㐀ゎᯒ 
 ㎷᳃♸ኴ，๓⏣ ᜨ，ᮌᮧྜྷఙ（ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨）ۑ
 

 

࠙┠ⓗ᳜ࠚ 物ࡀ⏘生するศἪᆺ⢾ࢱンࣃク質⢾㙐には㠀㑏ඖᮎ➃に Leaᢠཎ（Galș1-3(FucȘ1-4)GNș1-）
物のศ化・ᡂ㛗᳜ࡀ⩌ศ解に関୚する酵素ࡸク質⢾㙐の生ྜᡂࣃンࢱ㏆ᖺ㸪⢾ࠋከいࡀᏑᅾするሙྜࡀ

に関୚するࡇとࡀ明ࡽかに࠶ࡘࡘࡾ࡞るࠋᡃࠎは᳜物」ྜᆺ N-࢝ࣜࢢンの௦ㅰศ解機ᵓを解明する研究

の୍⎔として㸪ト࣐ト Ș1,3/4-Fuc’ase の㑇ఏᏊクローニンࢢを᏶஢し㸪⤌᥮࠼酵素のヲ⣽࡞基質特␗性

を明ࡽかにした[1]ࠋ᭦に㸪⣽⬊ෆᒁᅾ解ᯒを⾜ࡗたとࢁࡇ㸪本酵素はศἪᆺࢱンࣃク質で࠶るྍ能性を

ᚓたࡇࡑࠋで本研究では㸪⣽⬊እ✵㛫（࣏࢔プラࢫト）としてᤊࢀࡽ࠼るᑟ⟶ᾮにὀ┠し㸪ト࣐トᑟ⟶

ᾮ୰にᏑᅾする✀ࠎのࣜࢢコࢲࢩーࢮά性と㐟㞳 N-࢝ࣜࢢンのᵓ㐀解ᯒをヨࡳた࠙ࠋ ᪉ἲ・⤖ᯝࠚᑟ⟶ᾮ

は᧛✀後 55 日┠のト࣐トのⱼをษ᩿し᥇ྲྀしたࠋᑟ⟶ᾮ（4.7 mL）を㐲ᚰ⃰⦰し㸪ࣜࢢコࢲࢩーࢮά性

 ᐃ（MW>10,000㸪660 ȝL）と㸪㐟㞳 N-࢝ࣜࢢンのᵓ㐀解ᯒ（MW<10,000㸪4 mL）に౪した⃰ࠋ⦰㐨⟶

ᾮ (80 µL, 57 µg protein)を⏝いたྛ✀ࣜࢢコࢲࢩーࢮά性 ᐃによࡾ㸪Ș1,3/4-Fuc’ase ά性（基質㸸

Lea
2Man3Fuc1Xyl1GN2-PA）㸪ș-Gal’ase ά性（基質㸸Gal2GN2Man3Fuc1Xyl1GN2-PA）㸪ș-GlcNAc’ase ά性（基

質㸸GN2Man3Fuc1Xyl1GN2-PA）Ș-Man’ase ά性（基質㸸Man9GN2-PA）を᳨ฟしたࠋ㐟㞳 N-࢝ࣜࢢンのᵓ

㐀解ᯒは㸪ࢤルࢁ㐣後㸪ࣜࣆジル࣑࢔ノ化による⺯ගᶆ㆑を⾜い㸪RP-㸪SF-HPLC によるศ⏬後㸪࢚ンド

およࣜࢢࢯ࢚࢟ࡧコࢲࢩーࢮ消化によࡗ⾜ࡾたࡑࠋの⤖ᯝ㸪㑏ඖᮎ➃に࢟トࣅオーࢫを᭷する᳜物」ྜ

ᆺ㐟㞳 N-࢝ࣜࢢン᳨ࡀฟさࢀた[1]ࠋ Rahman, Md. Z., et al. J.Biochem., ���, 421-432 (2017) 
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㹅㸫㸳 Streptococcus mutans  ᥈⣴ࡢ物ᢳฟ物᳜ࡿࡍᢚไࢆᙧᡂ࣒ࣝ࢕ࣇ࢜࢖ࣂࡢ
 Ᏺᒇᣅ┿，ᐇᒸᐶᩥ，ୖ⏣᫭ᘯ（広島大㝔・生物圏）ۑ

 
 

 

࠙┠ⓗࠚ㧗いバイオフ࢕ル࣒ᙧᡂ能をᣢࡘ Streptococcus mutans は࠺⼃のཎᅉと࡞る口⭍⣽⳦で࠶るࠋバ

イオフ࢕ル࣒は⣽⳦ࡀ生⏘・ᨺฟするከ⢾㢮ࡸ DNA に⣽⳦⮬㌟ࡾྲྀࡀ㎸まࢀた⭷≧ᵓ㐀物でࡾ࠶㸪⣽⳦

の物質⾲㠃でのᐃ╔能を向上さࡏる࠺ࠋ⼃は S. mutans ࡶ㐍⾜するࡾᨺฟする㓟によるṑ質の⬺⅊によࡀ

のの㸪S. mutans のṑ⾲㠃でのバイオフ࢕ル࣒ᙧᡂ࠺ࡀ⼃発生の➨୍ẁ㝵で࠶ると⪃ࢀࡽ࠼ているࠋよࡗ

て㸪࠺⼃ண㜵には S. mutans のバイオフ࢕ル࣒ᙧᡂをᢚไするࡇとࡀ㔜せと࡞るࠋ本研究では㸪S. mutans
のバイオフ࢕ル࣒ᙧᡂにᢚไຠᯝをᣢ᳜ࡘ物ᢳฟ物の᥈⣴を⾜ࡗたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝ36ࠚ ✀㢮の᳜物かࢱ࣓ࡽノールᢳฟ⏬ศをㄪᩚしたࠋS. mutans ᇵ㣴ᾮに࣓ࢱノールᢳฟ物

をῧຍして 96 ✰プレートෆで 10 ᫬㛫㟼⨨ᇵ㣴を⾜い㸪クࣜࢱࢫルバイオレࢵトᰁⰍによࡾバイオフ࢕

ル࣒ᙧᡂ㔞のホ౯を⾜ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ㸪S. mutans のバイオフ࢕ル࣒ᙧᡂᢚไにຠᯝ࠶ࡀる᳜物ᢳฟ物ࡀ

17 ✀㢮ぢࡘかࡗたࡶ᭱ࠋຠᯝࡀ㧗かࡗたのはロー࣐ࣜࢬーでࡾ࠶㸪94㸣のバイオフ࢕ル࣒ᙧᡂᢚไຠᯝ

を♧したࡽࢀࡇࠋᢳฟ物は㧗⃰ᗘで౑⏝した㝿にはẅ⳦స⏝を♧したࡶのの㸪0.03%でࡤࢀ࠶バイオフ࢕

ル࣒ᙧᡂのࡳをᢚไしたࡇとかࡽ㸪ᢠバイオフ࢕ル࣒๣として᭷ᮃで࠶ると⪃ࢀࡽ࠼たࠋ 
 
 

 

 

 

 
㹅㸫㸴 ᳜物ࣜࣟࣉࡢンࡿࡼ࡟〓ኚ化ࡢᢚไᶵ⬟ 

 㔜᳃⛸ኴ，⸨ᕝទྜྷ，Ụᆏ᐀᫓（広島大㝔・生物圏）ۑ
 
 

 

࠙┠ⓗ᳜ࠚ物においてプロࣜンは⺮ⓑ質をᵓᡂする࣑࢔ノ㓟で࠶るとඹに㸪ᾐ㏱ᅽㄪ⠇のための㐺ྜ⁐

質としてࡶ機能しているࠋまた㸪ᾐ㏱ᅽㄪ⠇の࡯かに㸪⬡質㓟化の㜵Ṇ㸪⺮ⓑ質ࡸ⣽⬊⭷をಖㆤするࡇ

とࢀࡽ▱ࡀているࠋᙜ研究ᐊではࢀࡇまでに㸪プロࣜンࡀイࢿᇵ㣴⣽⬊において〓ኚ化をᢚไするࡇと

を♧しているࠋ〓ኚ化は᳜物⣽⬊ෆで࣏ࣜフ࢙ノール㓟化酵素�PPO�࣏ࣜࡀフ࢙ノールを㓟化するࡇとで

㉳ࡇる⌧㇟で࠶るࠋ本研究では㸪ࢱバコのᇵ㣴⣽⬊を⏝いて㸪プロࣜンの〓ኚ化ᢚไ機ᵓを解明するࡇ

とを┠ⓗとしたࠋ 

࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ本研究では〓ኚ化をㄏᘬする PPO に╔┠し㸪ࢱバコᇵ㣴⣽⬊を⏝いてᐇ㦂を⾜ࡗたࠋま

⢒ᢳฟᾮをㄪ〇し㸪PPOࡽバコᇵ㣴⣽⬊かࢱにᇵ㣴後㸶日┠のึ᭱ࡎ ά性をホ౯したࡑࠋの⤖ᯝࢱバコ

ᇵ㣴⣽⬊⢒ᢳฟᾮの PPO ά性はプロࣜン（᭱⤊⃰ᗘ 500 mM）によࡾ᭷ពにᢚไさࢀたࡇࠋのࡇとかࡽ

プロࣜンࡀ PPO の酵素ά性を㜼ᐖするࡇとࡀ♧၀さࢀたࠋḟにプロࣜンྵ᭷ᇵᆅでࢱバコᇵ㣴⣽⬊を㸶

日㛫ᇵ㣴したとࢁࡇ㸪プロࣜンをྵ᭷してい࡞いᇵᆅ（コントロール）とẚ࡭て⣽⬊ෆプロࣜンྵ㔞の

ᙳ㡪はㄆめ࡞ࢀࡽかࡗたࡀ㸪ᇵ㣴⣽⬊の᪂㩭㔜㔞はῶᑡした୍ࠋ᪉㸪プロࣜン生ྜᡂ㑇ఏᏊを㐣๫発⌧

さࡏた⤌᥮ࢱ࠼バコᇵ㣴⣽⬊では野生ᆺにẚ࡭てプロࣜンྵ㔞ࡀ㸰ಸ௨上にቑຍし㸪〓ኚ化ࡀᢚไさࢀ

たࠋ⌧ᅾ㸪プロࣜンྵ㔞ࡀቑຍした⤌᥮ࢱ࠼バコᇵ㣴⣽⬊に╔┠し㸪プロࣜンの PPO ά性࡬のᙳ㡪をホ

౯しているࠋ 
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㹅㸫㸵 ஝⇱ᆅ᳜物ࡢග཯ᑕ特ᛶ࡟⓶⾲ࡧࡼ࠾⵳✚ࡿࡍ化合物ࡢࣝ࢖࢓ࣇࣟࣉゎᯒ 
ྈ㔝⩧大，␃᳃ᑑኈ，⨾࡞ࡳ⏣ᒣۑ 1，㎷本 ኖ 1，᫂▼Ḡஓ 
（㫽ྲྀ大㝔・農，1㫽ྲྀ大・஝⇱ᆅ研） 
 

 

஝⇱ᆅの᳜物の୰には㸪ග཯ᑕ能ຊを㧗め㸪㐣๫ගによる㞀ᐖをᅇ㑊する機ᵓを᭷するࡶのࡀᏑᅾす

るࠋしかし㸪஝⇱ᆅ᳜物におࡅるග཯ᑕのศගⓗ特性ࡸ生理ⓗព⩏にࡘいてはヲ⣽ࡀ明ࡽかとࡗ࡞てい

ࡽಖ᭷する஝⇱ᆅ᳜物かࡀーࢱンࢭで本研究では㸪㫽ྲྀ大学஝⇱ᆅ研究ࡇࡑࠋい࡞ 23 ✀㢮を㑅ࡧ㸪ࢩロ

イࢼࢬࢼࢾおよࢯࡧル࣒࢞をᑐ↷⩌として㸪ⴥ⾲㠃のග཯ᑕ特性と㸪⾲⓶にỿ╔するワࢵクࢫ➼の⵳✚

㔞と⤌ᡂの解ᯒ㸪およࡧ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾による⾲㠃ᵓ㐀のᙧែほᐹを⾜ࡗたࠋᵝ࡞ࠎἼ㛗のගを᳜物ⴥに↷

ᑕし㸪ࡑの཯ᑕ㸪྾཰およࡧ㏱㐣⋡を ᐃした⤖ᯝ㸪ࢩロイࢼࢬࢼࢾにおࡅるගの཯ᑕ⋡ࡀᖹᆒ ࡞16%

のにᑐし㸪஝⇱ᆅの᳜物はᴫしてගの཯ᑕ⋡ࡀ㧗ࡃ㸪᭱大で↷ᑕගの 92%を཯ᑕする᳜物ࡀぢいࡔさࢀ

たࠋまた㸪いࡘࡃかの᳜物は▷Ἴ㛗ഃのྍどගをよࡃ཯ᑕするࡇとࡀ♧さࢀたࠋまた㸪⾲⓶クチクラᒙ

のワࢵクࢫ⵳✚㔞を ᐃした⤖ᯝ㸪௒ᅇ ᐃした඲ての஝⇱ᆅの᳜物は㸪ࢩロイࢼࢬࢼࢾにẚ࡭て༢఩

㠃✚ᙜたࡾのワࢵクࢫ⵳✚㔞ࡀከかࡗたࡀ㸪ග཯ᑕ⋡とワࢵクࢫ⵳✚㔞の┦関はᚲࡎしࡶ㧗࡞ࡃいࡇと

ⴥ⾲㠃のᵓ㐀を㟁Ꮚ㢧ࠋたࢀほᐹさࡀとࡇる࡞␗ࡃᡂは㸪᳜物ẖにⴭし⤌ࢫクࢵにワࡽさࠋたࢀさ♧ࡀ

ᚤ㙾によࡾほᐹしたとࢁࡇ㸪ග཯ᑕ⋡の㧗い᳜物には㸪⧄⥔ᒙ≧ᵓ㐀ࡸ㔪≧✺㉳ᵓ㐀㸪⧄⥔༙⌫ᵓ㐀࡞

ගの཯ᑕࡀ㸪஝⇱ᆅ᳜物のⴥࡽの⤖ᯝかࡽࢀࡇࠋたࢀほᐹさࡃከࡀのࡶࡘᗄ何学ⓗᵓ㐀をᣢ࡞特ᚩⓗ࡝

⋡を㧗めるᙧ質を発㐩さࡏているࡇと㸪さࡽにࡑの㧗い཯ᑕ⋡をᢸ࠺せᅉとして㸪ワࢵクࢫ⵳✚㔞ࡅࡔ

でࡃ࡞㸪ࡑの⤌ᡂまたはⴥ⾲㠃のᗄ何学ᵓ㐀ࡀᐤ୚するྍ能性ࢀࡽ࠼⪄ࡀたࠋ 
 

 

 
㹅㸫㸶 ࣜンࢦ㓟ࡍࡽࡓࡶࡀ S  ᙳ㡪ࡢ࡬ࣝࢿャࢳン࢜ࢽ࢔ࣉ࢖ࢱ

ಛዲ௧，᐀ṇ᫴ኴ㑻，中ᮧಇஅ，中ᮧᐅ╩，ᮧ⏣ⰾ⾜（ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨）୕ۑ

 
 

 

࠙┠ⓗࠚ㧗➼᳜物は㸪୍ᑐのᏍ㎶⣽⬊か࡞ࡽるẼᏍと࿧ࢀࡤるᑠᏍをⴥの⾲⓶にᣢࡕ㸪ẼᏍを௓して㸪

ン㓟は㸪ࢩࢩࣈ࢔る࠶ルࣔンで࣍る᳜物ࢀにᛂ⟅して生ྜᡂさࢫトレࢫ⇱஝ࠋ࠺࡞⾜⵨ᩓをࡸ஺᥮ࢫ࢞

Ꮝ㎶⣽⬊のཷᐜయにస⏝し㸪ࢼࢢࢩル୍ࡀ㐃のఏ㐩⤒㊰を⤒るࡇとでẼᏍ㛢口をㄏᑟし㸪㐣๫࡞水ศᦆ

ኻを㜵ࡇࠋࡄのస⏝機ᗎにおいて㸪ཎᙧ質⭷チࣕࢿルࢱンࣃク質は㔜せでࡾ࠶㸪୰でࡶά性化の解㝖ࡀ

㐜い S い㏿ࡀ㓟は㸪ά性化の解㝖ࢦンࣜࠋルは୰ᚰⓗᙺ๭をᯝたすࢿニオンチࣕ࢔イプࢱ R ニ࢔イプࢱ

オンチࣕࢿルのά性化๣で࠶るࡇとࡀሗ࿌さࢀたࡀ㸪S るた࠶のᙳ㡪は୙明で࡬ルࢿニオンチࣕ࢔イプࢱ

めㄪᰝしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࢩࠚロイࢼࢬࢼࢾ野生ᰴにおいて㸪ẼᏍ㛤ᗘはࣜンࢦ㓟ฎ理によࡗて᭷ពにῶᑡしたࡀ㸪S
⬊ル༸ẕ⣽࢚࣓࢞ࢶ࢝フࣜ࢔に㸪ࡽさࠋたࡗか࡞ル機能႙ኻኚ␗యでは᭷ពᕪはࢿニオンチࣕ࢔イプࢱ

を⏝いた␗✀ࢱンࣃク質発⌧⣔で S 㓟ฎ理ࢦの⤖ᯝ㸪ࣜンࡑࠋルά性を ᐃしたࢿニオンチࣕ࢔イプࢱ

によるチࣕࢿルά性࡬のᙳ㡪は࡞かࡗたࠋ 
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㹅㸫㸷 ࢪャスࣔン㓟࣓ࣝࢳㄏᑟẼᏍ㛢ཱྀࡿࡅ࠾࡟Ꮝ㎶⣽⬊ෆࢩࢩࣈ࢔ン㓟⃰ᗘࡢኚ化 
ᕝᬕ㤶，᐀ṇ᫴ኴ㑻，᳃ Ἠ▼ۑ 1，ᯇᾆᜤ࿴ 1，中ᮧಇஅ，中ᮧᐅ╩，ᮧ⏣ⰾ⾜

（ᒸᒣ大㝔・⎔ቃ生࿨，1ᒸᒣ大・᳜物研） 
 

 

 ᳜物のⴥの⾲⓶にከࡃᏑᅾするẼᏍは㸪୍ᑐのᏍ㎶⣽⬊と࿧ࢀࡤる⣽⬊かࡽᙧᡂさࢀたᑠᏍで࠶るࠋ

ࢫトレࢫ⇱ン㓟（ABA）は㸪஝ࢩࢩࣈ࢔る࠶ルࣔンで࣍物᳜ࠋ࠺⾜⵨ᩓのㄪ⠇をࡸ஺᥮ࢫ࢞のẼᏍはࡇ

ୗで生ྜᡂさࢀ㸪ẼᏍ㛢口をㄏᑟし㸪⵨ᩓによる水ศᦆኻをᢚไするാࡁをᣢࡃࡌྠࠋࡘジࣕࣔࢫン㓟

࣓チル（MeJA）は㸪᳜物の発㐩ࡸ⑓യᐖᛂ⟅࡝࡞をྵࡴᵝ࡞ࠎ生理学ⓗ㐣⛬のไᚚを⾜ࠋ࠺MeJA まࡶ

たẼᏍ㛢口をㄏᑟするࡇとで▱ࢀࡽているࠋ 
までの研究で㸪Ꮝ㎶⣽⬊ෆにおいて㸪MeJAࢀࡇ  ಙྕఏ㐩にはෆᅉ性の ABA ၀♧ࡀとࡇる࠶ᚲせでࡀ

さࢀているࠋしかしࡽࡀ࡞㸪MeJA ㄏᑟẼᏍ㛢口とᏍ㎶⣽⬊ෆ ABA の⃰ᗘኚ化との関ಀにࡘいてはᮍࡔ

に明ࡽかとࡗ࡞てい࡞いࠋまた㸪ABA のྜᡂ酵素は㸪⥔⟶᮰⤌⧊࿘㎶ࡸᏍ㎶⣽⬊において発⌧するࡇと

⬊しかし㸪Ꮝ㎶⣽ࠋているࢀሗ࿌さࡀ MeJA ಙྕఏ㐩にᚲせ࡞ ABA はࡑの⏤᮶にࡘいてࡶ୙明のままで

 ࠋる࠶
 本研究では㸪ࣔ を⏝いて㸪MeJAࢼࢬࢼࢾロイࢩる࠶ル᳜物でࢹ ㄏᑟẼᏍ㛢口におࡅるᏍ㎶⣽⬊ෆ ABA
⃰ᗘኚ化にࡘいてㄪᰝしたࠋABA ⃰ᗘኚ化にᛂ⟅する⺯ගࢭンࢧーࢱンࣃク質で࠶る ABAleon をᏍ㎶⣽

⬊に㧗発⌧した㑇ఏᏊ⤌᥮᳜࠼物を᪂たにసฟし㸪↓യのᏍ㎶⣽⬊におࡅる ABA ⃰ᗘኚ化のࣜ࢔ルࢱイ

また㸪LC̾MS/MSࠋたࡗ⾜ᐃを ࣒ を⏝いてᏍ㎶⣽⬊プロトプラࢫト୰の ABA ᐃ㔞を⾜ࡗたࠋ 
 

 

 

 
㹅㸫10 ࣔࣝ࣍ࢻࢳࣉ࣌ン CLE14  ᙳ㡪ࡍࡰཬ࡟᰿ẟᙧᡂᶵᵓࡢࢼࢬࢼࢾ࢖ࣟࢩࡀ

ᯘ ┤ே，㕲ᮧ⌶ဢۑ 1，⃝㐍一㑻 2，࿴⏣ᣅ἞，෠Ọࡳࡿ 

（広島大㝔・生物圏，1ᐑᓮ大・農，2⇃大㝔・⮬↛科学） 
 

࠙┠ⓗࠚ ᳜物࣌プチド࣍ルࣔンは㸪ᚤ㔞で生理ά性を♧すẚ㍑ⓗ▷㙐の࣑࢔ノ㓟㓄ิで࠶る᳜ࠋ物の

生㛗をไᚚするᡭẁとして࣌プチド࣍ルࣔンࡀὀ┠さࢀているࠋしかし㸪᳜物࣌プチド࣍ルࣔンにࡘい

てはᮍ▱の㒊ศࡶከࡃ㸪㎰ᴗ➼࡬✚ᴟⓗに฼⏝するẁ㝵には⮳ࡗてい࡞い࣌ࠋプチド࣍ルࣔンの㸯ࡘ㸪

CLV3/ESR-related 14 (CLE14) はࢩロイࢼࢬࢼࢾの୺᰿を▷ࡃし㸪᰿ẟᩘをቑࡸすとሗ࿌さࢀているࠋ

CLE14 をコードする㑇ఏᏊ㸪CLE14はࢩロイࢼࢬࢼࢾの᰿ẟ㸪᰿ෙをྵࡴ᰿の⾲⓶⤌⧊で発⌧しているࠋ

また㸪ࢩロイࢼࢬࢼࢾの᰿ẟᙧᡂを㌿෗ᅉᏊ⩌の᭱ୗὶでไᚚしている㑇ఏᏊとして GLABRA2(GL2)ࡀ
はࠎᡃࠋているࢀࡽ▱ CLE14 を᰿にᢞ୚したとࡁの㸪GL2 㑇ఏᏊの┦ᑐⓗ発⌧㔞を解ᯒするࡇとで㸪

CLE14  ࠋる࠼⪄るとࡁかにでࡽるᙳ㡪を明࠼の᰿ẟᙧᡂ機ᵓに୚ࢼࢬࢼࢾロイࢩࡀ
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚ 本ᐇ㦂には㸪ࢩロイࢼࢬࢼࢾの野生ᆺ Col-0 を⏝いたࠋCLE14 プチドは化学ྜᡂし࣌

たࡶのを౑⏝したࢩࠋロイࢼࢬࢼࢾの᰿࡬のᢞ୚は㸪ᚲせ࡞ᰤ㣴素（1/2 MS）をྵࡴᐮኳᇵᆅに CLE14
の⤖ᯝ㸪CLE14ࡑࠋたࡗ⾜とでࡇプチドをῧຍしᇵ㣴する࣌ の᰿ࢼࢬࢼࢾロイࢩ㸪ࡾプチドᢞ୚によ࣌

のఙ㛗㜼ᐖ㸪およࡧ᰿ẟᩘቑຍを☜ㄆした࢔ࣜࠋルࢱイ࣒ PCR による発⌧解ᯒの⤖ᯝ㸪CLE14 プチド࣌

ᢞ୚による GL2㑇ఏᏊの┦ᑐⓗ発⌧㔞のపୗࡀ明ࡽかにࡗ࡞たࡽࢀࡇࠋの⤖ᯝかࡽ㸪ྜᡂ CLE14 プチ࣌

ドᢞ୚によࡾ㸪ࢩロイࢼࢬࢼࢾの⾲⌧ᆺにᙳ㡪を୚࠼るࡇとࡀ☜ㄆでࡁたࠋまた㑇ఏᏊレ࣋ルでは㸪CLE14
ࡀプチド࣌ GL2㑇ఏᏊの発⌧㔞をపୗさࡏているࡇとかࡽ㸪CLE14 ࡀ GL2に関୚する⤒㊰で᰿ẟᙧᡂ機

ᵓにᙳ㡪をཬࡰしているྍ能性ࡀ♧さࢀたࠋ 
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㹅㸫11 ࢬ࢔キࣜ࢜ࢮ࢓ࣇンࡢᾮ⬊㍺㏦ᶵᵓࡢゎᯒ 
᳃ᮌබᖹ，㧗⏿࿘ᖹ，ஂᡃ一ᘯۑ 1，࿴⏣㑳ኵ 2，ᒾ℩㥴ᚿ 1，ΎỈⱥᑑ 1， 
ᆅ㜰ග生 1，ᶓ⏣一ᡂ 1，中ᕝ ᙉ，すᮧᾈ஧ 
（島᰿大・⥲科研1，ࢭ島᰿大・生㈨科，2⚟島┴་・་） 

 

࠙┠ⓗ᳜ࠚ物⣽⬊にはศ解ᆺᾮ⬊と㈓ⶶᆺᾮ⬊の஧✀㢮ࡾ࠶ࡀ㸪後⪅は㈓ⶶࢱンࣃク質を⵳✚㸪ࡑして

✀Ꮚの発ⱆ㐣⛬をᨭ࠼㸪᳜物のᡂ㛗に㔜せ࡞ᙺ๭をᯝたしているࠋしかし㸪㈓ⶶࢱンࣃク質のᾮ⬊࡬の

㍺㏦⤒㊰は㸪඲ᐜࡀ明ࡽかにࡗ࡞てい࡞いࠋまた㍺㏦のศᏊ機ᵓは㸪㈓ⶶࢱンࣃク質のࡘࡶᾮ⬊㍺㏦㓄

ิを特␗ⓗ࡞ᾮ⬊㍺㏦యࡀㄆ㆑し㸪ࡑの」ྜయࡈと⭷㍺㏦ᑠ⬊によࡾ㍺㏦さࢀるࡇとࢀࡇࡀまでにሗ࿌

さࢀているࡀ㸪㍺㏦㓄ิࡸ㍺㏦యにࡘいてࡶ୙明࡞Ⅼࡀከいࠋ本研究では࢟ࢬ࢔のᾮ⬊㈓ⶶࢱンࣃク質

フࢮ࢓オࣜンに╔┠し㸪ࡽࢀࡇの機ᵓをㄪ࡭るࡇとを┠ⓗとしたࠋ 
࠙᪉ἲ・⤖ᯝࠚⓑࢠࢿ⾲⓶⣽⬊の୍㐣ⓗ発⌧⣔を⏝いて㸪フࢮ࢓オࣜン⺯ගレ࣏ーࢱーの⣽⬊ෆᣲືを

ྛ✀オルࢿ࢞ラ࣐ー࢝ーとẚ㍑解ᯒし㸪フࢮ࢓オࣜンのᾮ⬊㍺㏦⤒㊰ཬࡧ㸪㍺㏦に関ࢃる㍺㏦㓄ิの解

ᯒを⾜ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ㸪ⓑࢠࢿ⾲⓶⣽⬊においてフࢮ࢓オࣜンは㸪ᑠ⬊యかࡽ COPϩを௓し㸪ࢦルジయ㸪

TGN㸪後ᮇ࢚ンドࢯー࣒を⤒⏤しᾮ⬊に㍺㏦さࢀているࡇとࡀ♧၀さࢀたࠋまたフࢮ࢓オࣜンの C ᮎ➃

に఩⨨するᾮ⬊㑅ู決ᐃᵝ㓄ิ PFVY のḞᦆኚ␗యの⣽⬊ෆືែを解ᯒしたとࢁࡇ㸪野生ᆺのࡶのとẚ

㍑してኚ化ࡀほᐹさࢀたࠋ⌧ᅾ㸪࢟ࢬ࢔Ⓩ⇍✀Ꮚを⏝いてࡽࢀࡇの⤖ᯝとྠᵝに࡞るかを解ᯒするため

に㸪࢟ࢬ࢔を⏝いた୍㐣ⓗ発⌧⣔のᵓ⠏をヨࡳているࠋ 
 
 

 

 

 
㹅㸫12 ࢩス࢖ࢸン࣮ࣜࣇ⺯ගࣞࢩ࣮ࢱ࣮࣏スࡢ࣒ࢸᵓ⠏࡟㛵ࡿࡍ研究 

 ，ᡃ一ᘯ，ᒾ℩㥴ᚿ，࿴⏣㑳ኵ1，ΎỈⱥᑑ，ᆅ㜰ග生，ᶓ⏣一ᡂஂۑ
中ᕝ ᙉ2，すᮧᾈ஧2（島᰿大・生㈨科，㸯⚟島┴་・་，2島᰿大・⥲科研ࢭ）

 
 

GFP に௦⾲さࢀる⺯ගࢱンࣃク質のከࡃはศᏊෆに」ᩘのࢫࢩテインをྵࡑࠋࡴのためᑠ⬊యෆ⭍ࡸ

ー化す࣐ࢦオࣜࡀク質ࣃンࢱド⤖ྜをᙧᡂし㸪⺯ග࢕ルフࢫ㓟化ⓗ⎔ቃୗではジ࡞࠺トのよࢫプラ࣏࢔

るഴ向࠶ࡀる࠼ࡺࠋに㓟化ⓗ⎔ቃୗにおࡅるࢱンࣃク質のືែを⺯ගࢱンࣃク質でᶆ㆑してྍど化する

と㸪␗ᖖ࡞ジࢫルフ࢕ド⤖ྜࡀᙧᡂさࢀて㸪本᮶のࢱンࣃク質のᣲືを♧さ࡞ࡃ࡞るྍ能性࠶ࡀるࡑࠋ

ノ㓟に⨨᥮したᨵኚᆺ࣑࢔࡞テインを㐺ᙜࢫࢩに࠺いよ࡞࠼で⺯ග特性をኚࡇ RFP を⏝いてᶆⓗศᏊを

ᶆ㆑してྍど化するࡇとをヨࡳたとࢁࡇ㸪ER ルー࣓ンでᚑ᮶の RFP ではオ࣐ࣜࢦー化ࡀㄆめࢀࡽたࡀᨵ

ኚᆺ RFP ではㄆめ࡞ࢀࡽかࡗたࡇࠋの⤖ᯝかࡽ ER ルー࣓ンのよ࡞࠺㓟化ⓗ⎔ቃのイ࣓ージンࢢにはᨵ

ኚᆺ RFP ⺯テインフࣜーࢫࢩ機能しているࡃま࠺すでに့ஙື物ではࠋるࢀࡽ࠼⪄ࡀとࡇる࠶᭷⏝でࡀ

ගࢱンࣃク質ࡀሗ࿌さࢀている᳜ࠋ物⣽⬊でࢫࢩࡶテインフࣜー⺯ගࢱンࣃク質ࡀ㓟化ⓗ⎔ቃୗでオࣜ

のᵓ⠏をヨ࣒テࢫࢩーࢱー࣏ගレ⺯࡞⏝᭷ࡶとをᐇ㦂ⓗにド明し㸪᳜物⣽⬊でࡇい࡞ࡽࡇ㉳ࡀー化࣐ࢦ

ࠋー化をホ౯した⤖ᯝをሗ࿌する࣐ࢦて㸪オࣜࡗーを౑࢝ー࣐ラࢿ࢞オル࡞ࠎ本発⾲ではᵝࠋているࡳ
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㈶ ຓ 企 ᴗ 

 

 

・ओ᪫〇సᡤ ᒸ山Ⴀᴗᡤ 

・ኳ野࢚ンࢨイ࣒ओ 

 ー食品ओ࢓ルフ࢔・

・ụ⏣⢾化ᕤᴗओ 

・ओ⊦ཎၟ఍ 山口Ⴀᴗᡤ 

 イओ࢔࢕ࣅイチ࢚・

・ओ大⇃ 

・大ሯჾᲔओ す᮲ᨭᗑ 

・$X%ओ 

・ᒸ山┴酒㐀⤌ྜ 

・कᒸ山┴㎰ᴗ㛤発研究ᡤ 

・オࣚࣁーஙᴗओ 

・∦山化学ᕤᴗओ ᒸ山Ⴀᴗᡤ 

 バࣖ食品ओ࢝・

・ओ機能性食品㛤発研究ᡤ 

・༠࿴発酵バイオओ 

      山口஦ᴗᡤ生⏘ᢏ⾡研究ᡤ 

 ールओ ᒸ山ᕤሙࣅンࣜ࢟・

・ओ㏆␥日本ࢶーࣜࢫト୰ᅜᅄᅜ 広島ᨭᗑ 

・ஂಖ⏣ၟ஦ओ 広島Ⴀᴗᡤ 

・ᑑ〇Ⳬओ 

・୕ᰤ源࢚フ࢚フ࢔イओ 

・ओࢧン・クロレラ 

・ओᅄᅜ総ྜ研究ᡤ 

・ᅄᅜஙᴗओ 

・᪂㟷山ओ 

・⚄༠⏘ᴗओ 

・ओ㓩ᚰ山᰿本ᗑ 

・ṇ᫭ओ 山口Ⴀᴗᡤ 

・ओࢯフ࢕ 

 

 

 

 

 

 

・ओ大ឡ 

・大⯆⏘ᴗओ 

・大山ஙᴗ㎰ᴗ༠ྠ⤌  ྜ

・大ὒ㤶ᩱओ 

・㧗ሯライフࢧイ࢚ンࢫओ 

・औࢢࢱチ 

・୰ᅜ࣑ࢣーओ 

・㫽ྲྀ科学ჾᲔओ 

・㫽ྲྀࢧイ࢚ンࢫओ 

・औ཭⏣大ὒᇽ 

・日本オࣜーࣈओ 

・ⓑ∻୹酒㐀ओ 

・ओᯘཎ 

・औࣅーࢫ࣒࢚テーࢩョン 

・ഛ๓化ᡂओ 

 ஙᴗओࡾࢃまࡦ・

・ओị 研究ᡤ 

・広島࿴ගओ ᒸ山Ⴀᴗᡤ 

・ओフジワラテクノ࢔ート 

・ओᢇ᱓理化 

・プロテノバओ 

・୸ၿ〇⸆ओ 

 ルトࣔओ࣐・

・ᐑୗ酒㐀ओ 

・ओᐑ⏣⸆品 

 ルओ࣑࢝ࢣラࣁࢫࣖ・

 ओ࣐࢟ࣖ・

・ओࡸまࡔᒇ 

・ඵᖭ物⏘ओ   （஬༑㡢㡰） 

 

 

 

 

����ᖺ��᭶��日 ⌧ᅾ��♫ 
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